
メンテナンスおよびサービス ガイド
HP 400 Workstation



著作権情報

© Copyright 2009 Hewlett-Packard
Development Company, L.P.

保証

本書の内容につきましては万全を期してお

りますが、本書中の技術的あるいは校正上

の誤りや省略、取り付け、性能、本マニュ

アル使用に関連する偶発的あるいは間接的

損害に対して、責任を負いかねますのでご

了承ください。本書に関して、商品性およ

び特定の目的のための適合性に関する黙示

の保証を含む一切の保証を致しかねます。

本書の内容は、将来予告なしに変更される

ことがあります。Hewlett-Packard
Company 製品に対する保証については、当

該製品の保証規定書に記載されています。

本書のいかなる内容も、新たな保証を追加

するものではありません。

本書には、著作権によって保護されている

機密情報が掲載されています。本書のいか

なる部分も、Hewlett-Packard の事前の書面

による承諾なしに複写、複製、あるいは他

の言語に翻訳することはできません。

商標表示

Microsoft、Windows、および XP は、米国

およびその他の国/地域における Microsoft
Corporation の米国の登録商標です。

Intel は、米国およびその他の国/地域におけ

る Intel Corporation の商標で、ライセンス契

約に従って使用されます。

ENERGY STAR は、米国 Environmental
Protection Agency の米国における登録商標

です。

504630-291

初版 (2009 年 5 月)



このガイドについて

このガイドでは、HP 400 Workstation の機能とメンテナンスについて説明します。次の項目があり
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1 製品の概要

この章では、ワークステーションのハードウェア コンポーネントの概要について説明します。次の項
目があります。

項目

1 ページの 「製品本体の構成」

6 ページの 「ワークステーションの仕様」

製品本体の構成
以下のセクションでは、ワークステーションのシステム ボード アーキテクチャとコンポーネントに
ついて説明します。次の項目があります。

項目

1 ページの 「システム ボード アーキテクチャ」

3 ページの 「ワークステーション コンポーネント」

システム ボード アーキテクチャ

このセクションでは、ワークステーションのシステム アーキテクチャについて説明します。
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次の図は、このワークステーションの標準的なシステム ボードのブロック図を示しています。

図 1-1  システム ボードのブロック図

注記： x1、x4、x8、および x16 の識別子は、拡張スロットに配線されている電気的な PCIe レーン
の数を表します。たとえば、x16(8) は、拡張スロットが機械的に x16 分の長さのコネクタに 8 つの
PCIe レーンが配線されていることを示しています。

プロセッサ テクノロジー

このワークステーションは、Intel® X58 Express チップセットを使用し、最大 130W のプロセッサを
含む最新の Quad Core Intel® Xeon™ プロセッサ W3500 シリーズをサポートしています。これらのプ
ロセッサは統合 3 チャネル メモリ コントローラ、マイクロアーキテクチャの改善、大容量 L3 キャッ
シュを組み込んでおり、優れたパフォーマンスを提供します。さらに、このワークステーションは
Intel QuickPath Interconnect (QPI) によって、プロセッサと I/O コントローラを最大 6.4 GT/s の速度
で接続します。

メモリ テクノロジー

ワークステーションの DIMM (dual in-line memory module) は DDR3 1333MHz テクノロジーを基盤と
しており、ECC (error checking and correcting) で保護されています。3 つの直接接続メモリ チャネル
によって、低レイテンシ アクセスと高速データ転送を可能にし、パフォーマンスを向上します。最
大 16GB のシステム メモリ (4GB の DIMM を使用) がサポートされます。

注記： 最適なパフォーマンスを得るには、DIMM を、3 つのメモリ チャネルすべてに分散する必要
があります。

グラフィックス

このワークステーションは PCIe Gen2 (PCIe2) バス速度をサポートし、PCIe2 x16 スロットでデュア
ル PCIe Gen2 グラフィックス カードをサポートできます。プライマリ グラフィックス スロットで最
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大 150W のグラフィックス カードをサポートします。プライマリ グラフィックス カードの消費電力
が 150W 未満の場合は、もう 1 つの PCIe2 x16 スロットでもう 1 つのグラフィックス カードをサポ
ートすることもできます。ただし、システム全体で 150W の電力制限を受けます。

拡張カード スロット

PCIe x8 (4) スロット (x8 メカニカル、x4 エレクトリカル) により、高速 I/O カード用の I/O 帯域幅が
余分に得られます。オープンエンド PCIe x8 コネクタを使用すると、x16 物理サイズのカードを x8
(4) スロットに取り付けることができます。シリアル接続されている SCSI (SAS) ドライブは、プラグ
イン カード経由でサポートされます。

追加の機能

SATA 向けの RAID (redundant array of independent disk) 構成では、モード 0、1、5、10 をサポート
しています。eSATA (3.0 Gbps) は、オプションのアダプタを使用してサポートします。ワークステー
ションには、USB 2.0 ポートが外部に 8 つ、内部に 4 つあります。475W 電源装置の効率は 85% で、
Energy Star Version 5.0 システム構成が可能です。HP WattSaver テクノロジーにより、European
Union EuP の電力制限 1W をオフ モードでサポートできます。HP Quiet Fan テクノロジーによっ
て、システム動作音が静かになっています。

ワークステーション コンポーネント

このセクションでは、ワークステーションのコンポーネントについて、フロント パネルとリア パネ
ルのコンポーネントも含めて説明します。

このワークステーションでサポートしているアクセサリとコンポーネントの最新情報については、
http://partsurfer.hp.com をご覧ください。

シャーシ コンポーネント

次の図に、標準的なワークステーション構成のコンポーネントを示します。ドライブの構成は、モデ
ルによって変わります。

図 1-2  ワークステーション コンポーネント
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このワークステーションには 1 つの  Intel X58 I/O チップが実装されており、合計  6 つの高性能グラ
フィックスおよび I/O スロットがあります。2 つのフル x16 PCIe Gen2 スロットのほか、2 つの追加
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表 1-1  ワークステーションのコンポーネントの説明

項目 説明 項目 説明

1 電源装置 8 メモリ モジュール (DIMM)

2 サイド アクセス パネル 9 システム ボード

3 リア システム ファン 10 PCIe カード

4 ハード ディスク ドライブ 11 PCI カード

5 オプティカル ドライブ 12 スピーカー

6 プロセッサ ヒートシンク 13 フロント ベゼル

7 プロセッサ (CPU) 14 シャーシ

フロント パネルのコンポーネント

次の図に、標準的なワークステーション構成のフロント パネルを示します。

図 1-3  フロント パネル

表 1-2  フロント パネルのコネクタ

項目 記号 説明 項目 記号 説明

1  オプティカル ドライブの手動イジェク

ト

6 ヘッドフォン コネクタ

2  オプティカル ドライブのイジェクト

ボタン

7 マイク コネクタ

3 電源ボタン 8 1394a コネクタ (オプション、構成さ

れていない場合は利用不可)
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項目 記号 説明 項目 記号 説明

4 ハード ディスク ドライブの動作イン

ジケーター

9  オプティカル ドライブの動作インジケ

ーター

5 USB 2.0 ポート (2) 10  オプティカル ドライブ

リア パネルのコンポーネント

次の図に、標準的なワークステーション構成のリア パネルを示します。

図 1-4  リア パネル

注記： 周辺機器を接続する際に分かりやすいように、リアパネルの各コネクタには、業界標準のア
イコン表示と色付けがされています。

表 1-3  リア パネルのコネクタ

項目 記号 説明 項目 記号 説明

1  電源装置のビルトイン セルフ テスト

(BIST) LED
8  施錠用ループ

2  ユニバーサル シャーシ クランプ開口

部

9  グラフィックス カード コネクタ

3 PS/2 マウス コネクタ (緑色) 10 オーディオ ラインアウト コネクタ

(緑)

4 USB 2.0 ポート (4) 11 マイク コネクタ (桃色)

5 RJ-45 ネットワーク コネクタ 12 USB 2.0 ポート (2)

表 1-2  フロント パネルのコネクタ (続き)
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項目 記号 説明 項目 記号 説明

6 オーディオ ラインイン コネクタ (淡青

色)
13 PS/2 キーボード コネクタ (紫色)

7  ケーブル ロック用スロット 14  電源ケーブル コネクタ

ワークステーションの仕様
このセクションでは、ワークステーションのシャーシ、電源装置、動作環境について説明します。

重量と寸法

次の表に、ワークステーションの重量と寸法を示します。

重量 (通常構成) 13.5 ～ 19.6 kg (29.8 ～ 43.2 ポンド)

シャーシの寸法 高さ: 45.0 cm (17.7 インチ)

幅: 17.0 cm (6.7 インチ)

奥行き: 44.5 cm (17.5 インチ)

電源装置の説明

ワークステーションの電力は、内蔵された 475W、効率 85% の電源装置によって供給されます。電源
装置は、ENERGY STAR の要件に適合します。

電源装置の電圧

表 1-4  電源電圧

電源の電圧 説明

+3.3V PCI、PCIe、オーディオ、クロック、チップセット、スーパー I/O、BIOS
ROM、およびオンボード ロジック

+5.1V ストレージ (ハード ディスク ドライブ、オプティカル ディスク ドライ

ブ、フロッピー ディスク ドライブ)、PCI、PCIe、チップセット、オーデ

+12 V-CPU CPU および CPU ファンに電力を供給するオンボード レギュレータの入力

+12 V-B PCI、PCIe、およびシステム ファン

+12 V-D ストレージ (ハード ディスク ドライブ、オプティカル ディスク ドライ

ブ、フロッピー ディスク ドライブ)、グラフィック アダプタ、およびメモ

リに電力を供給するオンボード レギュレータの入力

V12N PCI およびシリアル ポート

+5 V-SB スリープ回路

表 1-3  リア パネルのコネクタ (続き)
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電源装置の電流

表 1-5  レールあたりの最大電流

電圧レール 475W の最大連続電流

+12 V-CPU 17.5A

+12 V-B 17.5A

+12 V-D 18.0A

V12N 0.30A

+5 V-SB 2.25A

3.3V 15.0A

5.1V 21.0A

注意： 連続出力電力の合計値は、475 W 以下にしてください。

3.3V と 5.1V の最大結合電力は 110W です。

+12V(CPU,B,D) の最大結合電流は 38A です。

電源装置の仕様

表 1-6  電源装置の仕様

項目 説明

電源装置 475W ワイド レンジ、アクティブ PFC、

効率 85%

動作電圧範囲 90 ～ 269 VAC

定格電圧の範囲 100 ～ 240 VAC 118 VAC

定格入力電源周波数 50 ～ 60 Hz 400 Hz

動作入力電源周波数の範囲 47 ～ 66 Hz 393 ～ 407 Hz

定格入力電流 100 ～ 127 VAC 時に

10A

200 ～ 240 VAC 時に

6A

118 VAC 時に

10A

熱量

(構成とソフトウェアに依存)

通常 954 Btu/hr=(240.3 キロカロリー/時)

最大 1977 Btu/hr=(498.2 キロカロリー/
時)

電源装置ファン 1 つのファン、92mm x 25mm、可変速

115V 時は FEMP Standby Power 適合 (電
源オフ時、S5 モードで 2W 未満)

適合

230V 時は EuP 適合 (電源オフ時、S5 モー

ドで 1W 未満)
適合

ビルトイン自己診断テスト LED 適合
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項目 説明

耐サージ フル レンジ電源装置 (最大 2000V
の電源サージに耐える)

適合

スリープ モードでの消費電力 (ENERGY
STAR による定義): サスペンド ツー RAM
(S3) (直ちに使用可能な PC)

6W 未満

電力消費と熱量

電力消費と熱量の仕様は、複数の構成で用意されています。使用可能な仕様を確認するには、
http://www.hp.com/go/quickspecs を参照してください。

消費電力を 0 にするためには、ワークステーションを電源コンセントから外すか、テーブル タップを
使って電源をオン/オフする必要があります。省電力機能の詳細については、お使いのオペレーティン
グ システムのインストール手順を参照してください。

この製品は、米国大統領令 13221 に準拠しています。

システム ファン

このワークステーションには次のコンポーネントがあります。

● リア システム ファン x 1

● CPU ヒートシンク ファン x 1

● 電源装置ファン x 1

また、特殊な環境ではオプションで前面システム ファンを 1 つ使用できるほか、一部のグラフィック
ス カードにはオンボード ファンが付属しています。

電源装置のリセット

過負荷により電源装置の過負荷保護機能が働くと、電源が直ちに切断されます。

次のようにして電源装置をリセットします。

1. 電源コードをワークステーションから外します。

2. 過負荷の原因を調べて、問題を解決します。トラブルシューティング情報について
は、91 ページの 「診断とトラブルシューティング」を参照してください。

3. 電源コードを接続して、ワークステーションを再起動します。

オペレーティング システムからワークステーションの電源をオフにしても、電力は微量に消費され、
ゼロにはなりません。この省電力機能により、電源の寿命が延びます。

動作環境

以下の表は、HP ワークステーションの動作環境を示します。

表 1-7  HP ワークステーションの動作環境

温度
動作時:5°C ～ 35°C (40°F ～ 95°F)

非動作時:-40°C ～ 60°C (-40°F ～ 140°F)

表 1-6  電源装置の仕様 (続き)
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注記： 1,524m (5,000 フィート) を超えたら、高度 305m (1,000 フィート) ごとに 1°C
(1.8°F) 下がります。

湿度
動作時:8% ～ 85% 相対湿度 (RH)、結露なきこと

非動作時:8% ～ 90% 相対湿度 (RH)、結露なきこと

高度
動作時: 0 ～ 3,048m (10,000 フィート)

非動作時:0 ～ 9,144 m (30,000 フィート)

衝撃

動作時:正弦半波:40g、2 ～ 3ms

非動作時:

● 正弦半波:160 cm/s、2 ～ 3ms (約 100g)

● 方形波:422 cm/s、20g

注記： 値は 1 回の衝撃に対するものであり、繰り返し衝撃に対しては当てはまりません。

振動

ランダム動作:0.5g (RMS)、5 ～ 300 Hz

非動作時:ランダム:2.0g (RMS)、10 ～ 500 Hz

注記： 値は連続振動には当てはまりません。

ENERGY STAR 認定

ENERGY STAR ロゴがある HP 製品は、US Environmental Protection Agency (EPA) の ENERGY
STAR コンピュータ仕様に適合しています。EPA の ENERGY STAR がロゴがあっても、EPA による
保証がなされているわけではありません。ENERGY STAR パートナーである Hewlett-Packard
Company は、製品が該当する ENERGY STAR のエネルギー効率ガイドラインに適合する場合にの
み ENERGY STAR ロゴでその旨を示しています。ENERGY STAR 認定コンピュータには、すべて次
のロゴが貼付されています。

ENERGY STAR コンピュータ プログラムは、よりエネルギー効率の高い機器を家庭、オフィス、工
場で使用することにより、エネルギー効率向上と大気汚染防止を推進するために、EPA により制定さ
れました。このエネルギー効率を達成する方法のひとつに、Microsoft Windows の電源管理機能によ
り、製品の非稼働時に電力消費を削減する方法があります。

電源管理機能では、一定時間動作のない状態が続くとワークステーションを低電力 (または 「スリー
プ」) モードに切り替えることができます。また、ENERGY STAR 認定を受けた外部モニタを接続し
ている場合は、外部モニタの同様の電源管理機能にも対応しています。

以下の方法で、この省電力機能を活用します。

● 電源管理機能は、動作のない状態が続くと 30 分後にワークステーションを一時停止してスリー
プ状態にするようにプリセットされています。

● 電源管理機能は、動作のない状態が続くと 15 分後にモニタを一時停止してスリープ状態にする
ようにプリセットされています。

表 1-7  HP ワークステーションの動作環境 (続き)
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コンピュータの任意の入力デバイス (マウス、キーボードなど) でユーザーが操作することにより、コ
ンピュータ、モニタともにスリープ モードから復帰させることができます。Wake On LAN (WOL) を
有効に設定すると、ネットワーク信号によりワークステーションを通常の状態に復帰させることもで
きます。

電源管理機能によるエネルギーとコスト削減能力の詳細については、EPA ENERGY STAR Power
Management Web サイト (http://www.energystar.gov/powermanagement) を参照してください。

ENERGY STAR プログラムと環境に対するメリットの詳細については、EPA ENERGY STAR Web
サイト (http://www.energystar.gov) を参照してください。

注意：  ENERGY STAR 認定を受けたモニタに節電モニタ機能を使用すると、節電タイムアウトに
なったときに、映像が歪む可能性があります。

注記：  Linux のワークステーションは、ENERGY STAR をサポートしていません。

オペレーティング システムを復元する必要がある場合は、復元後 ENERGY STAR 設定情報 (可能な
場合) を再設定してください。

工場設定済製品のデフォルトの電力設定内容を確認するには、[スタート] → [コントロール パネル] を
選択して [電源オプション] をダブルクリックします。

EUP 準拠モード

このワークステーションは、EUP 準拠モード機能を備えています。

この機能を有効にすると、システム ボードへの電源供給をすべて停止することで、最小限の電力に抑
えてワークステーションをシャットダウンできます。

この機能を無効にすると、従来どおりにワークステーションの電源を切ります。

ワークステーションを EUP 準拠モードでシャットダウンした場合、ワークステーションの電源ボタ
ンを押して起動する必要があります。

EUP 準拠モードを有効にする

EUP 準拠モードを有効にするには、次の手順を実行します。

1. 起動中に [F10] キーを押します。

2. 矢印キーを使用して、[Power] (電源) → [Hardware Power Management] (ハードウェア電源管
理) → [EuP Compliance Mode]] (EuP 準拠モード) を選択し、[Enable] (有効) を選択します。

3. [F10] キーを押して、変更を承認します。

4. [File] (ファイル) → [Save Change and Exit] (変更を保存して終了) を選択し、[F10] キーを押し
て変更を承認します。

EUP 準拠モードを無効にする

EUP 準拠モードを無効にするには、次の手順を実行します。

1. 起動中に [F10] キーを押します。

2. [Power] (電源) → [Hardware Power Management] (ハードウェア電源管理) → [EuP Compliance
Mode] (EuP 準拠モード) を選択し、[Disable] (無効) を選択します。
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3. [F10] キーを押して、変更を承認します。

4. [File] (ファイル) → [Save Change and Exit] (変更を保存して終了) を選択し、[F10] キーを押し
て変更を承認します。

アクセシビリティ

HP は、障害をお持ちの方やご高齢者の方を含むすべてのお客様がより簡単にご利用いただける製
品、サービス、および情報の開発に取り組んでいます。Windows Vista® Business および Microsoft®
Windows® XP Professional がプリインストールされた HP 製品は、アクセシビリティを考慮して設計
されており、業界トップのアシスティブ テクノロジー（支援技術）製品を使用してテストされていま
す。詳細については、http://www.hp.com/accessibility を参照してください。

ハイパースレッディング

この HP ワークステーションは、ハイパースレッディングに対応しています。

ハイパースレッディング テクノロジー (HTT) は、プロセスの並列化を実現するために使用される、
Intel 社が独自に開発したテクノロジーです。このテクノロジーは、通常の場合、アイドル状態である
実行単位に有用な作業を提供することで、特定のワークロードにおいてプロセッサのパフォーマンス
を改善します。ハイパースレッディング対応のプロセッサは、オペレーティング システムで 1 つでは
なく 2 つのプロセッサとして認識されます。ハイパースレッディングは、オペレーティング システム
および CPU のサポートに依存します。

ハイパースレッディングを実装するには、22 ページの 「コンピュータ セットアップ (F10) ユーテ
ィリティ」を参照してください。

Intel Turbo Boost Technology
HP Z Workstation シリーズは、Intel® Turbo Boost Technology をサポートしています。

この機能により、CPU の実行速度を通常よりも速くすることができます。ワークロードに対してすべ
ての CPU コアが必要であるわけではない場合、使用していないコアの電源を切り、使用しているコ
アに電力を集中し、コアのパフォーマンスを向上させます。

Turbo Boost は、ワークステーションの BIOS で有効または無効に設定します。BIOS 機能の設定につ
いては、22 ページの 「コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティ」を参照してください。

HP Cool Tools
Windows XP がプリインストールされた HP ワークステーションには、ワークステーションの初回起
動時にインストールされていない追加ソフトウェアが含まれています。ワークステーションの使い勝
手を向上させるため、ワークステーションにプリインストールされているこれらの追加ツールにアク
セスしたり、使い方を学ぶには、次の操作を行います。

1. [スタート] → [すべてのプログラム] → [HP Cool Tools] を選択して、HP Cool Tools フォルダを
開きます。

2. デスクトップにある [HP Cool Tools] アイコンを選択します。

3. これらのアプリケーションについて使い方を学ぶには、[HP Cool Tools] - [Learn More] を選択
します。

4. アプリケーションをインストールしたり、起動したりするには、該当するアプリケーションを選
択してください。
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注記： プリインストールされた Windows Vista Business オペレーティング システムには、Cool
Tools のアイコン、ショートカット、またはフォルダは含まれていませんが、Performance Tuning
Framework などのいくつかのツール プログラムが含まれています。

適切な通風の確保

システムに対する適切な通風は、ワークステーションの運用にとって重要です。適切な通風を確保す
るため、以下のガイドラインに従ってください。

● ワークステーションは、丈夫で水平な場所で操作します。

● 適切な通気がある場所にワークステーションを置きます。次の図のように、ワークステーション
の前後に 15 センチ以上のすき間を空けます。

お使いのワークステーションは、この図とは異なる場合があります。

図 1-5  適切なワークステーションの通風

● ワークステーションの周囲温度が記載された制限内であることを確認します。

注記： 周囲温度の上限である 35°C は、高度 5000 フィートまでのみ有効です。5000 フィー
トを超えたら、1000 フィートごとに 1°C 下がります。そのため、高度 10,000 フィートでは、
周囲温度の上限は 30°C です。

● キャビネットに入れる場合は、キャビネットの通気をよくして、中の温度が記載された制限を超
えないようにします。

● 次の図のように、通気口や吸気口をふさいでワークステーション周辺の通風を遮らないようにし
てください。

図 1-6  適切なワークステーションの配置
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2 オペレーティング システムのセットアッ

プ

この章では、ワークステーションのオペレーティング システムのセットアップとアップデートについ
て説明します。次の項目があります。

トピック

13 ページの 「Microsoft オペレーティング システムのセットアップ」

14 ページの 「Red Hat Enterprise Linux のセットアップ」

15 ページの 「Novell SLED のセットアップ」

15 ページの 「ワークステーションのアップデート」

また、この章には、ワークステーションにインストールされている BIOS、ドライバ、ソフトウェア
アップデートが最新のものかどうかを確認する方法も記載されています。

注意： オペレーティング システムが正しくインストールされるまでは、HP ワークステーションに
オプションのハードウェアを追加しないでください。途中でハードウェアを追加すると、エラーが発
生して、オペレーティング システムが正しくインストールされない可能性があります。

Microsoft オペレーティング システムのセットアップ
注記： Windows Vista から Windows XP Professional オペレーティング システムへのダウングレー
ドを注文した場合は、Windows XP Professional オペレーティング システムがシステムにプリインス
トールされることになります。その構成の場合に受け取るリカバリ メディアは、Windows Vista オペ
レーティング システム用のみになります。将来 Windows XP Professional オペレーティング システ
ムの復元や修復が必要になったときに備えるため、初めて起動した後で、Windows XP Professional
オペレーティング システム用のリカバリ メディア ディスクを必ず作成するようにしてください。

ワークステーションの電源を初めて入れると、オペレーティング システムがインストールされます。
このプロセスには、約 5 分から 10 分かかります。画面に表示される指示に従って、インストールを
完了してください。

注意： インストールが始まったら、そのプロセスが完了するまでワークステーションの電源を切ら
ないでください。インストール中にワークステーションの電源をオフにすると、ソフトウェアのイン
ストールや動作に悪影響が及ぶ可能性があります。

オペレーティング システムの詳細なインストール手順と構成手順は、ワークステーションに付属する
オペレーティング システムのマニュアルを参照してください。追加情報は、オペレーティング シス
テムのインストール後、オンライン ヘルプ ツールで表示できます。
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デバイス ドライバのインストールまたはアップグレード

オペレーティング システムのインストール後にハードウェア デバイスを取り付ける場合は、デバイ
スを取り付ける前に適切なデバイス ドライバをインストールしておく必要があります。デバイスに付
属するインストール手順を実行してください。また、最適なパフォーマンスを維持するには、オペレ
ーティング システムのアップデート、パッチ、ソフトウェア フィックスを最新の状態にしておく必
要があります。ドライバとソフトウェアのアップデートの詳細については、16 ページの 「デバイ
ス ドライバのアップグレード」を参照してください。

Windows ワークステーションへのファイルと設定の転送

Microsoft Windows オペレーティング システムではデータの移行ツールが提供されており、別の
Windows コンピュータ上のファイルやデータから必要なものを選び、Windows Vista または Windows
XP Professional オペレーティング システム ワークステーションに転送できます。

このツールの使用手順については、http://www.microsoft.com のドキュメントを参照してください。

Red Hat Enterprise Linux のセットアップ
HP では、Red Hat ボックスセットの機能を補い、HP Linux ユーザがシステム イメージをカスタマイ
ズするための Linux 用 HP インストーラ キット (HPIKL) を提供しています。HPIKL には、Red Hat
Enterprise Linux (RHEL) オペレーティング システムを正しくセットアップするための HP ドライバ
CD およびデバイス ドライバが含まれています。Linux 用 HP インストーラ キット CD は、現在
http://www.hp.com/support/workstation_swdrivers からダウンロードできます。

HP ドライバ CD を使用したインストール

HP ドライバ CD をインストールするには、http://www.hp.com/support/workstation_manuals にある
『HP Workstations for Linux』(Linux 用 HP Workstation) マニュアルの「Installing with the HP Installer
Kit for Linux」(Linux 用 HP インストーラ キットによるインストール) を参照してください。

Red Hat 対応ワークステーションのインストールとカスタマイズ

Linux 対応のワークステーションでは、HP インストーラ キットと Red Hat Enterprise Linux ボック
ス セットの購入が必要です。このインストーラ キットには、HP ワークステーションでの動作が確認
済みの、全バージョンの Red Hat Enterprise Linux ボックス セットをインストールするのに必要な HP
CD が含まれています。

HP インストーラ キットに含まれるドライバを RHEL 以外の Linux ディストリビューションで使用し
たい場合は、HP Driver CD から手動でドライバを抽出し、インストールする必要があります。HP で
は、他の Linux ディストリビューションに対してこれらのドライバのインストール テストを行ってい
ません。また、そのような操作は HP のサポートの対象外となります。

ハードウェアの動作確認

HP ワークステーションで動作することが確認されている  Linux バージョンを調べるには、
http://www.hp.com/support/linux_hardware_matrix にアクセスします。
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Novell SLED のセットアップ
オペレーティング システムがプリロードされたシステムに SUSE Linux Enterprise Desktop (SLED)
をセットアップするには、次の手順を実行します。

1. ワークステーションを起動します。

2. Installation Settings を開始し、ワークステーションのパスワード、ネットワーク、グラフィック
ス、時刻、キーボード設定情報、および Novell Customer Center Configuration (Novell Customer
Center 設定) を入力します。

注記： システム起動後の最初の Installation Settings 中に、[Novell Customer Center
Configuration] (Novell Customer Center 設定) 画面から Novell のサブスクリプションを有効にす
ることができます。Novell Customer Center の完全なドキュメントは、http://www.novell.com/
documentation/ncc/ にあります。

ワークステーションのアップデート
HP では、ワークステーションのトータルな操作性の向上に常に取り組んでいます。ご使用のワーク
ステーションが最新の機能を利用できるように、最新の BIOS、ドライバ、ソフトウェア アップデー
トなどを定期的にインストールすることをお勧めします。

初回起動時のワークステーションのアップデート

ワークステーションを初めて起動したときに、次のガイドラインに従って、ワークステーションが最
新の状態になっていることを確認してください。

● ロードされているシステム  BIOS が最新のものであることを確認します。手順について
は、15 ページの 「BIOS のアップグレード」を参照してください。

● インストールされているドライバが、そのシステム用の最新のものであることを確認します。手
順については、16 ページの 「デバイス ドライバのアップグレード」を参照してください。

● 入手可能な HP リソースを確認します。

● http://www.hp.com/go/subscriberschoice でドライバ アラートを申し込むことを検討してくださ
い。

BIOS のアップグレード

最適なパフォーマンスを得るには、ワークステーションの BIOS リビジョンを調べ、必要であれば
アップグレードしてください。

現在の BIOS の確認

システムの起動中にワークステーションの現在の BIOS を確認するには、次の手順を実行します。

1. 画面の右下に F10=setup (セットアップ) が表示されるのを待ちます。

2. [F10] キーを押して、F10 セットアップ ユーティリティを開始します。

F10 セットアップ ユーティリティの [File] (ファイル) → [System Information] (システム情報)
にワークステーションの BIOS のバージョンが表示されます。

3. HP Web サイトに表示される BIOS バージョンと比較できるように、ワークステーションの BIOS
バージョンを書き留めておきます。

JAWW Novell SLED のセットアップ 15

http://www.novell.com/documentation/ncc/
http://www.novell.com/documentation/ncc/
http://www.hp.com/go/subscriberschoice


BIOS のアップグレード

最新の強化機能が含まれる最新の BIOS を探してダウンロードするには、次の手順を実行します。

1. http://www.hp.com/go/workstationsupport にアクセスします。

2. 左側に表示された [Tasks] (タスク) のメニュー列から [Download Drivers and Software] (ドラ
イバとソフトウェアのダウンロード) を選択します。

3. 説明に従って、使用しているワークステーション用の最新の BIOS を探します。

4. Web サイトの BIOS がシステムのバージョンと同じであれば、これ以上の操作は不要です。

5. Web サイトの BIOS の方がシステム上の BIOS よりも新しいバージョンであれば、ワークステー
ションに適切なバージョンをダウンロードします。リリース ノートの説明に従って、インスト
ールを完了します。

デバイス ドライバのアップグレード

周辺機器 (プリンタ、ディスプレイ アダプタ、ネットワーク アダプタなど) を取り付ける場合は、最
新のデバイス ドライバがロードされていることを確認してください。デバイスを HP から購入した場
合は、HP Web サイトにアクセスして、そのデバイスの最新ドライバをダウンロードしてください。
そのドライバと HP ワークステーションとの互換性が最適であることはテスト済みです。

デバイスを HP 以外から購入した場合は、まず HP Web サイトにアクセスして、そのデバイスおよび
ドライバと HP ワークステーションとの互換性がテスト済みかどうか確認します。ドライバがない場
合は、デバイスの製造元の Web サイトにアクセスして、最新のドライバをダウンロードします。

デバイス ドライバをアップグレードするには、次の手順を実行します。

1. http://www.hp.com/go/workstationsupport にアクセスします。

2. 左側に表示された [Tasks] (タスク) のメニュー列から [Download Drivers and Software] (ドラ
イバとソフトウェアのダウンロード) を選択します。

3. 説明に従って、使用しているワークステーション用の最新のドライバを探します。

必要なドライバが見つからない場合は、周辺機器の製造元の Web サイトにアクセスしてください。

16 第 2 章   オペレーティング システムのセットアップ JAWW

http://www.hp.com/go/workstationsupport
http://www.hp.com/go/workstationsupport


3 オペレーティング システムの復元

この章では、Windows または Linux オペレーティング システムの復元方法について説明します。次
の項目があります。

トピック

17 ページの 「復元方法」

18 ページの 「バックアップ ソフトウェアの注文」

18 ページの 「Windows Vista の復元」

18 ページの 「Windows XP Professional の復元」

21 ページの 「Novell SLED の復元」

14 ページの 「HP ドライバ CD を使用したインストール」

復元方法
Windows Business Vista オペレーティング システムは、HP RestorePlus! プロセスを使用して再イン
ストールできます。Windows XP Professional オペレーティング システムは、RestorePlus! プロセス
または HP Backup and Recovery Manager を使用して再インストールできます。

● RestorePlus!

RestorePlus! プロセスは、Windows オペレーティング システムおよび (システムに含まれるデバ
イス用の) デバイス ドライバを再インストールして、工場出荷時に近い状態にします。このプロ
セスでは、ハード ディスク ドライブのデータのバックアップやリカバリは行われません。一部
のアプリケーション ソフトウェアは、このプロセスを使用しても復元されません。復元するに
は、適切なアプリケーション CD からインストールする必要があります。

● HP Backup and Recovery Manager (HPBR) のリカバリ ポイント

HP Backup and Recovery Manager アプリケーションを使用すると、システム パーティションの
内容を取得し、復元することができます。このアプリケーションは、システム パーティション
のスナップショットを取得し、リカバリ ポイントに保存します。リカバリ ポイントが作成され
た時点でのシステム パーティションの内容がすべて保存されます。

注記： HP Backup and Restore は、HP xw6600 Workstation と xw8600 Workstation でのみサ
ポートされます。

リカバリ ポイントはハード ディスク ドライブに保存されます。また、メディアに書き込んで保
管することもできます。
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注意： これらの方法によって復元されるのはオペレーティング システムであり、データではありま
せん。データは、定期的にバックアップして、失われないようにする必要があります。

バックアップ ソフトウェアの注文
システム リカバリ CD または DVD を作成できない場合は、HP サポート センターから、リカバリ 
ディスク セットを注文できます。最寄りのサポート センターの電話番号を調べるには、
http://www.hp.com/support/contactHP をご覧ください。

Windows Vista の復元
このセクションでは、Windows Vista の復元方法について説明します。

RestorePlus! メディアの注文

ワークステーションと同時に復元メディアを注文した場合、そのメディアはワークステーション コン
ポーネントに添付されています。

復元メディアを注文していなかった場合は、HP サポートに電話して、RestorePlus! メディア キット
を請求してください。世界各地の技術サポートの電話番号については、http://www.hp.com/jp/
websupport をご覧ください。

オペレーティング システムの復元

注記： Windows Vista ではバックアップおよび復元アプリケーションも提供されています。このア
プリケーションの詳細については、Microsoft Web サイトをご覧ください。

注意： オペレーティング システムの復元を行う前に、データをバックアップしてください。

メディアから RestorePlus! を実行すると、プライマリ ハード ディスク ドライブ上のすべての情報
(すべてのパーティションを含む) が削除されます。

Windows Vista を復元するには、次の手順を実行します。

1. RestorePlus! DVD からシステムを起動し、RestorePlus! プロセスを開始します。デバイスのド
ライバと設定をインストールするには、RestorePlus! DVD から起動する必要があります。

2. 画面の指示に従って、オペレーティング システムを復元します。

一部のアプリケーション ソフトウェアは、RestorePlus! プロセスを使用しても復元されません。復元
されなかったソフトウェアは、該当するアプリケーション DVD からインストールします。

Windows XP Professional の復元
ここでは、Windows XP Professional オペレーティング システムの復元方法について説明します。

注記： メディア セットを作成するには、ワークステーションに CD または DVD ライタがインスト
ールされていることが必要です。

18 第 3 章   オペレーティング システムの復元 JAWW

http://www.hp.com/support/contactHP
http://www.hp.com/jp/websupport
http://www.hp.com/jp/websupport


RestorePlus! メディアの作成

ィアを作成するには、次の手順を実行します。

1. ワークステーションを起動します。

2. 起動中に [HP Backup and Recovery Manager] 画面が表示され、リカバリ CD または DVD を作
成するプロンプトが表示されます。[Now] (今すぐ) を選択します。

3. システムのイニシャル リカバリ ポイント (IRP) が取得されます。これは、システム ハード ディ
スク ドライブのスナップショットです。このキャプチャに 10 分以上かかる場合もあります。

4. IRP が作成されたら、一連のバックアップ CD または DVD を作成できます。

作成する RestorePlus! メディア セットに Windows XP オペレーティング システム CD も含める
には、[RestorePlus!] → [Microsoft Windows XP operating system] (Microsoft Windows XP
オペレーティング システム)→ [Supplemental media] (補助メディア) を選択します。

注記： オプションによっては、さらに他の DVD を作成できる場合があります。

5. 画面の指示に従って、RestorePlus!、オペレーティング システム、HPBR の各メディアを作成し
ます。

ィア キットを請求してください。世界各地の技術サポートの電話番号については、http://www.hp.com/
jp/websupport をご覧ください。

HP Backup and Recovery (HPBR) メディアの作成

注記： HPBR 機能は、Windows XP でのみ使用されます。詳細については、ワークステーションに
付属する Documentation and Diagnostics CD にある『SoftThinks』ガイドを参照してください。

イニシャル リカバリ ポイントはオプティカル メディアに書き込んで、システムのリカバリに使用で
きます。ここでは、メディアの作成について説明します。

注記： メディア セットを作成するには、ワークステーションに CD または DVD ライタがあること
が必要です。

HPBR リカバリ メディアを作成するには、次の手順を実行します。

1. イニシャル リカバリ ポイントは、以前に RestorePlus! メディア セットが作成された時点で取得
されています。

IRP が作成されていない場合は、HP Backup and Recovery Manager を起動し、Expert (エクス
パート) モードを使用してリカバリ ポイントを作成します。手順は、HPBR オンライン ドキュメ
ントに従ってください。

2. HPBR から IRP をメディアに書き込みます。

[HPBR Start] (HPBR スタート) → [すべてのプログラム] → [HP Backup & Recovery] → [HP
Backup and Recovery Manager] の順に選択します。

3. 最初の画面で [Next] (次へ) を選択します。

[Create recovery CDs or DVDs to recover the system] (システム リカバリ用のリカバリ CD ま
たは DVD を作成) を選択してから、[Next] (次へ) を選択します。
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デ

ワークステーションで CD/DVD を作成できない場合は、HP サポートに電話して、RestorePlus! メ
デ
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4. [Next] (次へ) を選択して、使用可能な CD イメージおよびリカバリ ポイントのリストを表示し
ます。

5. イニシャル リカバリ ポイントの隣のボックスを選択し、[Next] (次へ) を選択します。

6. 指示に従って、メディアを作成します。

オペレーティング システムの復元

注意： オペレーティング システムの復元を行う前に、データをバックアップしてください。

メディアから RestorePlus! を実行すると、プライマリ ハード ディスク ドライブ上のすべての情報
(すべてのパーティションを含む) が削除されます。復旧パーティションから RestorePlus! を実行する
と、ルート (C:) パーティションのみが影響を受けます。

RestorePlus! の使用

RestorePlus! を使用して復元するには、次の手順を実行します。

1. RestorePlus! DVD からワークステーションを起動します。デバイスのドライバと設定をインス
トールするには、RestorePlus! DVD から起動する必要があります。

2. 画面の指示に従って、オペレーティング システムを復元します。

一部のアプリケーション ソフトウェアは、RestorePlus! プロセスを使用しても復元されません。復元
されなかったソフトウェアは、該当するアプリケーション DVD からインストールします。

HPBR の使用

HPBR イニシャル リカバリ ポイント メディアを使用して復元するには、次の手順を実行します。

1. イニシャル リカバリ ポイント メディアからワークステーションを起動します。

2. 画面の指示に従って、IRP が作成されたときの状態にシステムを復元します。

復旧パーティションの使用

Windows XP が付属するシステムには、復旧パーティションが含まれています。システムは、その復
旧パーティションから起動できます。

ます。

復旧パーティションを使用して復元するには、次の手順を実行します。

1. ワークステーションを起動します。

2. ブート画面で Recovery Manager に入るかを尋ねられたら、[F11] キーを押します。

ヒント： ブート プロセス中に [F11] キーを押すタイミングは限られています。そのタイミング
は、F10 プロンプトが表示される時と同じです。

注記： 復旧プロセスによる再インストールが、正しいハード ディスク ドライブに対して確実
に実行されるようにするため、復旧プロセス中はターゲット ライブを接続したままにしてくだ
さい。

3. 画面の指示に従って、システムを工場出荷時に準じた状態に復元します。
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HPBR イニシャル リカバリ ポイントが作成されている場合は、その IRP を使用して復旧パーティ
ションからシステムを復元できます。作成されていない場合は、RestorePlus! インストールを使用でき



Novell SLED の復元
Linux オペレーティング システムを復元するには、SLED 復元メディアが必要です。

復元メディアの作成

SUSE Linux Enterprise Desktop のプリロードでは、デスクトップに [SUSE ISO] アイコンが作成され
ています。このアイコンをクリックすると、/iso ディレクトリに移動できます。/iso ディレクトリに
は、ワークステーションのプリロードに使用されたすべての iso イメージが含まれます。元のイメー
ジを回復または復元するには、/iso ディレクトリの Readme ファイルの手順に従って、ISO イメー
ジ ファイルを CD にコピーします。

注記： 万一ワークステーションでハード ディスク ドライブ障害が発生した場合に備えて、ISO 回
復イメージを CD にバックアップ ファイルとしてコピーすることを推奨します。
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4 システム管理

このセクションでは、ワークステーションのシステム管理を可能にする各種ツールとユーティリティ
について説明します。次の項目があります。

項目

22 ページの 「BIOS ROM」

22 ページの 「コンピュータ セットアップ (F10)
ユーティリティ」

32 ページの 「ワークステーション管理」

BIOS ROM
BIOS ROM には、ファームウェア（機械語アプリケーション）が格納されています。ここには
POST、PCI デバイスの初期化機能、プラグ アンド プレイのサポート機能、省電力管理機能、および
コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティなどが含まれています。BIOS ROM は、1 MB の
SPI (Serial Peripheral Interface) ポートを備えています。

最新の BIOS ROM 仕様を確認するには、http://www.hp.com/go/quickspecs を参照してください。

コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティ
このセクションには、次の項目があります。

項目

23 ページの 「コンピュータ セットアップ (F10)
機能」

24 ページの 「コンピュータ セットアップ (F10)
ユーティリティへのアクセス 」

24 ページの 「コンピュータ セットアップ (F10)
ユーティリティのメニュー」
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コンピュータ セットアップ (F10) 機能

コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティでは、以下の設定などを行うことができます。

● 工場出荷時の設定値を変更したり、ワークステーションの工場出荷時の構成を変更する。これ
は、ハードウェアの追加や削除で必要になることがあります。

● ワークステーションに組み込まれているデバイスがすべてシステムで認識されているかどうか、
また動作しているかどうかを調べる。

● ワークステーションの動作環境に関する情報を調べる。

● 電源投入時のセルフ テスト (POST) で、修復されなかったシステム構成のエラーを解決する。

● パスワードやその他のセキュリティ機能を設定し管理する。

● 省電力タイムアウト値を設定し管理する (Linux プラットフォームではサポートされていません)。

● 工場出荷時の設定値に復元する。

● ワークステーションの日付と時刻を設定する。

● CPU、グラフィックス、メモリ、オーディオ、記憶装置、通信、および入力機器などを設定した
り、ワークステーション構成の設定、表示、変更、確認を行う。

● SATA、SAS、フロッピー ディスク ドライブ、オプティカル ディスク ドライブ、ネットワーク
ドライブ、LS-120 ドライブ、USB 起動デバイスなど、搭載されているマス ストレージ デバイ
スの起動順序を変更する。

● SATA および SAS ハード ディスク ドライブ コントローラのブート時の優先度を設定する。

● ネットワーク サーバ モードを有効または無効にする。ネットワークサーバモード (Network Server
Mode) を有効に設定すると、キーボードやマウスの接続/非接続にかかわらず、Power-On
Password (電源投入時パスワード) が有効になっていれば、、ワークステーションのオペレーティ
ング システムを起動することができます。キーボードまたはマウスがワークステーションに接
続されているときは、Power-On Password (電源投入時パスワード) が入力されるまでは、キー
ボードまたはマウスはロックされたままになります。

● POST メッセージを有効または無効にする。この設定によって POST メッセージの表示項目を
変更します。POST メッセージを無効にすると、メモリ カウント、製品名、エラー以外の情報
メッセージなど、大部分の POST メッセージが表示されなくなります。POST でエラーが発生
した場合には、設定されたモードにかかわらずエラー メッセージが表示されます。POST 中に
手動で POST メッセージを有効にするには、いずれかのキー ([F1] ～ [F12] は除く) を押します。

● オーナーシップ タグ（コンピューターの所有者の情報）を指定する。このタグは、ワークステ
ーションの電源投入時または再起動のたびに表示されます。

● ワークステーションに会社のアセットタグ (固定資産 ID) を設定する。

● Power-On Password (電源投入時パスワード) を有効にする。有効にすると、システムの再起動
(ウォーム スタート) または電源投入時にパスワードの入力が要求されます。

● シリアル ポート、USB ポート、パラレル ポート、またはオーディオ、内蔵 NIC などの統合
I/O 機能を表示または非表示にする。無効にしたデバイスはアクセスできなくなるので、システ
ムのセキュリティが向上します。

● リムーバブル メディアからの起動機能を有効または無効にする。

JAWW コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティ 23



● リムーバブル メディアへの書き込み機能を有効または無効にする (ハードウェアがサポートして
いる場合)。

● ワークステーションのセットアップ情報を複製する。システムの構成情報を CD またはフロッピ
ー ディスクに保存して、ワークステーションにコピーすることができます。

● 特定の SATA および SAS ハード ディスク ドライブのセルフ テストを実行する (ドライブがサポ
ートしている場合)。

コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティへのアクセス

コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティにアクセスするには、以下の手順に従って操作しま
す。

1. ワークステーションの電源を入れるか、再起動します。

2. ディスプレイが表示され、[F10=Setup] というメッセージが画面の右下に表示されたら、[F10]
キーを押します。

適切な時間内に [F10] キーを押すことができなかった場合は、やり直します。ワークステーショ
ンの電源をオフにし、オンにして、再度 [F10] キーを押してユーティリティにアクセスします。
[F10] キーを押し損なった場合は、起動する前に [Ctrl + Alt + Delete] キーを押してやり直す方法
もあります。

3. 使用言語をリストから選択して [Enter] キーを押します。

コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティのメニューで（[File]（ファイル）、[Storage]
（ストレージ）、[Security]（セキュリティ）、[Power]（電源）、[Advanced]（詳細設定））を選択で
きます。

4. 左右の矢印キーを使用して適切な項目を選択し、上下の矢印キーを使用してオプションを選択し
て、[Enter] キーを押します。

5. 次のいずれかの操作を実行します。

● 変更した設定を保存し、有効にするには、[File] (ファイル) → [Save Changes] (変更を保
存) を選択し、[F10=YES] を選択します。

● 変更した設定を削除するには、 [Ignore Changes] (変更を保存しない ) を選択し、
[F10=YES] を選択します。

● 工場出荷時設定にリセットするには、[File] (ファイル) → [Default Setup] (デフォルト設
定) → [Restore Factory Settings as Default] (工場出荷時の設定をデフォルト値として復
元) を選択します。[F10] キーを押して、変更した設定を承認し、[Apply Defaults and
Exit] (デフォルト値を適用して終了) を選択します。この操作によって、設定値を工場出荷
時設定に戻します。

注意： コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティによる変更を ROM に保存している間は、
ワークステーションの電源を切らないでください。CMOS の内容が破壊される場合があります。コン
ピュータ セットアップ画面の終了後であれば、ワークステーションの電源を安全に切ることができま
す。

コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティのメニュー

次の表は、コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティのメニューで利用できる機能を示しま
す。
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注記： 以下の項目は、新しい BIOS がリリースされると変更される場合があります。以下に示すメ
ニューと異なる場合がありますので、ご注意ください。

表 4-1  コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティのメニューの説明

メニュー オプション 説明

File (ファイル) System
Information (シ
ステム情報)

次のシステム特性を表示します。

● Product Name (製品名)

● QPI Link Speed (QPI リンク速度)

● Memory Size (メモリ サイズ)

● Integrated MAC (内蔵 MAC)

● System BIOS (システム BIOS)

● Boot Block Date (ブート ブロック日付)

● Chassis serial number (シャーシのシリアル番号)

● Asset Tracking Number (アセット タグ番号)

● Management Module (管理モジュール)

● Processor Type (プロセッサのタイプ)

● Processor Speed (プロセッサの速度)

● Processor Stepping (プロセッサのステッピング)

● Cache Size (キャッシュ サイズ)

● DIMMs (DIMM)

 About (バージョ

ン情報)
バージョン情報や著作権の情報を表示します。

System
Temperatures
(システムの温

度)

システムの温度とファンの速度を表示します。

 Set Time and
Date (日付と時

刻)

システムの日付と時刻を設定できます。

 Flash System

ュ システム

ROM)

フロッピー ディスク、CD、または USB に保存されている ROM イメージから BIOS をアップグ

レードすることができます。

 Replicated
Setup (複製セッ

トアップ)

次の操作を実行できます。

● Save to Removable Media (リムーバブル メディアに保存) – CMOS を含むワークステーシ

ョン設定情報を qsetup.txt ファイルに保存します。このファイルは、フォーマット済みの未

使用の 1.44 MB フロッピー ディスクまたは USB デバイスに保存できます。

● Restore from Removable Media (リムーバブル メディアから復元) – ワークステーション設

定情報をフロッピー ディスクから復元します。
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メニュー オプション 説明

 Default Setup
(デフォルト値の

設定)

次の操作を実行できます。

● Save Current Settings as Default (現在の設定をデフォルト値として保存) – 現在の設定が次

回の操作のデフォルトの設定になるように保存します。

● Restore Factory Settings as Default (工場出荷時の設定をデフォルト値として復元) – 工場出

荷時の設定を次回の操作のデフォルトの設定として復元します。

 Apply Defaults
and Exit (デフォ

ルト値を適用し

て終了)

Default Setup (デフォルト値の設定) で定義されたデフォルト設定値を復元します。

 Ignore Changes
and Exit (変更を

保存しないで終

了)

変更した設定値を破棄し、ワークステーションのセットアップを終了します。

 Save Changes
and Exit (変更を

保存して終了)

変更した設定値を保存し、ワークステーションのセットアップを終了します。

Storage (ストレー

ジ)
Device
Configuration
(デバイス構成)

取り付けられている非 SCSI ストレージ デバイス (SATA デバイスを除く) を表示し、各デバイ

スについて特定の情報を取得するためのオプションを表示します。

● Hard Disk (ハード ディスク) – ワークステーション内のハード ディスク ドライブについて

の情報を表示します。このオプションは、IDE モードの場合のみ利用可能です。

● CD-ROM – ワークステーション内のオプティカル ディスク ドライブについての情報を表示

します(IDE モードのみ)。

● Diskette Type (フロッピー ディスクのタイプ) (従来のフロッピー ディスク ドライブのみ)
– フロッピー ディスク ドライブで使用可能な最大容量のメディア タイプを示します。オプ

ションには、3.5 インチ 1.44 MB、5.25 インチ 1.2MB、および Not Installed (ドライブな

し) があります。

● Default Values (デフォルト値) – デバイスをデフォルトの設定に戻します (SATA がデフォ

ルトです)。

◦ Multisector Transfers (マルチセクタ転送) – 割り込みごとにデータ転送を定義します。

オプションは、8、16、Disable (デフォルトは 16) のいずれかです。

◦ Transfer Mode (転送モード) – 有効なデータ転送モードを指定します。オプションに

は (デバイスの機能により)、MAX UDMA、PIO 0、Max PIO、Enhanced DMA、Ultra
DMA 0 があります(Max UDMA がデフォルトです)。

◦ Translation Mode (変換モード) - BIOS はフォーマット済の SATA または USB のマス

ストレージ デバイスの設定に使用する変換モードを判断します。これによって、マ

ス ストレージ デバイスがどのようにフォーマットされていたかを把握する必要がなく

なります。オプションは、Automatic、Bit Shift、LBA Assisted、Use (シリンダ、ヘッ

ド、セクタ)、Off のいずれかです。Automatic がデフォルトです。

通常は、BIOS によって選択された変換モードを変更しないでください。選択した変換

モードと、ドライブをパーティション分割およびフォーマットしたときにアクティブ

であった変換モードとに互換性がないと、ディスク上のデータにアクセスできなくな

ります。

 Storage Options
(ストレージ オプ

ション)

次の操作を実行できます。

● Removable Media Boot (リムーバブル メディアからの起動) – リムーバブル メディアからワ

ークステーションを起動する機能の有効/無効を設定します。

●
ィアにデータを書き込む機能の有効/無効を設定します。

表 4-1  コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティのメニューの説明 (続き)
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メニュー オプション 説明

● SATA Emulation (SATA エミュレーション) – 以下のオプションを使用して、SATA エミュ

レーション モードを設定します。

◦ RAID + AHCI – RAID および AHCI OPROM が実行されます。このエミュレーション

モードがデフォルトです。このモードは最も高いパフォーマンスと機能性を備えてい

ます。

◦ IDE – 標準の SATA サポートを提供します (4 つのポートのみ)。

● SATA PORT 0-n (SATA ポート 0 ～ n) – SATA ポートの有効/無効を設定します。次の設定

が提供されています。

◦ GEN 2/3.0 Gbps (Internal のみ/eSATA のみ)

◦ GEN 1/1.5 Gbps (eSATA のみ)

 DPS Self-test
(DPS セルフ テ
スト)

Select a drive (ドライブの選択) – テスト対象のドライブを選択できます。このオプションは、

SATA IDE エミュレーション モードの場合のみ利用可能です。

DPS セルフ テスト機能では、IDE ハード ディスクに内部のセルフ テストを実行し、その結果を

報告するように指示します。SATA コントローラが IDE エミュレーション モードでない場合、

DPS セルフ テストのオプションはセットアップ メニューに表示されません。

この選択が表示されるのは、IDE DPS セルフ テストを実行できる少なくとも 1 つのドライブが

ワークステーションに取り付けられている場合だけです。デフォルトでは、SATA コントローラ

は RAID+AHCI モードであるため、このオプションは表示されません。

 Boot Order (起動

順序)
メニュー上の項目を並べ替えて、フロッピー ディスク ドライブとハード ディスク ドライブの起

動順序を設定できます。メニューに表示されるデフォルトの起動順序は、次のとおりです。

● オプティカル ドライブ

● フロッピー ディスク ドライブ

● USB デバイス

● ハード ディスク ドライブ

● 内蔵 Ethernet コントローラ

● 内蔵 Ethernet コントローラ (ASF) 内蔵セカンド LAN(一部の構成では利用不可)

[Enter] キーを押して、デバイスを希望する位置にドラッグします。[F5] キーを押して、その位置

にあるデバイスをブート可能デバイスから取り除きます。

MS-DOS のドライブ名の割り当ては、MS-DOS 以外のオペレーティング システムが起動された

後は、適用されない場合があります。

ブート デバイスを無効にして、起動順序プロセスから除外することができます。順序の変更

は、セットアップ (F10) ユーティリティで [File] (ファイル) → [Save Changes] (変更を保存) →
[Exit] (終了) を選択して確認すると物理 ROM に格納されます。

一時的に起動順序を無効にできます。[Boot Order] (起動順序) で指定したデフォルトのデバイス

以外のデバイスから一度だけ起動するには、ワークステーションを再起動し、画面に F9=Boot
Menu メッセージが表示されている間に [F9] キーを押します。POST が完了すると、ブート可能

なデバイスのリストが表示されます。矢印キーを使用してブート可能デバイスを選択し、

[Enter] キーを押します。ワークステーションはこの時に限り、選択したデフォルトではないデバ

イスから起動します。

Security (セキュリ

ティ)
Setup Password
(セットアップ パ
スワード)

管理者のセットアップ パスワードを設定して有効にします。

セットアップ パスワードを作成すると、ワークステーションのセットアップのオプションを変

更したり、ROM をフラッシュしたり、Windows 環境で特定のプラグ アンド プレイ設定を変更

したりする場合に、セットアップ パスワードが必要になります。
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 Power-On
Password (電源

投入時パスワー

ド)

Power-On Password (電源投入時パスワード) を設定して有効にすることができます。

 Password
Options (パスワ

ード オプショ

ン)

セットアップ パスワードや Power-On Password (電源投入時パスワード) を作成した場合に、こ

のオプションを指定できます。次の操作を実行できます。

● Lock Legacy Resources (レガシー リソースをロック) – オペレーティング システムで、リ

ソースがシリアル、パラレル、フロッピー ディスク コントローラに変更されないようにし

ます。

● Network Server Mode (ネットワーク サーバ モード) – ネットワーク サーバ モードを有効に

設定します。

● Password Prompt on Warm Boot (ウォーム ブート時のパスワード入力) — ウォーム ブート

時のパスワード入力を有効に設定します。

● Setup Browse Mode (セットアップ ブラウズ モード) – パスワード情報のリードオンリー

(読み込み専用) 機能を有効に設定します。

 Smart Cover (ス
マート カバー)

カバー取り外しセンサーを有効/無効に設定したり、センサーが動作したことをユーザーに通知

できます。

 Device Security
(デバイス セキュ

リティ)

ワークステーションで以下のデバイスの有効/無効を設定します。

● Serial Port (シリアル ポート)

● Front USB Port (前面 USB ポート）

● Rear USB Port (背面 USB ポート）

● Internal USB Port (内部 USB ポート）

● System Audio (システム オーディオ)

● IEEE 1394 Controller (IEEE 1394 コントローラ) (一部のモデルでは使用不可)

● Ethernet Controller (Ethernet コントローラ)

● IEEE 1394 Controller (ASF) (IEEE 1394 コントローラ (ASF)) (一部のモデルでは使用不可)

● SAS Controller (SAS コントローラ) (一部のモデルでは使用不可)

● Legacy diskette (レガシー フロッピー ディスク)

● Embedded Security Device (内蔵セキュリティ デバイス)

● SATA 0-n (SATA 0 ～ n)

各デバイスのデフォルト設定は [Device Available] (使用可) ですので、オペレーティング システ

ムはデバイスにアクセスできます。[Device Hidden] を選択すると、デバイスは使用できなくな

ります。BIOS により無効にされるので、オペレーティング システムでは有効にすることができ

ないからです。

注記： ワークステーションに DriveLock (ドライブロック) 対応のハード ディスク ドライブを

備えている場合、セットアップ メニューに DriveLock (ドライブロック) を有効に設定するための

項目が表示されます。

 Embedded
Security Device

ィ デバイス)

Embedded Device (内蔵ドライブ) を Available (有効) に設定した場合に、このオプションを指定

できます。
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メニュー オプション 説明

Embedded Security Device (内蔵セキュリティ デバイス) Hidden (無効)/Available (有効) により、

Trusted Platform Mechanism (TPM) のオン/オフが切り替わります。Device Hidden (デバイス無

効) がデフォルトです。このオプションを有効にした場合は、以下のオプションを指定できます。

● Power-On Authentication Support (パワーオン認証サポート) – ワークステーションの起動時

に TPM ユーザー キー パスワードの入力を求める認証機能の有効/無効を設定します。この

機能は、TPM を使用して、認証パスワードを生成および保存します。

● Reset Authentication Credential (認証資格情報のリセット) – 認証機能をリセットし、認証

の資格情報をクリアします。

Embedded Security Device (内蔵セキュリティ デバイス) を有効にして、内蔵セキュリティ デバ

イスに関連するセキュリティ機能にアクセスするには、セットアップ パスワードを設定する必

要があります。

デバイスを Available (有効) に設定すると、オペレーティング システムでデバイスにアクセスで

きるようになります。Hidden (無効) を設定すると、デバイスは使用できなくなります。デバイ

スは、BIOS により無効にされるので、オペレーティング システムでは有効にすることができま

せん。

 Network Service
Boot (ネットワ

ーク サービス ブ
ート)

[F12] キーまたは起動順序を使って、ネットワークからブートする機能の有効/無効を設定しま

す。

 System IDs (シ
ステム ID)

次の操作を実行できます。

● Asset Tag (アセット タグ) – ワークステーションを識別する 16 バイトの文字列です。

● Ownership Tag (オーナーシップ タグ) – ワークステーションの所有者を識別する 80 バイト

の文字列です。このタグは POST 中に画面に表示されます。

● UUID (Universal Unique Identifier) – 現在の本体シリアル番号が無効になった場合にのみ更

新できます。(通常これらの ID 番号は工場出荷時に設定され、そのワークステーションを特

定するために使用されます。)

● Keyboard (キーボード) – システム ID を入力する際のキーボード ロケールを設定できます。

 System Security
(システム セキュ

リティ)

次の操作を実行できます。

● Data Execution Prevention (データ実行防止) – CPU の Data Execution Prevention (データ実

行防止) モードの有効/無効を設定します。このモードを使用すると、データ ページとして

設定されているページ内でのコードの実行を防ぎ、バッファ オーバーフローなどの攻撃を

防ぐことができます。この機能には、オペレーティング システムのサポートが必要です。

● Virtualization Technology (VTx) (仮想化テクノロジー) – Intel Virtualization Technology を有

効/無効に設定し、ワークステーションのパフォーマンスを向上させます。

● Virtualization Technology for Directed I/O (I/O 仮想化技術) (VT–d2) – 仮想マシンを有効に

し、グラフィックス カードなどのハードウェア デバイスの排他的制御を取得します。

● Embedded Security Device (内蔵セキュリティ ドライブ) - Embedded Device (内蔵デバイ

ス) を Available (有効) に設定した場合に、このオプションを指定できます。

Embedded Security Device (内蔵セキュリティ デバイス) Hidden (無効)/Available (有効) に
より、Trusted Platform Mechanism (TPM) のオン/オフが切り替わります。Device Hidden
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(デバイス無効) がデフォルトです。このオプションを有効にした場合は、以下のオプション

を指定できます。

◦ Power-On Authentication Support (パワーオン認証サポート) – ワークステーションの

起動時に TPM ユーザー キー パスワードの入力を求める認証機能の有効/無効を設定し

ます。この機能は、TPM を使用して、認証パスワードを生成および保存します。

◦ Reset Authentication Credential (認証資格情報のリセット) – 認証機能をリセットし、

認証の資格情報をクリアします。

Embedded Security Device (内蔵セキュリティ デバイス) を有効にして、内蔵セキュリティ
 デバイスに関連するセキュリティ機能にアクセスするには、セットアップ パスワードを

設定する必要があります。

デバイスを Available (有効) に設定すると、オペレーティング システムでデバイスにアクセ

スできるようになります。Hidden (無効) を設定すると、デバイスは使用できなくなりま

す。デバイスは、BIOS により無効にされるので、オペレーティング システムでは有効にす

ることができません。

● Intel IO Virtualization (Intel I/O 仮想化) – Virtualization Technology (仮想化テクノロジー) を
有効/無効に設定し、ワークステーションの I/O パフォーマンスを向上させます。

● Embedded Security Device Support (内蔵セキュリティ デバイスのサポート) – ワークステ

ーションで Trusted Platform Mechanism デバイスを活用できるようにします。

● OS Management of Embedded Security Device (OS の内蔵セキュリティ デバイス管理) –
OS による TPM デバイス管理機能 (オン/オフ、初期化、リセットなど) の有効/無効を設定

します。

● Reset of Embedded Security Device through OS (OS による内蔵セキュリティ デバイスの

リセット) – OS による TPM リセット機能の有効/無効を設定します。

 Setup Security
Level (セキュリ

ットアップ)

管理者が各セットアップ機能のセキュリティ レベルを選択して設定できます。

Power (電源) OS Power
Management
(OS 電源管理)

有効/無効に設定します:

● Runtime Power Management

● MWAITE-AWARE OS

● Idle Power Savings

● ACPI S3 Hard Disk Reset

● ACPI S3 PS/2 Mouse Wakeup

● USB Wake on Device Insertion

● Unique Sleep State Blink Rates

 Hardware
Power
Management
(ハードウェア電

源管理)

有効/無効に設定します:

● SATA Power Management

● Intel Turbo Boost Technology

● Enhanced Intel Turbo Boost Technology

● Eup Compliance Mode

 Thermal (サーマ

ル)
CPU のアイドル時のシステム ファンの稼働率を設定できます。
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Advanced (詳細設

定)2
Power-On
Options (電源投

入時オプション)

以下の内容を設定できます。

● POST Messages (POST メッセージ) – POST 中のスプラッシュ画面の有効/無効を設定しま

す。

● F9 Prompt ([F9] プロンプト) (Displayed (表示) または Hidden (非表示)) – [Displayed] (表
示) を選択すると、POST 中に [F9=Boot Menu] が表示されます。[Hidden] (非表示) を選

択すると、このテキストは表示されません。ただし、[F9] キーを押すと、ブート メニュー

が表示されます。

● F10 Prompt ([F10] プロンプト) (Displayed (表示) または Hidden (非表示)) – [Displayed] (表
示) を選択すると、POST 中に [F10=Setup] が表示されます。[Hidden] (非表示) を選択す

ると、このメッセージは表示されませんが、[F10] キーを押すと、セットアップ画面が表示

されます。

● F12 Prompt ([F12] プロンプト) (Displayed (表示) または Hidden (非表示)) – [Displayed] (表
示) を選択すると、POST 中に [F12=Network Service Boot] が表示されます。[Hidden]
(非表示) を選択すると、このメッセージは表示されませんが、[F12] キーを押すと、ネット

ワークからワークステーションをブートさせようとします。

● Option ROM1 prompt (オプション ROM プロンプト) (Enable (有効)/Disable (無効)) – この機

能を有効にすると、オプション ROM をロードする前にワークステーションからメッセージ

が表示されます。

● Remote Wakeup Boot Source (リモート ウェイクアップ ブート ソース) - リモート ウェイ

クアップ ブート ソースを以下に設定できます。

◦ ローカル ハード ディスク ドライブ

◦ リモート サーバ

● After Power Loss (電源の切断後) (On (オン)、Off (オフ)、Previou State (前の状態)) – この

オプションにより、前の状態をデフォルトに設定できます。

● POST Delay (POST 開始遅延時間) (秒単位) (5、10、15、20、None (なし)) – POST プロセ

スに対して指定した遅延時間を設定することができます。この遅延時間は、特定の拡張カ

ードにある立ち上がりが遅い (POST が完了しても起動の準備ができていないほど遅い) ハ
ード ディスク ドライブで必要になります 。POST 開始遅延時間によって、コンピュータ 
セットアップ (F10) を起動するために [F10] キーを押すまでの時間に余裕ができる効果もあ
ります。

 BIOS Power-On
(BIOS 電源投入)

BIOS の電源を投入する平日および時刻を無効にしたり、指定することができます。

 Processors (プ
ロセッサ)

次のオプションを有効/無効に設定します。

● Hyper-Threading (ハイパースレッディング) – オペレーティング システムで 1 つのプロセッ

サが 2 つのプロセッサとして認識されるプロセッサの並列化を実現します。

● Active Cores (有効なコア) (1、2、または All Cores (すべてのコア)) – ソケットごとにシン

グル コアまたは複数コアを選択します(一部の構成では利用不可)。

● Limit CPUID Maximum Value to 3 (CPUID 最大値に 3 を設定) (Enable (有効)/Disable (無
効)) – 許可する CPU ID 数を設定します。

 Onboard
Devices (オンボ

ード デバイス)

オンボード システム デバイス (シリアル ポート、フロッピー ディスク コントローラなど) のリ

ソース (IRQ、DMA、I/O レート) を設定したり、無効にすることができます。オペレーティン

グ システムのパラメータは、通常、オンボード デバイスの設定に優先します。

PCI VGA
Configuration
(PCI VGA 構成)

ワークステーションのスロットごとにグラフィックス カードを構成します。マルチグラフィッ

クス カードの構成では、このオプションにより、1 つ目のカードがプライマリ グラフィックス

として、2 つ目のカードがセカンダリ グラフィックスとして指定されます。
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 Chipset/Memory
(チップセット/
メモリ)

次のオプションを有効/無効に設定します。

● PCI SERR# Generation (PCI SERR# 生成) (Enable (有効)/Disable (無効)) – 正しく動作しな

い PCI アドイン カード (誤って SERR# を生成する可能性がある) の PCI SERR# 生成を制

御します。

● PCI VGA Palette Snooping (PCI VGA パレット スヌーピング) (Enable (有効)/Disable (無
効)) – 互換性を保つ目的で PCI VGA パレット スヌーピングを制御します。

● Memory Mode Interleave (メモリ モード インターリーブ) – デュアル ソケット ワークステ

ーションに対してインターリーブ モードを設定します。

 Device Options

ョン)

以下のデバイス オプションを設定できます。

● Num Lock State at Power-On (電源投入時 Num Lock 状態) (On (オン) または Off (オフ))

● S5 Wake on LAN (S5 ウェイク オン LAN) (Enable (有効)/Disable (無効))

● Multiprocessor (マルチプロセッサ) (シングル コアを有効化)

● Unique Sleep State Blink Rates (各スリープ状態時のランプの点滅速度) (Enable (有効)/
Disable (無効))

● Internal Speaker (内蔵スピーカ)

● Monitor Tracking (モニタ トラッキング) (Enable (有効)/Disable (無効))

● NIC PxE Option ROM1 Download (NIC PXE オプション ROM のダウンロード) (Enable (有
効)/Disable (無効))

● SAS Option ROM1 Download (SAS オプション ROM のダウンロード) (Enable (有効)/Disable
(無効)) (一部ワークステーションでは使用不可)

● SATA RAID Option ROM1 Download (SATA RAID オプション ROM のダウンロード) (Enable
(有効)/Disable (無効))

1 一部のモデルで使用できます。
2 これらのオプションは、上級ユーザーのみ使用してください。

ワークステーション管理
このセクションでは、ワークステーションの管理機能と主要コンポーネントについての概要を説明し
ます。

セクションの項目

33 ページの 「ワークステーションの初期設定と導入」

33 ページの 「リモート システムのインストール」

34 ページの 「セットアップの複製」

35 ページの 「ソフトウェアのアップデートと管理」

36 ページの 「HP Client Manager Software」

36 ページの 「Altiris Client Management Solutions」

36 ページの 「System Software Manager」

37 ページの 「Proactive Change Notification」
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セクションの項目

37 ページの 「Subscriber's Choice」

37 ページの 「ROM フラッシュ」

38 ページの 「FailSafe Boot Block ROM (フェイルセーフ ブート

ブロック ROM)」

39 ページの 「ワークステーションのセキュリティ」

48 ページの 「障害通知と復旧」

49 ページの 「デュアル ステート電源ボタン」

注記： このマニュアルで説明されている各機能は、ワークステーションのモデルまたはソフトウェ
ア バージョンによって異なる場合があります。

ワークステーションの初期設定と導入

ワークステーションには、システム ソフトウェア イメージがプリインストールされています。簡単
なソフトウェアのバンドル解除を行うと、すぐにワークステーションを使用できます。

プリインストールされたソフトウェア イメージの代わりに、任意のシステムやアプリケーションをイ
ンストールしたい場合は、以下のような方法があります。

●
ョン ソフトウェアをインストールする。

● 別のワークステーションのハード ディスク ドライブの内容を複製し、対象のワークステーショ
ンのハード ディスク ドライブにコピーする。

Restore Plus! CD、ROM ベースのセットアップ、および ACPI 対応ハードウェアにより、システム
ソフトウェアのリカバリ、構成管理、トラブルシューティング、および電力管理機能が利用できま
す。

ョンによって異なる場合があります。

最適なコンピュータ環境の構築方法は、お使いの情報技術環境や作業内容によって異なります。

リモート システムのインストール

ネットワーク サーバに配備されているソフトウェアとその設定情報を使用してワークステーションを
起動し、セットアップを行います。この機能は通常、システムのセットアップ/設定用のツールとして
使用しますが、次の作業にも使用できます。

● ソフトウェア イメージを新しい PC に導入する

● ハード ディスク ドライブをフォーマットする

● アプリケーション ソフトウェアまたはドライバをインストールする

● オペレーティング システム、アプリケーション ソフトウェア、またはドライバをアップデート
する

リモート システムのインストールを行うには、[F12=Network Service Boot] メッセージが HP のロ
ゴ画面の右下に表示されたときに [F12] キーを押します。画面の指示に従って操作します。デフォル
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プリインストールされたソフトウェア イメージをバンドル解除した後、追加するアプリケー

シ

このマニュアルで説明されている各機能は、ワークステーションのモデルまたはソフトウェア バー

ジ



トの起動順序は、BIOS 構成の設定どおりですが、常に PXE ブートを試みるように変更することがで
きます。

セットアップの複製

このセクションでは、ワークステーションのセットアップの複製について説明します。

1 台のワークステーションへのセットアップ構成のコピー

注意： セットアップ構成情報はモデルに固有になっています。コピー先とコピー元のワークステー
ションのモデルが異なっていると、ファイル システムが破壊されることがあります。

セットアップ構成をコピーするには:

1. コピーするセットアップ設定情報を選択し、次にワークステーションを再起動します。

2. ワークステーションの電源が入ったら、直ちに [F10] キーを押し、コンピュータ セットアップ
(F10) ユーティリティが起動されるまで押し続けます。必要に応じて、[Enter] キーを押してタイ
トル画面をスキップします。

注記： 適切なタイミングで[F10] キーを押せなかった場合は、ワークステーションを再起動
し、もう一度、[F10] キーを押してユーティリティにアクセスします。

PS/2 キーボードを使用している場合は、キーボード エラー メッセージが表示されることがあり
ますが、無視してください。

3. [File] (ファイル) → [Replicated Setup] (複製セットアップ) → [Save to Removable Media] (リ
ムーバブル メディアに保存) を選択します。画面の指示に従って構成用フロッピー ディスクまた
は USB メディア デバイスを作成します。

4. 設定対象のワークステーションの電源を切り、構成用フロッピー ディスクをフロッピー ディス
ク ドライブまたは USB メディア デバイスに挿入します。

5. 設定対象のワークステーションの電源を入れます。

6. コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティが起動されるまで、[F10] キーを押し続けま
す。必要に応じて、[Enter] キーを押してタイトル画面をスキップします。

7. [File] (ファイル) → [Replicated Setup] (複製セットアップ) → [Restore from Removable
Media] (リムーバブル メディアから復元) を選択し、画面の指示に従います。

8. 設定が終了したらワークステーションを再起動します。

複数のワークステーションへのセットアップ構成のコピー

注意： セットアップ構成情報はモデルに固有になっています。コピー先とコピー元のワークステー
ションのモデルが異なっていると、ファイル システムが破壊されることがあります。たとえば、セッ

トアップ設定情報を HP xw8600 Workstation から HP 400 Workstation にコピーしないでください。

この方法は構成用フロッピー ディスクを用意するのに時間がかかりますが、コピー対象のワークステ
ーションに高速にコピーできます。
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この手順には、起動用フロッピー ディスクが必要です。起動用フロッピー ディスクの作成に Windows
XP が使用できない場合は、1 台のワークステーションにコピーする方法を使用してください
(34 ページの 「1 台のワークステーションへのセットアップ構成のコピー」を参照)。

1. 起動用フロッピー ディスクまたは USB メディア デバイスを作成します。

2. コピーするセットアップ構成を選択します。

3. フロッピー ディスクまたは USB ストレージ デバイスを使用する場合は、ここで挿入します。

4. ワークステーションを再起動します。

5. ワークステーションの電源が入ったら、直ちに [F10] キーを押し、コンピュータ セットアップ
(F10) ユーティリティが起動されるまで押し続けます。必要に応じて、[Enter] キーを押してタイ
トル画面をスキップします。

注記： [F10] キーを押してもユーティリティが起動できなかった場合は、ワークステーション
を再起動し、[F10] キーをもう一度押してユーティリティにアクセスしてください。

PS/2 キーボードを使用している場合は、キーボード エラー メッセージが表示されることがあり
ますが、無視してください。

6. [File] (ファイル) → [Replicated Setup] (複製セットアップ) → [Save to Removable Media](リ
ムーバブル メディアに保存) を選択し、画面の指示に従って、構成用フロッピー ディスクまた
は USB メディア デバイスを作成します。

7. セットアップの複製用 BIOS ユーティリティ (repset.exe) をダウンロードして、これを構成用フ
ロッピー ディスクまたは USB メディア デバイスにコピーします。このユーティリティの入手方
法については、http://www.hp.com/support/files を参照してください。

8. ワークステーションのモデル番号を入力します。

9. 構成用フロッピー ディスクに、repset.exe と cpqsetup.txt を含む autoexec.bat ファイルを作成
します。

10. 設定対象のワークステーションの電源を切り、構成用フロッピー ディスクまたは USB メディ
ア デバイスを挿入して、ワークステーションに電源を入れます。設定ユーティリティが自動的
に実行されます。

11. 設定が終了したらワークステーションを再起動します。

ソフトウェアのアップデートと管理

HP では、デスクトップとワークステーションのソフトウェアの管理とアップデート用に各種ツール
を提供しています。

● HP Client Manager Software

● System Software Manager

● Altiris Client Management Solutions

● Proactive Change Notification
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HP Client Manager Software
HP Client Manager Software は、次のサービスを提供します。

● アセット管理用ハードウェア インベントリの詳細表示

● コンピュータのヘルス チェック監視と診断

● ハードウェア環境変更の事前通知

● ビジネスの継続に影響を与えるコンピュータの温度異常警告やメモリ異常警告など、Web サイ
トから利用できる報告機能

● デバイス ドライバ、ROM BIOS などのシステム ソフトウェアのリモート アップデート

● リモートからの起動順序の変更

● システム BIOS の設定

HP Client Management Solutions (CMS) (http://www.hp.com/go/easydeploy から英語版をダウンロー
ド可能) を使用して、ネットワーク環境でワークステーションの標準的な管理と制御を行うことがで
きます。

HP Client Manager の詳細については、http://www.hp.com/go/ssm を参照してください。

Altiris Client Management Solutions
HP は Altiris 社と提携し、HP クライアント PC の運用コスト低減に向けた、密接に統合されたシステ
ム管理ソリューションを提供しています。

HP CMS は、次のような機能を有する Altiris Client Management ソリューションのベースになるもの
です。

● インベントリとアセットの管理

● 導入と移行

● ヘルプ デスクと問題解決

● ソフトウェアと運用の管理

次の項目の詳細については、http://www.hp.com/go/ssm を参照してください。

● HP CMS の動作

● お使いのオペレーティング システムと互換性のあるソリューション

● 機能制限なしの 30 日間評価版 Altiris ソリューションのダウンロード

System Software Manager
System Software Manager (SSM) は、複数のシステムに対してシステム レベルのソフトウェアを同時
にアップデートできる、Windows ワークステーションのユーティリティです。SSM をコンピュータ
の PC クライアント システムで実行すると、SSM はハードウェアとソフトウェアのバージョンを検
出し、ファイル ストアと呼ばれる中央リポジトリからソフトウェアを選択してアップデートします。
SSM でサポートされているドライバのバージョンは、ドライバのダウンロード Web サイト、および
サポート ソフトウェア CD に独自のアイコンで示されています。
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ユーティリティのダウンロードと SSM の詳細情報については、http://www.hp.com/go/ssm を参照し
てください。

Proactive Change Notification
Proactive Change Notification アプリケーションは、Subscriber's Choice の Web サイトを使用しま
す。

● 大部分の企業向けワークステーションとサーバについて、ハードウェアおよびソフトウェアに変
更が生じる場合は、最大 60 日前に Proactive Change Notification (PCN) の電子メールがユーザ
ーに送られます。

● 電子メールには、これらのワークステーションとサーバのお客様向けに、ニュース速報、技術情
報、お知らせ、ドライバの更新情報などが含まれます。

プロファイルを作成して、特定の IT 環境に関連する情報だけを受け取ることもできます。

PCN アプリケーションの詳細とカスタム プロファイルの作成については、37 ページの 「Subscriber's
Choice」を参照してください。

ROM フラッシュ

HP ワークステーションには、フラッシュ ROM が付属しています。コンピュータ セットアップ (F10)
ユーティリティでセットアップ パスワードを設定すると、ROM が間違ってアップデートされたり上
書きされないように保護できます。これは、ワークステーション動作の完全性を確保する上で重要な
機能です。

ROM をアップグレードするには、http://www.hp.com/support/workstation_swdrivers から最新の
SoftPaq イメージをダウンロードしてください。

ROM を最大限に保護するために、セットアップ パスワードを設定してください。セットアップ パス
ワードを設定すれば不正な ROM のアップグレードを防止できます。SSM を使用すれば、複数のワー
クステーションに対して同時にセットアップ パスワードを作成できます。

Remote ROM Flash (リモート ROM フラッシュ)
Remote ROM Flash (リモート ROM フラッシュ) を使用すると、管理者は、リモートの HP ワークス
テーションの ROM を中央のネットワーク管理コンソールから安全にアップグレードできます。これ
により、整合性を伴なった配備が可能となり、ネットワーク上の HP PC の ROM イメージを完全に
制御できます。

Remote ROM Flash (リモート ROM フラッシュ) を使用するには、ワークステーションに電源を入れ
ておくか、Remote Wakeup (リモート ウェイクアップ) 機能を使用して電源を入れる必要があります。
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Remote ROM Flash (リモート ROM フラッシュ) の詳細については、http://www.hp.com/go/ssm (英
語) の 「HP Client Manager Software」または 「System Software Manager」セクションを参照して
ください。

HPQFlash
HPQFlash ユーティリティは、Windows オペレーティング システムから PC のシステム ROM をロー
カルでアップデートまたは復元するのに使用します。HPQFlash の詳細については、http://www.hp.com/
go/ssm でお使いのワークステーション名を入力してください。

FailSafe Boot Block ROM (フェイルセーフ ブート ブロック ROM)
FailSafe Boot Block ROM (フェイルセーフ ブート ブロック ROM) は、ROM フラッシュに万一障害が
発生した場合に、システム ROM を復旧できます。たとえば、ROM のアップグレード中に停電など
の電源異常が発生した場合、ブート ブロックは、ROM がフラッシュされる際に保護される部分で、
ワークステーションに電源が投入されたときにシステム ROM フラッシュを検証します。

システム ROM が有効な場合は、ワークステーションを通常の方法で起動します。

システム ROM が検証チェックに失敗した場合は、SoftPaq から作成した BIOS イメージ CD でワー
クステーションを起動します。BIOS イメージ CD によって有効なイメージのシステム ROM がプロ
グラムします。

ブート ブロックによって無効なシステム ROM が検出されると、ワークステーションの電源 LED は、
8 回赤く点滅し、8 回ビープ音が鳴った後、ワークステーションが 2 秒間停止します。モデルによっ
ては、Boot Block Recovery (ブート ブロック リカバリ) モードのメッセージが表示されます。

システム回復の準備として、SoftPaq の BIOS CD メディア ファイルを使用し、BIOS イメージ CD を
作成します。

Boot Block Recovery (ブート ブロック リカバリ) モードからのワークステーションの復元

Boot Block Recovery (ブート ブロック リカバリ) モードに入り、以下の手順でシステム ROM を復元
します。

1. フロッピー ディスク ドライブまたはオプティカル ディスク ドライブにメディアが入っている場
合は、取り出します。

2. BIOS イメージ CD を CD ドライブに挿入します。

HP DriveKey などの USB メディアも使用できます。

3. ワークステーションの電源を切り、再び電源を入れます。

BIOS image CD または USB メディアが認識されない場合は、挿入して再起動するように要求さ
れます。

セットアップ パスワードが設定されている場合は、Caps Lock ランプが点灯しパスワードを入
力するように要求されます。

4. セットアップ パスワードを入力します。

ワークステーションが CD または USB メディアから起動され、ROM の復旧が正常に完了する
と、キーボード上の 3 つのランプが点灯します。また、だんだん大きくなるビープ音によっても
正常に回復したことが分かります。
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5. CD または USB メディアを取り出して、ワークステーションの電源を切ります。

6. ワークステーションを再起動します。

ワークステーションのセキュリティ

このセクションでは、アセット情報管理、パスワード セキュリティ、ハード ディスク ドライブのロ
ック、シャーシのロックによるシステム セキュリティの確保について説明します。

アセット情報管理

ワークステーションに組み込まれているアセット情報管理機能では、アセット管理データを提供しま
す。これらのデータは HP Systems Insight Manager (HP SIM)、HP CMS、または他のシステム管理
アプリケーションを使って管理できます。

お使いの環境に最適になるように、アセット情報管理機能とこれらの製品をシームレスにしかも自動
的に統合することができ、今までご使用になっていたソフトウェアをより有効に活用できます。

さらに、HP では、コンピュータとデータを不正なアクセスから保護するための機能を提供していま
す。

● HP ProtectTools Embedded Security は、データへの不正アクセスを防止し、システムの完全性
をチェックし、システムにアクセスしようとしている第三者ユーザーを認証します。

●

用です。

● パラレル ポート、シリアル ポート、USB ポートを無効にしたり、リムーバブル メディアのブー
ト機能を無効にすることにより、貴重なデータ資産を保護できます。

● メモリ脱着センサーとサイド アクセス パネル センサー (スマート カバー センサー) からの警告
は、予防目的の通知としてシステム管理アプリケーションに転送可能で、ワークステーションの
内部コンポーネントへの不正アクセスを防止することができます。

ProtectTools、サイド アクセス パネル センサー (スマート カバー センサー)、サイド アクセス パネ
ル ソレノイド ロック (フード ロック) は、一部のシステムにオプションとして装備されています。

HP ワークステーションのセキュリティ設定は、次のユーティリティを使って管理します。

● ローカルでは、コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティを使用します。

● リモートからは、HP CMS または System SSM を使用します。簡単なコマンド ライン ユーティ
リティを使って、セキュリティ設定を安全かつ統一的に導入し、管理できます。

コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティの詳細については、24 ページの 「コンピュータ セ
ットアップ (F10) ユーティリティのメニュー」を参照してください。

下の表と以下のセクションでは、コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティによるワークステ
ーションのセキュリティ管理について説明します。

表 4-2   セキュリティ機能の概要

機能 目的 設定方法

Removable Media Boot (リムー

バブル メディアからのブート制

御)

リムーバブル メディア ドライブからのブー

トを禁止する

コンピュータ セットアップ (F10) ユ
ーティリティのメニューから
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有



機能 目的 設定方法

Serial, Parallel, USB, Infrared
Interface Control (シリアル ポー

ト、パラレル ポート、USB ポ

ェース制御)

内蔵シリアル ポート、内蔵パラレル ポー

ト、USB ポート、または赤外線インターフェ

ースによるデータ転送を禁止する

コンピュータ セットアップ (F10) ユ
ーティリティのメニューから

Power-On Password (電源投入

時パスワード) ョンを使用できないようにする (最初のシ
ステム起動時と再起動時に適用)

コンピュータ セットアップ (F10) ユ
ーティリティのメニューから

Setup Password (セットアップ

パスワード) ョンの再構成 (コンピュータ セットアップ
ユーティリティを使用) ができないようにする

コンピュータ セットアップ (F10) ユ
ーティリティのメニューから

Network Server Mode (ネットワ

ーク サーバ モード)
サーバとして使用するワークステーションに

独自のセキュリティ機能を提供

コンピュータ セットアップ (F10) ユ
ーティリティのメニューから

SATA ハード ディスク ドライブのセキュリティ

HP ワークステーションには SATA ハード ディスク ドライブ向けに HP DriveLock (ドライブロック)
があり、これによってデータへの不正アクセスを防止できます。

警告！ DriveLock (ドライブロック) を有効にして、マスタ パスワードを見失ったり、忘れたりする
と、SATA ハード ディスク ドライブは永久にアクセス不能になります。パスワードを復元したり、デ
ータにアクセスする方法はありません。

DriveLock (ドライブロック) は、コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティに拡張機能として
実装されています。DriveLock (ドライブロック) は、ATA Security コマンド セットをサポートしてい
るハード ディスク ドライブが検出された場合にだけ使用可能です。HP ワークステーションでは、
SATA エミュレーション モードを RAID+AHCI または RAID に設定している場合には使用できませ
ん。

DriveLock (ドライブロック) は、データのセキュリティを最重視するお客様のために用意されていま
す。このようなお客様にとっては、内容に不正にアクセスされることによって生じる損害を考えれ
ば、ハード ディスク ドライブやそこに格納されているデータを失わないようにするための手間は問
題ではありません。

このセキュリティ レベルと、パスワードを忘れたときの対処という問題を解決するために、HP の
DriveLock (ドライブロック) の実装では、2 段階のパスワード セキュリティ方式を採用しています。
1 つのパスワードはシステム管理者が設定して使い、別のパスワードは通常ユーザーが設定して使う
ことが想定されています。

両方のパスワードが失われた場合は、DriveLock (ドライブロック) を解除する方法はありません。し
たがって、DriveLock (ドライブロック) は、ハード ディスク ドライブ内のデータを企業情報システム
に複製しているか、定期的なバックアップを行っている場合に、もっとも安全に使用できます。

両方の DriveLock (ドライブロック) パスワードを失った場合には、ハード ディスク ドライブは使用
不能になります。これは、上記に該当しないお客様にとっては、受け入れがたいリスクです。上記に
該当するお客様にとっては、ハード ディスク ドライブに格納されたデータの性質をかんがみると、
許容できるリスクと考えられます。

DriveLock (ドライブロック) のアプリケーション

DriveLock (ドライブロック) セキュリティ機能の最も現実的な用途は、企業環境での使用です。シス
テム管理者がハード ディスク ドライブ設定の責任を持ちます。この設定には、DriveLock (ドライブ
ロック) のマスタ パスワードとユーザー用の仮パスワードの設定が含まれます。ユーザーがユーザー

表 4-2   セキュリティ機能の概要 (続き)
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パスワードを忘れたり、装置が他の従業員に譲渡された場合でも、マスタ パスワードを使えば、ユー
ザー パスワードをリセットして、再びハード ディスク ドライブへアクセスできるようにすることが
できます。

DriveLock (ドライブロック) の有効化を担当する企業情報システム管理者には、マスタ パスワードの
設定や管理に関する企業ポリシーも作成しておくことをお勧めします。そうすることによって、従業
員が会社を辞めるときに両方の DriveLock (ドライブロック) パスワードを設定してしまうような事態
を避けることができます。このような事態になると、ハード ディスク ドライブは使用不能になり、
交換を余儀なくされるからです。逆に、マスタ パスワードを設定しなかった場合には、システム管理
者はハード ディスク ドライブの管理権限を失い、不正なソフトウェア、その他のアセット管理的な
業務、サポートなどの日常チェックを実施することができなくなります。

セキュリティ要件が厳しくないお客様の場合には、DriveLock (ドライブロック) を有効にすることは
お勧めしません。このようなお客様には、個人ユーザーや、通常ハード ディスク ドライブに機密デ
ータを持っていないユーザーが該当します。このようなお客様にとっては、両方のパスワードを忘れ
ることによってハード ディスク ドライブを失うことの重大性の方が、DriveLock (ドライブロック) で
保護するデータの価値より大きいからです。

ザーには知らせないようにすることで、システム管理者はユーザーには DriveLock (ドライブロック)
を有効にさせないようにすることができます。

DriveLock (ドライブロック) の使用

ATA Security コマンドセットをサポートするハード ディスク ドライブが検出されると、コンピュー
タ セットアップ (F10) メニューの [Security] (セキュリティ) メニューに、[DriveLock] (ドライブロッ
ク) が表示されます。マスタ パスワードの設定を行ったり、DriveLock (ドライブロック) を有効にす
るためのオプションが表示されます。DriveLock (ドライブロック) を有効にするには、ユーザー パス
ワードの入力が必要です。DriveLock (ドライブロック) の初期設定は通常システム管理者が行うの
で、最初にマスタ パスワードが設定されています。

システム管理者には、DriveLock (ドライブロック) を有効にする場合でも、無効にする場合でも、マ
スタ パスワードを設定しておくことをお勧めします。これによって管理者には、将来ドライブがロッ
クされた場合でも、DriveLock (ドライブロック) 設定を変更することが可能になります。マスタ パス
ワードを設定してしまえば、システム管理者には DriveLock (ドライブロック) を有効にするか、無効
のままにしておくかを選択することが可能になります。

POST では、ロックされたハード ディスク ドライブがあった場合には、当該デバイスのロックを解
除するためのパスワードが要求されます。Power-On Password (電源投入時パスワード) が設定されて
いて、それがデバイスのユーザー パスワードと一致している場合には、POST からはパスワードの再
入力を求めるプロンプトは表示されません。それ以外の場合には、ユーザーには DriveLock (ドライブ
ロック) のパスワードの入力を求めるプロンプトが表示されます。

コールド ブートでは、マスタ パスワードとユーザー パスワードのいずれかを使用します。ウォーム
ブートでは、コールド ブート時のドライブ ロック解除で使用したものと同じパスワードを使用する
必要があります。

ユーザーは正しいパスワードの入力を 2 回試みることができます。コールド ブートでは、2 回とも入
力に失敗すると、POST は続行しますが、ドライブはアクセスできません。ウォーム ブートまたは
Windows の再起動の場合には、いずれかの入力が失敗すると、POST は停止し、ユーザーは電源の投
入からやり直す必要があります。
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DriveLock (ドライブロック) の有効化

DriveLock (ドライブロック) ユーザー パスワードを有効にして設定するには、次の操作を行います。

1. ワークステーションの電源を入れるか、再起動します。

2. ワークステーションの電源が入ったら、直ちに [F10] キーを押し、コンピュータ セットアップ
(F10) ユーティリティが起動されるまで押し続けます。必要に応じて、[Enter] キーを押してタイ
トル画面をスキップします。

適切なタイミングで[F10] キーを押せなかった場合は、ワークステーションを再起動し、もう一
度、[F10] キーを押してユーティリティにアクセスします。

PS/2 キーボードを使用している場合は、キーボード エラー メッセージが表示されることがあり
ますが、無視してください。

3. [Security] (セキュリティ) → [DriveLock Security] (ドライブロック セキュリティ) を選択しま
す。

4. DriveLock (ドライブロック) 対応の各ドライブに対して、[F10] キーを押してドライブを選択しま
す。

5. [Enable/Disable Drive Lock] (ドライブロックを有効/無効に設定) オプションで、[Enable] (有効)
を選択し、[F10] キーを押して、特定のドライブの DriveLock (ドライブロック) を有効にします。

注意： DriveLock (ドライブロック) パスワードを忘れると、ドライブは使用不能になります。

6. 新しいユーザー パスワードを入力し、[F10] キーを押して確認します。このパスワードの長さ
は、1 ～ 32 文字です。

7. [Enter New Password Again] (新しいパスワードを再入力) フィールドで、もう一度パスワードを
入力します。このパスワードを忘れると、ドライブは永久に使用不能になります。

8. [File] (ファイル) → [Save Changes and Exit] (変更を保存して終了) を選択し、[F10] キーを押

ョンがコールド ブートします。

この処理は、手順 5 で [Master] (マスタ) を選択すれば、DriveLock (ドライブロック) マスタ パ
スワードの設定にも使用できます。

ワークステーションを起動すると、パスワードを設定した DriveLock (ドライブロック) 対応の各
ドライブに対して DriveLock (ドライブロック) パスワードの入力が求められます。ユーザーは正
しいパスワードの入力を 2 回試みることができます。間違ったパスワードを入力しても、ワーク
ステーションは起動プロセスを継続します。しかし、ロックが解除されなかったドライブのデー
タにはアクセスできないため、ブート プロセスは大抵の場合失敗します。

ドライブが 1 台のワークステーションで、そのドライブの DriveLock (ドライブロック) が有効な
場合は、ワークステーションはオペレーティング システムをブートすることができず、ネット
ワークまたは他のストレージ デバイスからのブートを試みます (起動順序によって異なります)。
起動の試行結果に関わらず、DriveLock (ドライブロック) したドライブは DriveLock (ドライブ

ロック) パスワードがなければ使用不能です。

ブート ドライブとデータ ドライブの 2 つのドライブを持つワークステーションでは、DriveLock
(ドライブロック) 機能はデータ ドライブだけに設定しておきます。こうしておけば、ワークステ
ーションは必ず起動可能になります。ただし、データ ドライブには DriveLock (ドライブロッ
ク) パスワードを入力しなければアクセスできません。

コールド ブートでは、DriveLock (ドライブロック) パスワードの入力が求められます。ただし、
ウォーム ブートでも DriveLock (ドライブロック) パスワードは必要です。たとえば、DOS をブ
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ートして、[Ctrl] + [Alt] + [Del] を押すと、DriveLock (ドライブロック) パスワードを入力しなけれ
ば、ワークステーションで次のブートを完了させることはできません。このウォーム ブートの
動作は、DriveLock (ドライブロック) 機能の仕様です。

パスワード セキュリティ

Power-On Password (電源投入時パスワード) は、ワークステーションの電源投入時または再起動時に
入力するパスワードで、このパスワードを使用してアプリケーションまたはデータへのアクセスを制
御し、ワークステーションの不正使用を防止します。セットアップ パスワードは、特にコンピュー
タ セットアップ (F10) ユーティリティへの不正アクセスを防止しますが、Power-On Password (電源
投入時パスワード) に優先するパスワードとしても使用できます。Power-On Password (電源投入時パ
スワード) を要求されたときに、代わりにセットアップ パスワードを入力してもワークステーション
を起動できます。

ネットワーク全体のセットアップ パスワードを設定すれば、システム管理者は Power-On Password
(電源投入時パスワード) を知らなくてもネットワーク上のすべてのシステムにログインでき、メンテ
ナンスを実行できます。

コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティを使用したセットアップ パスワードの設定

コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティでセットアップ パスワードを設定すると、パスワ
ードが入力されるまで、(コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティの使用による) ワークステ
ーションの再構成を防ぐことができます。

コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティ メニューでセットアップ パスワードを設定するに
は、以下の手順を実行します。

1. ワークステーションの電源を入れるか、再起動します。

2. ワークステーションの電源が入ったら、直ちに [F10] キーを押し、コンピュータ セットアップ
(F10) ユーティリティが起動されるまで押し続けます。必要に応じて、[Enter] キーを押してタイ
トル画面をスキップします。

適切なタイミングで[F10] キーを押せなかった場合は、ワークステーションを再起動し、もう一
度、[F10] キーを押してユーティリティにアクセスします。

PS/2 キーボードを使用している場合は、キーボード エラー メッセージが表示されることがあり
ますが、無視してください。

3. [Security] (セキュリティ) → [Setup Password] (セットアップ パスワード) を選択し、画面の指
示に従います。

4. [File] (ファイル) → [Save Changes and Exit] (変更を保存して終了) を選択し、終了します。

ワークステーションのセットアップによる Power-On Password (電源投入時パスワード) の設定

コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティを使用して Power-On Password (電源投入時パスワ
ード) を設定すると、パスワードを入力しない限り、ワークステーションへのアクセスができなくな
ります。Power-On Password (電源投入時パスワード) を設定する際には、コンピュータ セットアッ
プ (F10) ユーティリティの [Security] (セキュリティ) メニューにパスワード オプションが表示されま
す。パスワード オプションには、[Network Server Mode] (ネットワーク サーバ モード) と [Password
Prompt on Warm Boot] (ウォーム ブート時のパスワード入力) があります。

[Network Server Mode] (ネットワーク サーバ モード) が無効の場合は、ワークステーションの電源が
投入され、モニタに錠型のアイコンが表示されるたびに、パスワードを入力する必要があります。
[Password Prompt on Warm Boot] (ウォーム ブート時のパスワード入力) が有効な場合は、パスワー
ドを入力する必要があります。パスワードの入力は、ワークステーションを再起動するたびに必要で
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す。[Network Server Mode] (ネットワーク サーバ モード) が有効な場合は、POST の実行時にパスワ
ードは要求されませんが、接続されている PS/2 キーボードはユーザーが Power-On Password (電源
投入時パスワード) を入力するまでロックされます。

[Network Server Mode] (ネットワーク サーバ モード) を有効にするには、Advanced] (詳細設定) →
[Password Options (パスワード オプション) で Power-On Password (電源投入時パスワード) を設定
する必要があります。このオプションを使用すると、Power-On Password (電源投入時パスワード) の
入力を求めずにワークステーションを起動できますが、Power-On Password (電源投入時パスワード)
を入力するまでキーボードおよびマウスはロックされます。ワークステーションがロック モードの場
合、キーボード LED の点灯が次々に移っていきます。

コンピュータの (F10) メニューを使って Power-On Password (電源投入時パスワード) を設定するに
は、以下の手順を実行します。

1. ワークステーションの電源を入れるか、再起動します。

2. ワークステーションの電源が入ったら、直ちに [F10] キーを押し、コンピュータ セットアップ
(F10) ユーティリティが起動されるまで押し続けます。必要に応じて、[Enter] キーを押してタイ
トル画面をスキップします。

適切なタイミングで[F10] キーを押せなかった場合は、ワークステーションを再起動し、もう一
度、[F10] キーを押してユーティリティにアクセスします。

PS/2 キーボードを使用している場合は、キーボード エラー メッセージが表示されることがあり
ますが、無視してください。

3. [Security] (セキュリティ) → [Power-On Password] (電源投入時パスワード) を選択し、画面の
指示に従います。

4. [File] (ファイル) → [Save Changes and Exit] (変更を保存して終了) を選択し、終了します。

Power-On Password (電源投入時パスワード) の入力

Power-On Password (電源投入時パスワード) を入力するには、次の手順を実行します。

1. ワークステーションを再起動します。

2. モニタに錠型のアイコンが表示されたら、現在のパスワードを入力し、[Enter] キーを押します。

慎重に入力してください。機密保護の観点から、入力したパスワードは画面に表示されません。パス
ワードを入力するときには、間違えないように注意してください。

パスワードが正しくない場合は、壊れた鍵型のアイコンが表示されます。正しいパスワードを入力し
てください。続けて 3 回失敗した場合は、読み取り専用の F10 セットアップ画面が表示されます
([Power-On options] (電源投入時オプション) の [Setup Browse Mode] (セットアップ ブラウズ モー
ド) オプションを参照してください)。

セットアップ パスワードの入力

ワークステーションにセットアップ パスワードが設定されている場合、コンピュータ セットアップ
(F10) ユーティリティを起動するたびにセットアップ パスワードの入力が求められます。
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セットアップ パスワードは、下の手順で入力します。

1. ワークステーションを再起動します。

2. ワークステーションの電源が入ったら、直ちに [F10] キーを押し、コンピュータ セットアップ
(F10) ユーティリティが起動されるまで押し続けます。必要に応じて、[Enter] キーを押してタイ
トル画面をスキップします。

適切なタイミングで[F10] キーを押せなかった場合は、ワークステーションを再起動し、もう一
度、[F10] キーを押してユーティリティにアクセスします。

PS/2 キーボードを使用している場合は、キーボード エラー メッセージが表示されることがあり
ますが、無視してください。

3. モニタに錠型のアイコンが表示されたら、セットアップ パスワードを入力し、[Enter] キーを押
します。

慎重に入力してください。機密保護の観点から、入力したパスワードは画面に表示されません。パス
ワードを入力するときには、間違えないように注意してください。

パスワードが正しくない場合は、壊れた鍵型のアイコンが表示されます。正しいパスワードを入力し
てください。続けて 3 回失敗した場合は、ワークステーションを再起動して、電源投入からやり直し
てください。

Power-On Password (電源投入時パスワード) またはセットアップ パスワードの変更

Power-On Password (電源投入時パスワード) またはセットアップ パスワードを変更するには、次の
手順を実行します。

1. ワークステーションを再起動します。

2. Power-On Password (電源投入時パスワード) を変更する場合は、手順 4 に進みます。

3. セットアップ パスワードを変更するには、ワークステーションの電源が入ったら、直ちに
[F10] キーを押し、コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティが起動されるまで押し続け
ます。必要に応じて、[Enter] キーを押してタイトル画面をスキップします。

適切なタイミングで[F10] キーを押せなかった場合は、ワークステーションを再起動し、もう一
度、[F10] キーを押してユーティリティにアクセスします。

PS/2 キーボードを使用している場合は、キーボード エラー メッセージが表示されることがあり
ますが、無視してください。

4. 錠型のアイコンが表示されたら、次に示すように、現在のパスワード、新しいパスワード、新し
いパスワードの順に入力します (各パスワード間の区切り記号は、各国によって定められていま
す。日本語キーボードではスラッシュ(/)を使用します)。 

例：現在のパスワード/新しいパスワード/新しいパスワード

パスワードの区切り記号については、46 ページの 「各国語キーボードの区切り記号」を参照
してください。

慎重に入力してください。機密保護の観点から、入力したパスワードは画面に表示されません。
パスワードを入力するときには、間違えないように注意してください。

5. [Enter] キーを押します。

新しいパスワードは、次にワークステーションの電源を入れたときから有効になります。
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ップ (F10) ユーティリティの [Security] (セキュリティ) オプションを使っても変更できます。

Power-On Password (電源投入時パスワード) またはセットアップ パスワードの削除

Power-On Password (電源投入時パスワード) またはセットアップ パスワードを削除するには、次の
手順を実行します。

1. ワークステーションの電源を入れるか、再起動します。

2. 次のいずれかの操作を実行します。

● Power-On Password (電源投入時パスワード) を削除する場合には、手順 4 に進みます。

● セットアップ パスワードを削除するには、ワークステーションの電源が入ったら、直ちに
[F10] キーを押し、コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティが起動されるまで押し
続けます。必要に応じて、[Enter] キーを押してタイトル画面をスキップします。

適切なタイミングで [F10] キーを押せなかった場合は、ワークステーションを再起動し、も
う一度、[F10] キーを押してユーティリティにアクセスします。

オペレーティング システムの適切なシャットダウン プロセスを使ってください。

3.
ッシュ (/) を付けて入力します。

パスワードの区切り記号については、46 ページの 「各国語キーボードの区切り記号」を参照
してください。

4. [Enter] キーを押します。

各国語キーボードの区切り記号

各国で使用するキーボードは各国の要件を満たしています。パスワードの変更または削除で使用する
区切り記号は、ワークステーションに付属しているキーボードによって異なります。

表 4-3  各国語キーボードの区切り記号

言語 区切り記号 言語 区切り記号 言語 区切り記号

アラビア語 / ギリシャ語 - ロシア語 /

ベルギー語 = ヘブライ語 . スロバキア語 -

BHCSY * - ハンガリー語 - スペイン語 -

ブラジル語 / イタリア語 - スエーデン/フィン

ランド語

/

中国語 / 日本語 / スイス語 -

チェコ語 - 韓国語 / 台湾語 /

デンマーク語 - ラテンアメリカ語 - タイ語 /

フランス語 ! ノルウェー語 - トルコ語 .

フランス系カナ

ダ語

é ポーランド語 - U.K. 英語 /
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ドイツ語 - ポルトガル語 - U.S. 英語 /

* ボスニアヘルツェゴビナ、クロアチア、スロベニア、およびユーゴスラビア

Power-On Password (電源投入時パスワード) とセットアップ パスワードは、コンピュータ セット

ア

錠型のアイコンが表示されたら、現在のパスワード/ のように、現在のパスワードの最後にス
ラ



パスワードの解除

パスワードを忘れた場合は、ワークステーションにアクセスできません。

パスワードの解除方法については、136 ページの 「パスワード セキュリティの設定と CMOS の再設
定」を参照してください。

シャーシのセキュリティ

サイド アクセス パネル センサー (スマート カバー センサー) (オプション)

オプションのサイド アクセス パネル センサーは、ハードウェアとソフトウェアの技術を組み合わせ
たものであり、センサーをコンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティを使用して正しく設定し
ておけば、ワークステーションのサイド アクセス パネルが外されたときに警告を受け取ることがで
きます。

次の表に、サイド アクセス パネル センサーの 3 つの保護レベルを示します。

表 4-4  サイド アクセス パネル センサーの保護レベル

レベル 設定値 説明

レベル 0 Disabled (無効) サイド アクセス パネル センサー *は無効です (デフォルト)。

レベル 1 Notify User (ユーザ

ーに通知)
ワークステーションを再起動すると、ワークステーションのサイド アクセス

パネルが外れていることを示すメッセージが表示されます。

レベル 2 Setup Password (セ
ットアップ パスワー

ド)

ワークステーションを再起動すると、ワークステーションのサイド アクセス

パネルが外れていることを示すメッセージが表示されます。先に進めるには、

セットアップ パスワードを入力する必要があります。

* サイド アクセス パネル センサーの設定は、コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティを使って変更できます。

サイド アクセス パネル センサーの保護レベルの設定

サイド アクセス パネル センサーの保護レベルを設定するには、次の手順を実行します。

1. ワークステーションの電源を入れるか、再起動します。

2. ワークステーションの電源が入ったら、直ちに [F10] キーを押し、コンピュータ セットアップ
(F10) ユーティリティが起動されるまで押し続けます。必要に応じて、[Enter] キーを押してタイ
トル画面をスキップします。

注記： 適切なタイミングで [F10] キーを押せなかった場合は、ワークステーションを再起動
し、もう一度 [F10] キーを押してコンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティにアクセスし
ます。

PS/2 キーボードを使用している場合は、キーボード エラー メッセージが表示されることがあり
ますが、無視してください。
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3. [Security] (セキュリティ) → [Smart Cover] (スマート カバー) → [Cover Removal Sensor] (カ
バー取り外しセンサー) を選択し、画面の指示に従います。

4. [File] (ファイル) → [Save Changes and Exit] (変更を保存して終了) を選択し、終了します。

サイド アクセス パネル ソレノイド ロック

サイド アクセス パネル ソレノイドは、サイド アクセス パネルをシャーシにロックします。ソレノイ
ドは、ローカルまたはリモート信号によって制御されます。

ソレノイドをロックするには、コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティでソレノイド ロッ
クのパスワードを設定します。ソレノイドのロックを解除するには、コンピュータ セットアップ (F10)
ユーティリティでソレノイド ロックのパスワードを削除します。

HP から入手できるソレノイド ロック FailSafe キーは、ソレノイド ロックを手動で無効にするための
デバイスです。FailSafe Key は、パスワードを忘れた、停電した、またはワークステーションが故障
した場合に必要になります

ケーブル ロック (オプション)

盗難防止のため、ワークステーションのリア シャーシ パネルには、キー付きのケーブル ロックがか
けられるようになっています。シャーシにケーブル ロックを取り付けて、作業エリアに固定できま
す。

障害通知と復旧

障害通知と復旧機能は、最新のハードウェアとソフトウェア技術とを組み合わせたもので、重要デー
タの損失を防止し、計画外のダウンタイムを最小に抑えます。

ワークステーションが HP CMS で管理されているネットワークに接続されている場合には、障害発生
時にネットワーク管理アプリケーションに障害通知を送信します。HP CMS を使えば、管理対象のす
べての PC をリモートからスケジュールに従って自動的に診断し、障害の要約レポートを作成できま
す。

DPS (ドライブ保護システム)
DPS (ドライブ保護システム) は、HP ワークステーションの上位機種のハード ディスク ドライブに
内蔵されている診断ツールです。DPS は、保証対象外のハード ディスク ドライブ交換が必要となる
可能性のある問題の診断に役立ちます。

HP ワークステーションを組み立てる際に、取り付けられた各ハード ディスク ドライブは DPS でテ
ストされ、基本情報が恒久的な記録としてそのドライブに書き込まれます。DPS が実行されるたび
に、テスト結果がハード ディスク ドライブに書き込まれます。保守サービス プロバイダは、この情
報を利用して、DPS が実行されたディスク ドライブの状態を診断できます。

ECC 故障予測

ワークステーションが過大な数の ECC (error checking and correcting) メモリ エラーを検出すると、
ワークステーションはローカルに警告メッセージを表示します。このメッセージにはエラーを起こし
た DIMM に関する情報が含まれているので、致命的なメモリ エラーが発生する前に対策を講じるこ
とができます。このワークステーションには ECC DIMM が標準装備されています。

温度センサー

HP ワークステーションには複数の温度センサーがあり、許容内の効率的なシャーシ温度を維持でき
るように、ワークステーションのファンを制御します。
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デュアル ステート電源ボタン

ACPI (Advanced Configuration and Power Interface) が有効な場合、電源ボタンをワークステーション
のオン/オフ スイッチのほか、スタンバイ モード ボタンとしても使用できます。この機能は、電源を
完全にオフにするのではなく、ワークステーションを省電力の待機（スタンバイ）状態にします。こ
の機能を使えば、アプリケーションを終了しないでスタンバイし、データを損失することなく同じ動
作状態に復帰できます。

電源ボタンの設定の変更

電源ボタンの設定は次のようにして変更します。

1. [スタート] を選択し、[コントロール パネル] → [電源オプション] を選択します。

2. [電源オプションのプロパティ] で [詳細設定] タブをクリックします。

3. [電源ボタン] セクションで [休止状態] を選択します。

注記： 休止状態は [Hibernate] (休止状態) タブで有効にする必要があります。

電源ボタンをスタンバイ モード ボタンとして動作するように設定すると、電源ボタンを押すことに
より、ワークステーションは省電力状態になります。ボタンをもう一度押すと、ワークステーション
はこの省電力状態からフル電力の状態に復帰します。ワークステーションの電源を完全にオフにする
には、電源ボタンを 4 秒間押し続けてください。

注意： システムが無応答でない限り、電源ボタンを使用してワークステーションの電源をオフにし
ないでください。オペレーティング システムから操作せずに電源をオフにすると、データが消失する
ことがあります。
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5 コンポーネントの交換

この章では、ワークステーションの内部コンポーネントの取り外しと取り付けの手順について説明し
ます。次の項目があります。

項目

50 ページの 「警告および注意」

51 ページの 「保守上の考慮事項」

55 ページの 「カスタマ セルフ リペア」

56 ページの 「コンポーネントの取り外しと取り付け」

90 ページの 「製品のリサイクル」

警告および注意

警告！  装置の表面または領域にこの記号が貼付されている場合は、高温の表面または高温の部
品が存在することを示しています。 この表面に触れると、火傷をするおそれがあります。 高温の部
品による火傷の危険を防ぐため、必ず、表面の温度が十分に下がってから手を触れてください。

警告！  装置の表面または領域にこの記号が貼付されている場合は、感電のおそれがあることを
示しています。 感電によるけがを防ぐため、この記号が貼付されているカバーは開けないでくださ
い。

警告！ 感電または装置の損傷の危険がありますので、次の点を守ってください。

— 必ず電源コードのアース端子を使用して接地してください。アース端子は重要な安全機能です。

— 電源コードは、製品の近くの手が届きやすい場所にあるアースされた電源コンセントに差し込んで
ください。

— 電源コンセントから電源コードを抜いて、コンピュータの電源を切断してください。

警告！ 操作する人の健康を損なわないようにするため、『快適に使用していただくために』をお読
みください。 正しいワークステーションの設定や、作業をする際の姿勢、および健康上/作業上の習
慣について説明しており、さらに、重要な電気的/物理的安全基準についての情報も提供していま
す。 『快適に使用していただくために』は、http://www.hp.com/ergo から[日本語]を選択して参照で
きます。また、製品に Documentation CD（ドキュメンテーション CD）が付属している場合は、この
CD にも収録されています。
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警告！ 製品の出荷パッケージに  の記号が付いている場合、製品の重さによるけがを防ぐため
に、製品は必ず 2 人で持ち上げてください。

注意： 静電気の放電により、ワークステーションの電子部品が破損することがあります。 作業を始
める前に、アースされた金属面に触れるなどして、身体にたまった静電気を放電してください。

注意： プロセッサを取り外すか交換するときは、次の注意事項に従ってください。

— プロセッサを適切に取り付けないと、システム ボードが損傷するおそれがあります。 HP 認定の再
販業者またはサービス プロバイダに連絡し、プロセッサの取り付けを依頼してください。 自分でプ
ロセッサを取り付ける場合は、開始前にすべての操作手順を注意深くお読みください。

— ワークステーションの準備手順に従わなかった場合、プロセッサが適切に取り付けられず、ワーク
ステーションの大きな損傷を招く原因となります。

— プロセッサのソケット ピンはデリケートなため、曲がりやすくなっています。プロセッサをソケッ
トに配置するときは、十分注意してください。

注意： ワークステーションの損傷を防ぐため、システム部品の取り外し/交換の手順を実行する際
は、静電気放電（ESD）に関する以下の注意事項を守ってください。

— 静電気防止マットの上で作業をしてください。

— 静電気ストラップを着用して、蓄積されたすべての静電気が確実に身体から地面に放電されるよう
にしてください。

— 作業対象の装置に静電気防止マット、静電気ストラップ、および周辺装置を接続して、装置共通の
アースを作成してください。

注記： HP オプション製品は、HP ワークステーション製品用に設計されています。 また、徹底し
た信頼性検査が行われ、高い品質基準において製造されています。

保守上の考慮事項
システム コンポーネントを取り外して交換する前に、次のセクションで保守上の考慮事項を確認して
ください。

警告！  ワークステーションを持ち上げたり移動するときは、フロント ベゼルを持って持ち上げな
いでください。ワークステーションをフロント ベゼルを持って持ち上げたり、持ち上げ方法を誤る
と、ワークステーションが落下してけがをしたり、ワークステーションを破損する恐れがあります。
けがをしないように、ワークステーションを持ち上げるときは、取っ手を持ってください。ワークス
テーションに取っ手がない場合には、ワークステーションの底部を持って持ち上げてください。

注意、警告、および安全上の予防措置

安全のため、ワークステーションのコンポーネントを取り扱う前に、注意、警告、および安全上の予
防措置を必ず確認してください。また、詳細については、ワークステーション付属の『Safety and
Regulatory Guide』を参照してください。
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ESD (静電気放電) 情報

発生する静電気量

以下の表から、作業者の行動によって発生する静電気量が異なることが分かります。また、静電気は
湿度が低いほど増加します。

相対湿度

活動内容 55% 40% 10%

カーペット上の歩行

ビニールの床上の歩行

ベンチ作業者の動作

7,500V

3,000V

400V

15,000V

5,000V

800V

35,000V

12,000V

6,000V

PCB からバブル パックを取り出す

発泡プラスチック内張りの箱に PCB
を詰める

7,000V

5,000V

20,000V

11,000V

26,500V

21,000V

注意： 静電気量 700 ボルトで製品は劣化することがあります。

ESD (静電気放電) による装置の損傷防止

多くの電子部品は、ESD (静電気放電) に対策が必要です。回路設計と構造によって、影響を受ける度
合いが異なります。電子コンポーネントとアクセサリの損傷を避けるには、以下の梱包と接地の予防
措置を取る必要があります。

● 手が製品に触れないようにチューブ、袋、箱などの静電防止コンテナに製品を入れて運搬する。

● 静電気対策が必要な部品とアセンブリは、非導電性または専用のコンテナや梱包箱に入れて保護
する。

● 静電気対策が必要な部品は、元のコンテナに入れたままで静電気が発生しない場所まで運ぶ。

● コンテナの部品は、コンテナを接地された表面に置いてから取り出す。

● 静電気対策が必要な部品またはアセンブリを取り扱ったり触れるときは、シャーシに触れて身体
を接地する。

● ピン、リード、または回路には触れない。

●
ォームの中に置く。

身体の接地方法と装置

ESD (静電気放電) による損傷を防ぐには、以下のストラップ類を使用します。

● アース バンド – 柔軟性のあるリスト ストラップで、抵抗が最大 1MΩ ±10% の接地用コードで
す。接地を適切に行うには、このバンドを皮膚に接触させて着用します。接地コードは、接地
マットまたはワークステーションのバナナ プラグ コネクタにしっかり接続する必要があります。

● ヒール ストラップ、トー ストラップ、フット ストラップ – ワークステーションを床に設置して
使用している場合に使用します。たいていの場合、どのような靴にも対応します。導電性の床ま
たは静電気拡散性フロア マット上で、オペレータと接地間の抵抗が最大 1MΩ10% のストラップ
を両足に付けます。
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次の表は、静電シールド材で可能な保護レベルを示したものです。

表 5-1  静電シールドの保護レベル

方法 電圧

静電防止プラスチック

カーボン入りプラスチック

メタライズ ラミネート

1,500V

7,500V

15,000V

このセクションでは、ESD (静電気放電) による装置の損傷を防止するためのガイドラインについて説
明します。

作業エリアの接地

作業エリアでの静電気は、以下の方法で防止します。

● 作業台の上を静電気拡散性材で覆います。作業台の上に接続したアース バンドと適切に接地さ
れたツール、機器を使用します。

● 静電気拡散性材のマット、フット ストラップ、またはエアー イオナイザを使ってさらに保護を
確実にします。

● 静電気に弱いコンポーネント、部品、およびアセンブリは、ケースまたは PCB ラミネートに入
れて取り扱います。必ず、静電気の発生しない作業エリアで作業します。

● 電源と入力信号を切断した後、コネクタの挿入や取り外しまたは装置のテストを行います。

● 治工具を拡散性の表面に直接接触せざるを得ない場合は、静電防止型のものを使用します。

● 作業エリアには、アセンブリの周りに使われているプラスチックや発泡スチロールなどの非導電
性材料を置かないようにします。

● フィールド サービス用ツール (カッター、ドライバ、掃除機など) は、導電性のものを使用しま
す。

推奨する ESD (静電気放電) 防止材と機器

推奨する材料と機器は、次のとおりです。

● 静電防止テープ

● 静電防止の作業服、エプロン、スリーブ プロテクタ

● 導電性の箱、アセンブリ、半田付け用補助材

● 導電性発泡プラスチック

● 1MΩ 10% の接地用コード付きの導電性の卓上型ワークステーション

● 確実に接地された静電気拡散性のテーブルまたはフロア マット

● フィールド サービス キット

● 静電気注意ラベル
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● 1MΩ 10% のアース バンドおよび履物ストラップ

● 静電防止対応の梱包箱

● 導電性のビニール袋

● 導電性のプラスチック パイプ

● 導電性の部品・工具箱

● 不透明シールド袋

● 透明メタライズ シールド袋

● 透明シールド チューブ

工具とソフトウェアの要件

ワークステーションのコンポーネントの取り外しと取り付けに必要な工具は、次のとおりです。

● Torx T-15 ドライバ

● プラス/マイナス ドライバ

● 診断ソフトウェア

コンポーネントの特別な取り扱い

ワークステーションの保守作業を行う場合は、特に以下のコンポーネントの取り扱いに注意が必要で
す。

警告！ ワークステーションを持ち上げたり移動するときは、フロント ベゼルを持って持ち上げない
でください。ワークステーションをフロント ベゼルを持って持ち上げたり、持ち上げ方法を誤ると、
ワークステーションが落下してけがをしたり、ワークステーションを破損する恐れがあります。けが
をしないように、ワークステーションの底部を持って持ち上げてください。

ケーブルとコネクタ

ケーブルは、損傷させないように注意して取り扱ってください。ケーブルを挿入したり、取り外すと
きに無理な力を加えないでください。可能であれば、ケーブルはコネクタを持って取り扱います。ま
た、ストラップがあるときはストラップを引っ張ります。どのような場合でも、ケーブルを曲げたり
ねじったりしないでください。ケーブルは、取り外しや交換する部品にひっかかったりぶつかること
がないように配線します。

このワークステーションの保守作業を行う場合、組み立てるときには、ケーブルを元の正しい位置に
配線してください。ケーブルの位置が正しくないとワークステーションが破損することがあります。

ハード ディスク ドライブ

ハード ディスク ドライブは壊れやすい精密機器です。物理的な衝撃や振動を加えないでください。
次のガイドラインは、ドライブの故障時の交換、差し替え、予備ドライブの挿入の際に参照してくだ
さい。

● ハード ディスク ドライブを保管するとき、出荷時のパッケージから取り出さないでください。
ハード ディスク ドライブは、ワークステーションに取り付けるまでは、保護パッケージに入れ
て保管します。

● ドライブは落とさないでください。
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● ハード ディスク ドライブを挿入または取り外すときは、ワークステーションの電源を切ってく
ださい。ワークステーションに電源が入っているとき、またはスタンバイ モードのときは、ハ
ード ディスク ドライブを取り外さないでください。

● ドライブを取り扱う前に、必ず身体の静電気を放電させてください。ドライブの取り扱い中に、
コネクタに触れないでください。静電気による損傷防止の詳細については、52 ページの 「ESD
(静電気放電) 情報」を参照してください。

ドライブを装着するときに ESD (静電気放電) による損傷を防ぐには、データ ケーブルの前に電
源ケーブルを接続します。これで、蓄積した静電気をドライブの電源ケーブルからワークステー
ションのシャーシに放電することができます。

● ドライブを挿入するときは、無理な力を加えないでください。

● ハード ディスク ドライブは、液体や極端な温度環境にさらしたり、モニタやスピーカーなど磁
界を発生する製品に近づけることはしないでください。

リチウム ボタン電池

ワークステーションには、リアル タイム クロックに電源を供給する電池が付属しており、寿命はお
よそ 3 年です。

電池の取り外しと交換は、80 ページの 「電池」を参照してください。

警告！ このワークステーションはリチウム電池を使用しています。電池を正しく取り扱わないと、
火災や化学火傷の恐れがあります。電池を分解する、踏みつける、穴をあける、接点をショートさせ

ないでください。

注記： 電池、電池パック、蓄電池は、一般家庭ごみと一緒に廃棄しないでください。

カスタマ セルフ リペア
カスタマ セルフ リペア プログラムを利用すると、オンサイトの HP テクニカル サポートを受けずに
交換用の部品を購入して取り付けることができます。一部のコンポーネントでカスタマ セルフ リペ
アが必要となる場合があるため、そのプログラムについて、http://www.hp.com/go/selfrepair/ を参照
してください。
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コンポーネントの取り外しと取り付け

コンポーネントの位置

次の図と表は、ワークステーションのシステム ボード コンポーネントを示したものです。

図 5-1  システム ボード コンポーネントの位置

表 5-2  システム ボード コンポーネント ID

項目 コンポーネント 項目 コンポーネント 項目 コンポーネント

1 CPU ファン 12 クリア CMOS ボタン 23 PCI 32/33

2 リア シャーシ ファン 13 フロント電源ボタン/LED 24 PCIe2 x16

3 CPU 電源 14 障害回復ジャンパー 25 PCIe x8(4)

4 ソレノイド フード ロック 15 フロント シャーシ ファン 26 PCIe2 x16

5 CPU ソケット 16 HDD LED 27 PCIe2 x8(4)

6 メモリ ソケット 17 内部 USB1/DASH 28 オーディオ

7 主電源 18 SATA ポート 29 ネットワーク/USB

8 電池 19 内部 USB2 30 USB

9 フロッピー ディスク ドライ

ブ

20 フロント USB 31 キーボード/マウス

10 パスワード ジャンパー 21 スピーカー 32 シリアル

11 シャーシ挿入スイッチ 22 フロント オーディオ  
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関連するシステム アーキテクチャ情報については、1 ページの 「システム ボード アーキテクチャ」
を参照してください。

分解前の手順

ワークステーションの保守を始める前に、次の手順を実行します。

1. 50 ページの 「警告および注意」の安全上の注意と予防措置、またワークステーションの『Safety
and Regulatory Information』を確認します。

2. 適切な作業エリアを探して整理整頓します。

3. 開いているソフトウェア アプリケーションをすべて閉じます。

4. ワークステーションからフロッピー ディスク、CD、または DVD を取り出します。

5. オペレーティング システムをシャットダウンします。

6. ワークステーションおよび接続されている周辺機器の電源をすべて切ります。

7. ワークステーションを保護しているセキュリティ機器を取り外すか解放します。

8. 電源コードをまずコンセントから外し、次にワークステーションから外します。

9. ワークステーションから周辺機器のケーブルを外します。

10. 工具を揃えます。

11. ワークステーションの保守作業を行います。

12. 保守が終わったら、ワークステーションの電源を入れます。

取り外し順序

作業しやすい取り外し順序があります。下表は、ワークステーションの主要コンポーネントについ
て、取り付け/交換時の順序を示したものです。

表 5-3  ワークステーション コンポーネントの取り付け

取り付け/交換対象 取り外し 1 取り外し 2 取り外し 3 取り外し 4 取り外し 5

バッテリ、フロ

ント ベゼル、ハ

ード ディスク ド
ライブ、メモ

リ、電源装置、

リア システム フ
ァン、サイド ア
クセス パネル セ
ンサー、ソレノ

イド ロック

シャーシ ロック サイド アクセス

パネル

   

プロセッサ シャーシ ロック サイド アクセス

パネル

ヒートシンク   

拡張カード (PCI/
PCIe)

シャーシ ロック サイド アクセス

パネル

拡張カード サポー

ト

拡張カード スロ

ット カバー

フロント パネル I/
O デバイス、オ

シャーシ ロック サイド アクセス

パネル

フロント ベゼル   
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プティカル ベイ

フィラー、オプ

ティカル ドライ

ブ、電源ボタ

ン、システム ス
ピーカー

システム ボード シャーシ ロック サイド アクセス

パネル

拡張カード サポー

ト

拡張カードまた

は DIMM
ヒートシンク

ケーブル ロック (オプション)
注記： このコンポーネントの保守を行う前に、50 ページの 「警告および注意」を参照してくださ
い。

ワークステーションにケーブル ロックが取り付けられている場合は、保守作業を行う前に取り外しま
す。

下の図に示すように、鍵を外し、ケーブル ロックの溝から引き出します。

図 5-2  ケーブル ロックの取り外し

サイド アクセス パネル

注記： このコンポーネントの保守を行う前に、50 ページの 「警告および注意」を参照してくださ
い。

ワークステーションの内部コンポーネントを取り扱う場合には、サイド アクセス パネルを取り外す
必要があります。

このセクションでは、サイド アクセス パネルの取り外しと取り付けの方法を説明します。

サイド アクセス パネルの取り外し

サイド アクセス パネルは、以下の手順で取り外します。

表 5-3  ワークステーション コンポーネントの取り付け (続き)
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警告！ ワークステーションのサイド アクセス パネルを取り外す前に、ワークステーションの電源
が切れていること、および電源コードがコンセントから外されていることを確認してください。

1. 電源をワークステーションから外します (57 ページの 「分解前の手順」を参照)。

2. ケーブル ロックなどのロックがある場合は外します。

3. 以下の図に示すように、ハンドル  を引き上げ、カバーをシステム 2 の背面方向に 1/2 イン
チ (約 1.3 cm) スライドさせた後、カバーを回してシャーシ  から取り外します。

図 5-3  サイド アクセス パネルの取り外し

サイド アクセス パネルの取り付け

サイド アクセス パネルは、以下の手順で取り付けます。

1. サイド パネルの下側の溝とシャーシの下端を揃えます。

2. サイド パネルをシャーシ方向に回し、パネルを前方にスライドして上部カバーとラッチ上のフ
ィンガーをかみ合わせ、ラッチがかみ合うまでしっかり押します。

サイド アクセス パネル センサー (オプション)
注記： このコンポーネントの保守を行う前に、50 ページの 「警告および注意」を参照してくださ
い。

サイド アクセス パネル センサーは、サイド アクセス パネルが開いていることを検出するリモート
ソレノイドです。

このセクションでは、センサーの取り外しと取り付けの方法を説明します。

サイド アクセス パネル センサーの取り外し

サイド アクセス パネル センサーは、以下の手順で取り外します。

1. 電源をワークステーションから外します (57 ページの 「分解前の手順」を参照)。

2. サイド アクセス パネルを取り外します (58 ページの 「サイド アクセス パネルの取り外し」を
参照)。
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3. 以下の図に示すように、インライン シャーシ ケーブルからセンサー ケーブルを外します 。

図 5-4  サイド アクセス パネル センサーの取り外し

4. センサーをスライドさせてスロットに戻し、センサーを下に押し込み、シャーシから取り外しま

す 2。

サイド アクセス パネル センサーの取り付け

サイド アクセス パネル センサーを交換するには、上記の手順と逆の手順を実行します。

注記： センサーの金属製ブラケットは、センサー キットの一部で、最初にセンサーを取り付けると
きに取り付ける必要があります。

サイド アクセス パネル ソレノイド ロック

サイド アクセス パネル ソレノイド ロックにより、ローカル信号またはリモート信号で制御されるソ
レノイドを使ってサイド アクセス パネルをロックすることができます。

このセクションでは、サイド アクセス パネル ソレノイド ロックの取り外しと取り付けの方法を説明
します。

サイド アクセス パネル ソレノイド ロックの取り外し

サイド アクセス パネル ソレノイド ロックは、以下の手順で取り外します。

1. 電源をワークステーションから外します (57 ページの 「分解前の手順」を参照)。

2. サイド アクセス パネルを取り外します (58 ページの 「サイド アクセス パネルの取り外し」を
参照)。

3. サイド アクセス パネル ソレノイド ロック ケーブル  をシステム ボード から外します。

4. 以下の図に示すように、ソレノイド ロックを固定している 2 本のねじ 2 を取り外します。
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5. ソレノイド ロックを内側に引っ張ってから持ち上げ 、アセンブリをシャーシから取り外しま
す。

図 5-5  サイド アクセス パネル ソレノイド ロックの取り外し

サイド アクセス パネル ソレノイド ロックの取り付け

上記の手順と逆の手順を実行して、サイド アクセス パネル ソレノイド ロックを取り付けます。これ
には、ソレノイド ロック ケーブルのシステム ボードへの接続と、ソレノイド ロックのシャーシへの
固定が含まれます。

ベゼル

注記： このコンポーネントの保守を行う前に、50 ページの 「警告および注意」を参照してくださ
い。

このセクションでは、フロント シャーシ ベゼルの取り外しと取り付けの方法を説明します。

フロント ベゼルの取り外し

ベゼルは、以下の手順で取り外します。

1. サイド アクセス パネルを取り外します (58 ページの 「サイド アクセス パネルの取り外し」を
参照)。
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2. リリース タブを持ち上げ 、続いてフロント ベゼルを 2 のように傾けながらシャーシから取り
外します。

フロント ベゼルの取り付け

フロント ベゼルを取り付けるには、前のセクションで説明したタブを揃え、ベゼルを所定の位置に戻
します。

フロント パネル I/O デバイス

注記： このコンポーネントの保守を行う前に、50 ページの 「警告および注意」を参照してくださ
い。

このセクションでは、フロント パネル I/O デバイスの取り外しと取り付け方法を説明します。

フロント パネル I/O デバイスの取り外し

フロント パネル I/O デバイスは、以下の手順で取り外します。

1. 電源をワークステーションから外します (57 ページの 「分解前の手順」を参照)。

2. サイド アクセス パネルを取り外します (58 ページの 「サイド アクセス パネルの取り外し」を
参照)。

3. フロント ベゼルを取り外します (61 ページの 「フロント ベゼルの取り外し」を参照)。
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4. 以下の図に示すように、I/O デバイスの固定具から固定用のねじを取り外し、I/O デバイスをシャ
ーシから取り外します。

図 5-6  フロント パネル I/O デバイスの取り外し

5. 以下の図に示すように、フロント パネル I/O デバイスのケーブルをシステム ボードから外しま
す。

図 5-7  フロント パネル I/O ケーブルの取り外し

6. フロント パネル I/O デバイスをシャーシからゆっくりと取り外します。
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フロント パネル I/O デバイスの取り付け

フロント パネル I/O デバイスは、以下の手順で取り付けます。

1. フロント パネル I/O デバイス ケーブルを、取り外す前に通っていた穴と同じシャーシの穴に通
します。

2. フロント パネル I/O デバイスをシャーシ内に配置し、固定用のねじを取り外した順番と逆の順眼
で取り付けます。

3. 以下の図に示すように、フロント パネル I/O オーディオ  ケーブルと USB 2 ケーブルをシス
テム ボードに接続します。

注記： フロント パネル I/O デバイスには 1394a ケーブルもあります。このケーブルは、使用

ョンの 1394 拡張カードに接続できます。

図 5-8  フロント パネル I/O デバイス ケーブルの接続

電源ボタン

注記： このコンポーネントの保守を行う前に、50 ページの 「警告および注意」を参照してくださ
い。

このセクションでは、電源ボタンの取り外しと取り付けの方法を説明します。

電源ボタンの取り外し

電源ボタンは、以下の手順で取り外します。

1. 電源をワークステーションから外します (57 ページの 「分解前の手順」を参照)。

2. サイド アクセス パネルを取り外します (58 ページの 「サイド アクセス パネルの取り外し」を
参照)。

3. フロント ベゼルを取り外します (61 ページの 「フロント ベゼルの取り外し」を参照)。
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4. 次に示すように、電源ボタン ケーブルをシステム ボードから外します。

図 5-9  電源ボタン ケーブルの取り外し

5. タブ  をシャーシの内側から操作して、シャーシの外側に引き出します。

6. 電源ボタン 2 をシャーシから引き出します。

図 5-10  電源ボタンの取り外し

電源ボタンの取り付け

電源ボタンを再び取り付けるには、上記の手順と逆の手順を実行します。

オプティカル ディスク ドライブ

注記： このコンポーネントの保守を行う前に、50 ページの 「警告および注意」を参照してくださ
い。

このセクションでは、オプティカル ディスク ドライブの取り外しと取り付けの方法を説明します。
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オプティカル ベイからのオプティカル ディスク ドライブの取り外し

1. 電源をワークステーションから外します (57 ページの 「分解前の手順」を参照)。

2. サイド アクセス パネルを取り外します (58 ページの 「サイド アクセス パネルの取り外し」を
参照)。

3. フロント ベゼルを取り外します (61 ページの 「フロント ベゼルの取り外し」を参照)。

4. 以下の図に示すように、オプティカル ディスク ドライブからデータ ケーブル  と電源ケーブ

ル 2 を外します。

図 5-11  オプティカル ディスク ドライブ ケーブルの取り外し

5. 以下の図に示すように、緑色の DriveLock (ドライブロック) リリース レバー  を持ち上げ、ド

ライブをゆっくりとスライドさせてシャーシから取り外します 2。

図 5-12  オプティカル ディスク ドライブの取り外し
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オプティカル ベイへのオプティカル ディスク ドライブの取り付け

オプティカル ディスク ドライブは、以下の手順で取り付けます。

1. 電源をワークステーションから外します (57 ページの 「分解前の手順」を参照)。

2. サイド アクセス パネルを取り外します (58 ページの 「サイド アクセス パネルの取り外し」を
参照)。

3. フロント ベゼルを取り外します (61 ページの 「フロント ベゼルの取り外し」を参照)。

4. 以下の図に示すように、緑色のリリース レバー 
ィカル ディスク ドライブが止まるまで、ドライブをベイにスライドさせます。

ラッチを放し、ラッチが閉まりドライブがしっかりはまるまで、スライドさせてください 2。

図 5-13  オプティカル ディスク ドライブの取り付け

ヒント： 取り付け時に、隣接するディスク ドライブまたはフィラーが少し動くことがありま
す。両方のデバイスをスライドさせて揃えないと、リリース ラッチが閉まらず、デバイスがか
み合わない場合があります。

5. 以下の図に示すように、ドライブに電源ケーブルとデータ ケーブルを接続します(コンポーネン
トの位置については、サイド アクセス パネルのサービス ラベルを参照してください)。
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6. 以下の図に示すように、オプティカル ディスク ドライブのデータ ケーブルをシステム ボード上
の適切な SATA ポートに接続します。

図 5-14  電源ケーブルとデータ ケーブルの接続

ワークステーション スピーカー

注記： このコンポーネントの保守を行う前に、50 ページの 「警告および注意」を参照してくださ
い。

このセクションでは、ワークステーション スピーカーの取り外しと取り付けの方法を説明します。

ワークステーション スピーカーの取り外し

ワークステーション スピーカーは、以下の手順で取り外します。

1. 電源をワークステーションから外します (57 ページの 「分解前の手順」を参照)。

2. サイド アクセス パネルを取り外します (58 ページの 「サイド アクセス パネルの取り外し」を
参照)。

3. フロント ベゼルを取り外します (61 ページの 「フロント ベゼルの取り外し」を参照)。

4. 以下の図に示すように、スピーカー ケーブル  をシステム ボードから外します。

5. 図に示すように、2 本のねじ 2 を取り外します。
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6.  のようにスピーカーをシャーシからスライドさせて取り外します。

図 5-15  ワークステーション スピーカーの取り外し

ワークステーション スピーカーの取り付け

スピーカーを取り付けるには、上記の手順と逆の手順を実行します。

電源装置

注記： このコンポーネントの保守を行う前に、50 ページの 「警告および注意」を参照してくださ
い。

このセクションでは、電源装置の取り外しと取り付けの方法を説明します。

電源装置の取り外し

電源装置は、以下の手順で取り外します。

1. 電源をワークステーションから外します (57 ページの 「分解前の手順」を参照)。

2. サイド アクセス パネルを取り外します (58 ページの 「サイド アクセス パネルの取り外し」を
参照)。

3. シャーシの背面から 4 本のねじ  を取り外します。

4. システム ボードとすべての周辺機器 (ハード ディスク ドライブ、オプティカル ドライブ、その
他の必要に応じた機器) からすべての電源ケーブルを外します。
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5. 2 のように電源装置を内側にスライドしてから持ち上げ、シャーシから取り外します。

図 5-16  電源装置の取り外し

電源装置の取り付け

電源装置を取り付けるには、上記の手順と逆の手順を実行します。

電源接続

注記： このコンポーネントの保守を行う前に、50 ページの 「警告および注意」を参照してくださ
い。

次の図表を参考にして、電源ケーブルを見分けます。プロセッサのヒートシンク ファンを遮らないよ
うにケーブルを配線するか束ねます。
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図 5-17  標準的な構成における電源コネクタの位置

表 5-4  電源コネクタの説明

項目 説明 項目 説明

A 電源装置 G (P8) オプティカル ドライブ

B (P1) 主電源 H (P9) フロッピー ディスク ド
ライブ

C (P3) CPU 電源 I (P10) ハード ディスク ドラ

イブ

D (P12) PCIe 補助電源 J (P11) ハード ディスク ドラ

イブ

E (P4/P5) オプティカル ドライブ K (P13) 補助/フロッピー ディ

スク ドライブ

F (P6/P7) オプティカル ドライブ   

リア システム ファン

注記： このコンポーネントの保守を行う前に、50 ページの 「警告および注意」を参照してくださ
い。

このセクションでは、リア システム ファンの取り外しと取り付けの方法を説明します。
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リア システム ファンの取り外し

リア システム ファンは、以下の手順で取り外します。

1. 電源をワークステーションから外します (57 ページの 「分解前の手順」を参照)。

2. サイド アクセス パネルを取り外します (58 ページの 「サイド アクセス パネルの取り外し」を
参照)。

3. 次の図に示すように、リア システム ファンのケーブル  をシステム ボードから外します。

図 5-18  ファン ケーブルの取り外し

4. シャーシの背面から 4 本のねじ 2 を取り外し、ファンを内側に引っ張ってから持ち上げ 、シ
ャーシから引き出します。

リア システム ファンの取り付け

リア システム ファンを取り付けるには、上記の手順と逆の手順を実行します。

メモリ

注記： このコンポーネントの保守を行う前に、50 ページの 「警告および注意」を参照してくださ
い。

このセクションでは、メモリ モジュール (DIMM) の構成情報と取り外し/取り付け方法を説明します。

DIMM 取り付け時のガイドライン

● HP 認定の DDR3 DIMM のみを取り付けてください。

注意： HP は、電気的、熱量的にこのワークステーションに適合している DIMM のみを提供し
ています。サードパーティ製の DIMM は電気的または熱量的に適合しないことがあるので、HP
はサポートしていません。

● 業界標準の ECC アンバッファード DIMM のみを使用してください。ワークステーションと互換
性のある DIMM については、http://www.hp.com/go/quickspecs を参照してください。
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DIMM の取り付け順序

以下で、DIMM の正しい取り付け順序を確認してください。

図 5-19  DIMM の取り付け順序

サポートしている DIMM 構成

ワークステーションは次の DIMM 構成をサポートしています。

● DIMM スロット × 4

● 1 GB ～ 16 GB のメモリ構成

● ミラーリングのサポートなし

● DIMM スペアリングのサポートなし

BIOS のエラーと警告

無効なメモリ構成については、BIOS で警告/エラーが発生します。

● BIOS がプラグインされたメモリを無効にすることで有効なメモリ構成を検出できる場合、プラ
グインされたメモリを無効にした上で、POST 時に警告を報告します。ワークステーションの起
動は可能です。警告では、システム ボード上またはメモリ ライザ上の問題のある DIMM の位置
が示されます。

● BIOS がプラグインされたメモリを無効にしても有効なメモリ構成を検出できない場合、BIOS
は停止し、メモリ エラーの診断 2006 コードが表示されます (ビープ音と点滅が 5 回発生)。
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DIMM の取り外し

DIMM は、以下の手順で取り外します。

1. 電源をワークステーションから外します (57 ページの 「分解前の手順」を参照)。

2. サイド アクセス パネルを取り外します (58 ページの 「サイド アクセス パネルの取り外し」を
参照)。

注意：

に電源コードを外さないと、モジュールが損傷し、ワークステーションがメモリの交換を認識で
きないことがあります。

3. 次の図のように、DIMM のソケット レバーを外側にゆっくりと倒します 。

図 5-20  DIMM の取り外し

4. DIMM をまっすぐ上に持ち上げてソケットから取り出し 2、DIMM を静電防止袋に保管します。

DIMM の取り付け

DIMM は、以下の手順で取り付けます。

1. 電源をワークステーションから外します (57 ページの 「分解前の手順」を参照)。

2. サイド アクセス パネルを取り外します (58 ページの 「サイド アクセス パネルの取り外し」を
参照)。
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3. 次の図のように、DIMM のソケット レバーをゆっくりと外側に倒します。

図 5-21  DIMM ソケット レバーを開く

4. 次の図のように、DIMM のコネクタ キーと DIMM のソケット キーを揃え、DIMM をソケットに
しっかりと挿入します 。

注意： DIMM と DIMM ソケットには、正しく取り付けられるようにそれぞれ切り込みと突起が
あります。ソケットまたは DIMM 損傷を防ぐには、DIMM を取り付けるときに切り込みと突起を
正しく合わせてください。

図 5-22  DIMM の挿入

5. ソケット レバーを固定します 2。

拡張カード スロットの確認

注記： このコンポーネントの保守を行う前に、50 ページの 「警告および注意」を参照してくださ
い。
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このセクションでは、ワークステーションの拡張カード スロットについて説明し、カード構成情報を
示します。

スロットの確認と説明

次の図に、ワークステーションの拡張カード スロットを示します。

図 5-23  拡張カード スロットの識別

次の表に、ワークステーションの PCIe カード スロットの説明をまとめます。

表 5-5  PCI スロット

スロット タイプ スロット電力

(最大)

1 PCIe2 - x8(4) 25W

2 PCIe2 - x16 75W 75W

3 PCIe - x8(4) 25W

4 PCIe2 - x16 75W 75W

5 PCI 32/33 25W

6 PCI 32/33 25W

注記： x1、x4、x8、および x16 の識別子は、拡張スロットに配線されている電気的な PCIe レーン
の数を表します。たとえば、x16(8) は、拡張スロットが機械的に x16 分の長さのコネクタに 8 つの
PCIe レーンが配線されていることを示しています。x16 グラフィックス カードは挿入先のスロット
の帯域幅で動作します。

スロット 1 および 3 はオープンエンドの PCIe コネクタであるため、PCIe x16 カードの挿入が可能で
す。75W を超えるグラフィックス カードでは、補助電源ケーブル アダプタを使用する必要がありま
す。
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カード構成における電源装置に関する制限事項

注意： 故障を避けるため、ワークステーション全体の消費電力 (I/O カード、CPU、およびメモリを
含む) は、ワークステーション電源装置の最大定格を超えないでください。電源装置の詳細について
は、7 ページの 「電源装置の仕様」を参照してください。

475W 電源装置を使用する最大のグラフィックス構成では、2 枚の 75W カード (スロット 2 に 1 枚、
スロット 4 に 1 枚) を使用するか、または 1 枚の 150W カードをスロット 2 またはスロット 4 に使用
できます。

75W を超えるグラフィックス カードを使用している場合、隣接するスロットを空のままにします。
最大グラフィックス電力は、CPU とメモリの選択によって異なります。ワークステーションの構成に
関するその他の制限事項に従うことをお勧めします。

拡張カード スロットの選択

可能な場合、次のヒントを参考にして、拡張カードに適したスロットを選択してください。

● プライマリ グラフィックス カードは、グラフィックス用 PCIe x16 スロットに挿入します。

● セカンダリ グラフィックス カードは、2 番目のグラフィックス用 PCIe x16 スロットに挿入しま
す。

● フルレングス カードは、フルレングス カードをサポートするスロットに挿入します。

● 最適な冷却と静音環境を得るため、グラフィックス カードのヒートシンクとファンを妨害する
ことのないよう、グラフィックス カードの横にカードを挿入することは避けてください。これ
は、補助電源ケーブルを必要とするカードにおいて特に重要です。最適な結果を得るため、ヒー
トシンクとファンの横には小型カードを選択してください。

● カードは、そのインタフェース テクノロジーと最も適合するスロットに挿入します。

◦ PCIe Gen2 x8 カードは、PCIe Gen2 x8 スロットに挿入します。

◦ PCIe Gen1 x8 カードは、PCIe Gen1 x8 スロットに挿入します。

◦ PCIe Gen1 x4 カードは、PCIe Gen1 x4 スロットに挿入します。

◦ PCIe Gen1 x1 カードは、PCIe Gen1 x1 スロットに挿入します。

◦ PCI カードは、PCI スロットに挿入します。

◦ 可能であれば、PCIe x1 カードは、x1 スロットに挿入します。

● カード同士の距離はできるだけ空けてください。

● 最大の運用効率を得るため、次の基準に基づいてスロットを選択します。

◦ PCIe カード レーンの数を電気的に整合させます (たとえば、x4 スロットに x4 カードを挿
入します)。

◦ 電気レーンの数が多い

◦ レーンの数が少ないが、最も適合している (例: x16 カードを x8 スロットに、x8 カードを
x4 スロットに挿入)

● x1 コネクタがサポートするのは x1 カードのみです。ただし、x1 カードはどのスロットにも挿
入できるため、これによって将来のカード配置に問題が発生する可能性があります。
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● 内部配線のカードを取り付けてケーブルを整理し、ケーブルの密度を最小限に抑えます。ケーブ
ルによっては、他の拡張カードの上ではなく下に配線することがあります。

● 電磁妨害を防止するため、グラフィックス カードの横に外部ケーブルと接続するカードを取り
付けないようにします。

拡張カード

注記： このコンポーネントの保守を行う前に、50 ページの 「警告および注意」を参照してくださ
い。

PCIe の I/O スロットは、スロットに物理的に指定されている帯域幅よりも狭いバス帯域幅であれば、
他の PCIe カードも使用できます。

拡張カード スロットの説明

注記： x1、x4、x8、x16 の識別子は、拡張スロットまたは拡張カード スロットが収容できる信号の
数を表します。たとえば、x4(x8) は、4 つの信号を電気的に受信するよう設計されたカードを、8 信
号カード用に設計されたスロットに挿入できることを示します。

このスロットと PCIe カードの動作関係は、下の表で確認してください。

表 5-6  Workstation PCIe 互換性マトリクス

スロット メカニカルな互換性 電気的互換性

1 x8 コネクタ、オープンエンド PCIe2 (x4)

2 x16 コネクタ PCIe2 (x1、x4、x8、x16)

3 x8 コネクタ、オープンエンド* PCIe (x4)

4 x16 コネクタ PCIe2 (x1、x4、x8、x16)

* このスロットはオープンエンドであるため、PCIe x16 カードを挿入できます。

スロット 1、2、4 は PCIe GEN2 スロットです。

75W を超えるグラフィックス カードでは、補助電源ケーブル アダプタを使用する必要があります。

拡張カードの取り外し

拡張カードは、以下の手順で取り外します。

1. 電源をワークステーションから外します (57 ページの 「分解前の手順」を参照)。

2. サイド アクセス パネルを取り外します (58 ページの 「サイド アクセス パネルの取り外し」を
参照)。
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3. 拡張カード サポート が取り付けられている場合は、2 本のねじを取り、サポートを取り外しま
す。

図 5-24  拡張カード サポートの取り外し

4. 拡張カードに接続されているすべてのケーブルを外します。

5. 次の図のように、拡張カード固定クランプのレバーをシャーシの内側に押し込んで、固定クラン
プを開きます 。

図 5-25  拡張カードの取り外し

拡張カード スロットのラッチを外し 2、カードをゆっくりとシャーシから引き抜きます 。

6. 拡張スロット カバーを取り付けて、拡張カード固定クランプを閉じます。

拡張カード固定クランプが閉じない場合には、すべてのカードが正しく挿入されていることを確
かめて、やり直してください。

拡張カードの取り付け

ワークステーションでサポートされるグラフィックス カード、各グラフィックス カードのメモリ容
量、グラフィックス カード電源要件については、http://www.hp.com/go/quickspecs を参照してくださ
い。

JAWW コンポーネントの取り外しと取り付け 79

http://www.hp.com/go/quickspecs


拡張カードは、以下の手順で取り付けます。

1. 電源をワークステーションから外します (57 ページの 「分解前の手順」を参照)。

2. サイド アクセス パネルを取り外します (58 ページの 「サイド アクセス パネルの取り外し」を
参照)。

3. 以下の図に示すように、拡張カード固定クランプのレバーをシャーシの外側に押し込んで、固定
クランプを開きます 。

図 5-26  スロット カバーの取り外し

4. 拡張カード スロット カバーを引き上げて、シャーシから取り外します 2。

ヒント： 2 本の指でスロット カバーをつかみます。シャーシの内側と外側からつかみます。

5. カードを拡張カード ガイドに合わせます。

6.  に示すように、PCIe カード キーをスロット キーに合わせ、カードをスロットにしっかりと挿
入します。

7. 拡張カード固定クランプを戻して閉じます 。

PCI 固定クランプが閉じない場合には、すべてのカードが正しく挿入されていることを確かめ
て、やり直してください。

必要な場合、補助電源ケーブルをカードに接続します (図には表示していません)。

電池

注記： このコンポーネントの保守を行う前に、50 ページの 「警告および注意」を参照してくださ
い。

このセクションでは、電池の取り外しと取り付けの方法を説明します。

ワークステーションには、リアル タイム クロックに電源を供給する電池が付属しており、寿命はお
よそ 3 年です。

警告！  このワークステーションはリチウム電池を使用しています。電池を正しく取り扱わないと、
火災や化学火傷の恐れがあります。分解する、踏みつける、穴をあける、接点をショートさせる、液

ください。
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注意： 電池を取り外すと CMOS の設定情報は失われるので、その前に CMOS の設定情報をバック
アップします。CMOS の設定情報をバックアップするには、コンピュータ セットアップ (F10) ユー
ティリティで、[Save to Diskette] (フロッピー ディスクに保存) オプションを選択します。

注記： 電池、電池パック、蓄電池は、一般家庭ごみと一緒に廃棄しないでください。

電池の取り外し

電池は、以下の手順で取り外します。

1. 電源をワークステーションから外します (57 ページの 「分解前の手順」を参照)。

2. サイド アクセス パネルを取り外します (58 ページの 「サイド アクセス パネルの取り外し」を
参照)。

3. システム ボードにある電池ホルダーのリリース タブを押します。

4. 以下の図に示すように、バッテリ ホルダー上のタブ  を引っ張り、真上に持ち上げます 2。

電池の取り付け

電池は、以下の手順で取り付けます。

1. 電池の極性 (プラスとマイナス) を確認し、電池ホルダーに正しい向きで挿入します。

2. 電池の端をプラスチックのハウジング タブに合わせ、カチッと収まるまでゆっくりと押します。

ハード ディスク ドライブ

注記： このコンポーネントの保守を行う前に、50 ページの 「警告および注意」を参照してくださ
い。

このセクションでは、ハード ディスク ドライブの取り外しと取り付けの方法を説明します。
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ハード ディスク ドライブの取り外し

ハード ディスク ドライブは、以下の手順で取り外します。

1. 電源をワークステーションから外します (57 ページの 「分解前の手順」を参照)。

2. サイド アクセス パネルを取り外します (58 ページの 「サイド アクセス パネルの取り外し」を
参照)。

3. ドライブから電源ケーブルとデータ ケーブルを外します。

4. ハード ディスク ドライブの緑色のリリース タブ  を押し、図のようにハード ディスク ドライ

ブをシャーシからスライドさせます 2。

図 5-27  シャーシからのドライブの取り外し

5. 終了したら、サイド アクセス カバーを戻します。

ハード ディスク ドライブの取り付け

取り付け時のガイドライン

ワークステーションは通常、HDD と一緒に出荷されますが、別のドライブを追加してデータ ストレ
ージを拡張できます。

● SAS および SATA の場所を確認するために、ワークステーションのサイド アクセス パネルにあ
るサービス ラベルを参照してください。

● 別の HDD はワークステーションのタイプによって決まった順序で追加する必要があります。

● 取り付けた後、HDD に通常のブート ディスクである C:\ のドライブ文字を割り当てます。ドラ
イブ文字は、コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティを使用して割り当てます。

● 別の HDD を取り付けて、ワークステーションが別のドライブから起動するようにワークステー
ションの起動シーケンスを変更できます。起動シーケンスは、コンピュータ セットアップ (F10)
ユーティリティを使用して指定します。

● 別の HDD を取り付けると、追加プログラム、データ ファイル、およびバックアップ用のハー
ド ディスク容量が増えます。
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HDD ベイはシャーシ上にラベルが付いていません。 

ケーブルは、次の方法でシステム ボード コネクタに差し込みます。

● SATA HDD ケーブルは SATA ポート 0 から順番に差し込みます。

● SAS HDD ケーブルは、システム ボード コネクタに差し込まないで、別途の SAS コントロー
ラ カード (1 個) に差し込みます。

取り付け

HDD を取り付けるには、以下の手順を実行します。

1. ハード ディスク ドライブを取り付けるドライブ ベイを選択します。

2. シャーシ上で 4 つの絶縁グロメットねじを探します。

3. 次の図のように、4 つの絶縁グロメットねじを取り付けます。

図 5-28  グロメットねじの取り付け
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4. SAS ドライブを取り付ける場合、以下の図のように、SAS-to-SATA ケーブル アダプタを SAS
ハード ディスク ドライブ上のコネクタに取り付けます。

注記： SAS ドライブには、別途 SAS コントローラ プラグイン カードが 1 つが必要です。

図 5-29  ケーブル アダプタの取り付け

5. 以下の図のように、選択したベイの所定位置に固定されるまでハード ディスク ドライブを押し
込みます 。

図 5-30  HDD ドライブの取り付け

6. 電源ケーブル 2 をドライブに取り付け、データ ケーブル  を SATA ポートまたは SAS コント
ローラからハード ディスク ドライブに取り付けます。

注記：  SATA および SAS HDD のデータケーブルをシステム ボード (SATA HDD の場合) また
は SAS コントローラ カード (SAS HDD の場合) に接続するとき、小さい数字のドライブ コネク
タから使用してください。ハード ディスク ドライブ コネクタを見分けるには、サイド アクセ
ス パネルに張られているワークステーション サービス ラベルを参照してください。
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7. コンポーネントの取り付けに備えて取り外したすべてのコンポーネントを元通りに取り付けま
す。

CPU ヒートシンク

注記： このコンポーネントの保守を行う前に、50 ページの 「警告および注意」を参照してくださ
い。

このセクションでは、CPU ヒートシンクの取り外しと取り付けの方法を説明します。

CPU ヒートシンクの取り外し

ヒートシンクは、以下の手順で取り外します。

1. ワークステーションの電源を切ります (57 ページの 「分解前の手順」を参照)。

2. 電源をワークステーションから外します (57 ページの 「分解前の手順」を参照)。

3. サイド アクセス パネルを取り外します (58 ページの 「サイド アクセス パネルの取り外し」を
参照)。

4. 以下の図に示すように、CPU から対角線上にある 2 本のねじ  を、ねじ部がシステム ボードか

ら抜けるまでゆっくり均等に緩めます。もう 2 本のねじ 2 も同様にします。

注意： 1 つのねじを完全に緩めてから次のねじを緩めることはしないでください。CPU が水平
を保つように、すべてのねじを均等に少しずつ緩めます。

図 5-31  ヒートシンクのねじを緩める順序
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5. 次の図に示すように、CPU ヒートシンクのファン ケーブル  をシステム ボードから外します。

図 5-32  ヒートシンク ファン ケーブルの取り外し

6. ヒートシンクを持ち上げる前に、ヒートシンクを静かにひねって、CPU とヒートシンク間の熱
伝導材をはがします。

7. シャーシから CPU ヒートシンクを持ち上げて引き抜きます 2。

8. アルコールとやわらかい布を使って、残っている熱伝導材を ヒートシンクと CPU から拭き取り
ます。CPU とヒートシンクに付いたアルコールは完全に乾燥させます。

CPU ヒートシンクの取り付け

ヒートシンクは、以下の手順で取り付けます。

1. 電源をワークステーションから外します (57 ページの 「分解前の手順」を参照)。

2. サイド アクセス パネルを取り外します (58 ページの 「サイド アクセス パネルの取り外し」を
参照)。

3. CPU ヒートシンクを取り外します (85 ページの 「CPU ヒートシンクの取り外し」を参照)。

4. 次のいずれかの作業を行います。

● 元のヒートシンクを再び使用する場合は、熱伝導材を CPU 上面の中心部に塗ります。

● 新しい CPU ヒートシンクを使用する場合は、プロセッサに熱伝導材を塗布しないでくださ
い。新しいヒートシンクの表面にはすでに熱伝導材が塗布されています。その代わり、新し
いヒートシンクの底部から熱伝導材保護ライナーをはがしてください。

5. 4 つの取り付けねじとシステム ボードの取り付け穴を揃え、ヒートシンクを CPU に注意深く取
り付けます。

ヒートシンクのファンの正面がメモリ DIMM に向いた状態で、適切に配置されていることを確認
します。
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注意： ヒートシンクのねじは締め過ぎないでください。ねじを締め過ぎると、システム ボー
ド トレイのねじ穴が破損する恐れがあります。

1 つのねじを完全に締めてから、次のねじに移るのは避けてください。CPU が水平を保つよう
に、すべてのねじを均等に少しずつ締めます。

6. CPU ヒートシンクが水平を保つように、すべてのねじを少しずつ締めます。

7. ねじは対角線の順に 6.9 kg-cm (6 in-lbs) のトルクで、それぞれを少しずつ締めていきます。(1 度
できつく締めないでください。)

8. 次の図に示すように、CPU ヒートシンクのファン コネクタをシステム ボードに接続します。

図 5-33  ヒートシンク ファン ケーブルの接続

CPU
注記： このコンポーネントの保守を行う前に、50 ページの 「警告および注意」を参照してくださ
い。

このセクションでは、CPU の取り外しと取り付けの方法を説明します。

CPU の取り外し

CPU は、以下の手順で取り外します。

1. 電源をワークステーションから外します (57 ページの 「分解前の手順」を参照)。

2. サイド アクセス パネルを取り外します (58 ページの 「サイド アクセス パネルの取り外し」を
参照)。

3. CPU ヒートシンクを取り外します (85 ページの 「CPU ヒートシンクの取り外し」を参照)。
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4. 次の図に示すように、CPU ソケット レバーを引き上げ 、カバーを開きます 2。

注意： CPU ソケットの接点と CPU の下の金色のパッド部には触らないでください。CPU の
取り扱いには十分に注意し、取り扱うときは端を持ちます。

5. CPU をソケットから真上に持ち上げ 、CPU が損傷しないように静電気の発生しないケースに
入れて、安全な場所に保管します。

CPU の取り付け

注記： プロセッサ (CPU) はシステム ボード間で交換しないことをお勧めします。

CPU は、以下の手順で取り付けます。

1. 電源をワークステーションから外します (57 ページの 「分解前の手順」を参照)。

2. サイド アクセス パネルを取り外します (58 ページの 「サイド アクセス パネルの取り外し」を
参照)。

3. CPU ヒートシンクを取り外します (85 ページの 「CPU ヒートシンクの取り外し」を参照)。

4. CPU を取り外します (87 ページの 「CPU の取り外し」を参照)。

5. 細心の注意を払い、CPU ソケット レバーとカバーを完全に持ち上げます。

注意： CPU ソケットの接点は非常に壊れやすい部分です。ソケットに CPU を取り付けるとき
は、接点が折れ曲がらないように十分に注意してください。
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6. 以下の図に示すように、CPU 基板のノッチ (切り込み) とソケットのタブを揃えます。

CPU をソケットに収めます。CPU の下面と CPU ソケットが平行になっていることを確認しま
す。

7. CPU カバー プレートを軽く押しながら閉じ、CPU ソケット レバーを閉じます。

8. CPU ヒートシンクを交換し (86 ページの 「CPU ヒートシンクの取り付け」を参照)、サイド ア
クセス カバーを閉じます。

システム ボード

注記： このコンポーネントの保守を行う前に、50 ページの 「警告および注意」を参照してくださ
い。

このセクションでは、システム ボードの交換方法を説明します。

システム ボードの取り外し

システム ボードは、以下の手順で取り外します。

1. 電源をワークステーションから外します (57 ページの 「分解前の手順」を参照)。

2. サイド アクセス パネルを取り外します (58 ページの 「サイド アクセス パネルの取り外し」を
参照)。

3. すべての拡張ボードとグラフィックス カードを取り外し (78 ページの 「拡張カードの取り外
し」を参照)、次に CPU ヒートシンクを取り外します (85 ページの 「CPU ヒートシンクの取り
外し」を参照)。

ヒント： システム ボードからケーブルを外すときは、ケーブルの接続先を記録しておきま
す。詳細については、70 ページの 「電源接続」を参照してください。

4. システム ボードからすべてのケーブルを外します。
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5. 以下の図に示すように、リリース部をゆっくりと握っていきます 。

図 5-34  システム ボードの取り外し

6. システム ボードを少し持ち上げてリリース部から離し、シャーシの背面からボードを引き離し

て、システム ボードを上に持ち上げ、シャーシから引き出します 2。

システム ボードの取り付け

システム ボードは、以下の手順で取り付けます。

1. システム ボードの背面シャーシ側を少し下に傾けた状態で、ボードを挿入します。

2. リリース部に納めるため、ボードを下に押しながら戻します。ラッチが所定位置に納まります。

3. 取り外したすべてのコンポーネントとケーブルを取り付け直します(電源ケーブルの識別につい
ては、70 ページの 「電源接続」を参照してください)。

製品のリサイクル
HP では、使用済みの電子機器、HP 製インク カートリッジ、および充電式バッテリのリサイクルを
推奨しています。

HP コンポーネントや製品のリサイクルについては、http://www.hp.com/go/recycle を参照してくださ
い。
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6 診断とトラブルシューティング

この章では、システム関連の診断とトラブルシューティングに利用できるツールについて説明しま
す。以下の項目があります。

項目

91 ページの 「テクニカル サポートへのお問い合わせ」

92 ページの 「ID ラベルの貼付位置」

92 ページの 「保証に関する情報」

93 ページの 「診断のガイドライン」

94 ページの 「トラブルシューティング チェックリスト」

95 ページの 「HP トラブルシューティングのリソースとツール」

98 ページの 「トラブルシューティングのシナリオと解決方法」

109 ページの 「HP Vision Field Diagnostics を使用したセルフ トラ

ブルシューティング」

117 ページの 「診断コードとエラー」

テクニカル サポートへのお問い合わせ
テクニカル サポートが必要となる問題が発生することがあります。テクニカル サポートに電話をか
けるときは、次の準備をしてください。

● ワークステーションに簡単にアクセスできるようにします。

● ワークステーションのシリアル番号、製品番号、モデル名、モデル番号をメモして前に置いてお
きます。

● 該当するエラー メッセージをメモします。

● アドオン オプションをメモします。

● オペレーティング システムをメモします。

● サード パーティ製のハードウェアやソフトウェアをメモします。

● ワークステーションの前面にある LED の点滅状態を詳しくメモします。

● 問題に遭遇したときに使用していたアプリケーションをメモします。

● 該当する場合は、電源 BIST の状態をメモします。

JAWW テクニカル サポートへのお問い合わせ 91



注記： サービスまたはサポートに電話をかけると、ワークステーションの製品番号 (例: PS988AV)
を尋ねられることがあります。ワークステーションに製品番号が付いている場合、通常は、10 桁また
は 12 桁のシリアル番号の隣に記載されています。

注記： シリアル番号と製品番号のラベルは、ほとんどのモデルでは、上部パネルまたは装置の側
面、および装置の背面にあります。

世界各地のテクニカル サポートの電話番号を調べるには、http://www.hp.com/jp/websupport にアクセ
スして国/地域を選択し、左上の [Contact HP] (HP へのお問い合わせ) をクリックしてください。

ID ラベルの貼付位置
トラブルシューティングで使用するため、各ワークステーションには製品番号、シリアル番号、およ
び認証番号が表示されています。

各 HP ワークステーションには、下図に示すように、2 つの固有のシリアル番号ラベル  と COA
(Certificate of Authentication) ラベル 2 が貼付されています。

図 6-1  ワークステーションのラベル位置

通常、シリアル番号ラベルは、装置の上部パネルまたは側面、および装置の背面にあります (お持ち
のワークステーションとは外観が異なる場合があります)。カスタマー サービスに連絡するときは、
この番号を用意しておいてください。

製品番号は、通常はシリアル番号の隣にあります。

COA は Windows プレインストール システムのみに使用され、通常、装置の上部パネルまたは側面
の、シリアル番号ラベルの近くにあります。一部のワークステーションでは、装置の下部にある場合
もあります。

保証に関する情報
保証に関する基本情報は、http://www.hp.com/support/warranty-lookuptool にアクセスするか、ワーク
ステーションに付属する Documentation and Diagnostics CD を参照してください。
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既存の Care Pack に関する情報については、http://www.hp.com/go/lookuptool をご覧ください。

標準の製品保証を延長するには、http://www.hp.com/jp/carepack_fixed をご覧ください。HP Care Pack
サービスは、標準の製品保証を延長および拡張する、アップグレードされたサービス レベルを提供し
ます。

診断のガイドライン
ワークステーション、モニタ、ソフトウェアなどで問題が見つかった場合は、さらなる措置を講じる
前に、次のセクションに記載された一般的なヒントを参照して問題を特定してください。

起動時の診断

● ワークステーションとモニタの電源プラグが、正常に機能しているコンセントに差し込まれてい
ることを確認します。

● ディスケット、CD、および USB ドライブ キーをすべてシステムから取り外してから、システ
ムの電源を入れます。

● ワークステーションの電源が入っており、緑色の電源ランプが点灯していることを確認します。

● 出荷時にプレインストールされていたオペレーティング システム以外のオペレーティング シス
テムをインストールした場合は、そのオペレーティング システムがご使用のシステムでサポー
トされているかどうかを http://www.hp.com/go/quickspecs で確認してください。

● モニタの電源が入っており、緑色のモニタ電源ランプが点灯していることを確認します。モニタ
によっては、この機能を表示する LED がない場合もあります。

● モニタが暗い場合は、モニタの輝度とコントラストを調整します。

● ワークステーションに複数のビデオ ソースがインストールされており、モニタが 1 台のみの場
合は、プライマリ ディスプレイ アダプタにモニタが接続されている必要があります。他のモニ
タ コネクタは、起動時に無効になります。そのいずれかのポートにモニタが接続されている場
合、POST (電源投入時の自己診断テスト) 後、モニタは機能しません。デフォルトの VGA ソー
スは、コンピュータ セットアップ (F10) を使用して選択できます。

動作中の診断

● ワークステーションの前面にある LED が点滅していないか確認します。LED の点滅は特定のエ
ラー コードを表し、問題を診断する手助けとなります。診断ランプとビープ音の意味について
は、このマニュアルの117 ページの 「診断 LED とビープ音の意味」を参照してください。

● キーボードのいずれかのキーを押し続けます。ビープ音が鳴った場合、キーボードは正常に機能
しています。

● 接続が緩んでいたり、間違っていたりしないか、すべてのケーブルを確認します。

● キーボードのいずれかのキーか、電源ボタンを押すことによって、ワークステーションを復帰さ
せます。ワークステーションが一時停止モードのままの場合は、電源ボタンを 4 秒以上押し続け
ることによって、ワークステーションをシャットダウンします。その後、電源ボタンを再び押し
て、ワークステーションを再起動します。ワークステーションがシャットダウンしない場合は、
電源コードを抜き、数秒経ってから再び差し込みます。ワークステーションが再起動しない場合
は、電源ボタンを押して起動します。

● プラグ アンド プレイ対応でない拡張ボードや他のオプションを取り付けた場合は、ワークステ
ーションを再構成します。
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● 必要なデバイス ドライバがすべてインストールされていることを確認します。たとえば、プリ
ンタを接続した場合は、プリンタ ドライバをインストールする必要があります。

● ネットワーク上で作業している場合は、他のワークステーションで正常に機能しているケーブル
を使用してネットワークに接続します。ネットワーク プラグまたはケーブルに問題がある場合
があります。

● 最近新しいハードウェアを追加した場合は、そのハードウェアを取り外してワークステーション
が正常に機能するかどうかを確認します。

● 最近新しいソフトウェアをインストールした場合は、そのソフトウェアをアンインストールして
ワークステーションが正常に機能するかどうかを確認します。

● 画面に何も表示されない場合、ワークステーションに利用可能な異なるビデオ ポートがあれ
ば、モニタをそれに接続します。または、モニタを、正常に動作しているモニタと交換します。

● BIOS をアップグレードします。新しい機能のサポートや問題の修正プログラムが含まれた BIOS
の新しいリリースが発表されている可能性があります。

● 詳細については、http://www.hp.com/support/workstation_manuals にある『Maintenance and
Service Guide』 (メンテナンスおよびサービス ガイド) のトラブルシューティングの章を参照し
てください。

トラブルシューティング チェックリスト
診断ユーティリティを実行する前に、ワークステーションまたはソフトウェアのトラブルに対する解
決策がないか、次のチェックリストで調べてください。

● ワークステーションとモニタは電源が来ているコンセントに接続されているか。

● ワークステーションの電源は入っているか。

● 緑の電源ランプは点灯しているか。

● モニタに電源が入っているか。

● 緑のモニタ ランプは点灯しているか。

● モニタが暗いときは、モニタの輝度とコントラストを調整する。

● いずれかのキーを押し続ける。システムのビープ音が聞こえれば、キーボードは正常に動作して
います。

● ケーブル接続にゆるみがないか、正しく接続されているか調べる。

● プラグ アンド プレイ (PNP) 対応でない拡張ボードまたは他のオプション (ディスケット ドライ
ブなど) を取り付けた場合は、ワークステーションを再構成する。

● 必要なデバイス ドライバはすべてインストールされているか。

● 各アプリケーションのプリンタ ドライバはすべてインストールされているか。

● ワークステーションの電源を入れる前に、ディスケット、オプティカル ディスク、USB ドライ
ブ キーなどをドライブから取り出したか。

● BIOS のバージョン、ドライバ、ソフトウェアは最新になっているか。
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HP トラブルシューティングのリソースとツール
この項では、HP Help and Support Center、E サポート、およびトラブルシューティングに役立つヒ
ントについて説明します。

HP Help and Support Center
HP Help and Support Center は、Windows XP Help and Support Center ヘルプ機能を拡張する HP の
カスタム ユーザー インタフェースです。このカスタム ユーティリティを使用すると、[スタート] →
[Help and Support Center] (ヘルプとサポート センター) をクリックして、設定情報など、ご使用の
HP ワークステーションに関する特定の情報にアクセスできます。このインタフェースは、ご使用の
HP ワークステーションに関連する HP Web サイトへのカスタム ヘルプとサポート リンクも提供し
ています。

注記： カスタマイズした HP Help and Support Center は Windows XP Professional x64 Edition ま
たは Linux では利用できません。

注記： 現在のところ、HP Help and Support Center は Windows Vista では動作しません。

E サポート

オンライン アクセスとサポート リソースには、Web ベースのトラブルシューティング ツール、技術
情報データベース、ドライバとパッチのダウンロード、オンライン コミュニティ、障害予測通知サー
ビスなどがあります。

以下の Web サイトもご利用いただけます。

● http://www.hp.com– 役立つ製品情報を提供しています。

● http://www.hp.com/support/workstation_manuals– 最新のオンライン マニュアルを提供していま
す。

● http://www.hp.com/go/workstationsupport– ワークステーションの技術サポート情報を提供してい
ます。

● http://www.hp.com/jp/websupport– 世界各地の技術サポートの電話番号を掲載しています。Web
サイトにアクセスして国/地域を選択し、左下の [Contact HP] (HP へのお問い合わせ) をクリッ
クして電話番号にアクセスします。

● http://www.hp.com/support/workstation_swdrivers— ワークステーションのソフトウェアおよびド
ライバへのアクセスを提供します。

問題のトラブルシューティング

HP では、ご使用のシステムの問題のトラブルシューティングに役立つ Business Support Center (BSC)
を提供しています。BSC は充実したオンライン ツールへのポータルです。BSC にアクセスしてワー
クステーションの問題のトラブルシューティングを行うには、次の操作を実行します。

1. http://www.hp.com/go/workstationsupport にアクセスします。

2. 左側の [Business Support Center] (ビジネス サポート センター) メニューから [Troubleshoot
a problem] (問題のトラブルシューティング) を選択します。
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3. [Select your product] (製品の選択) (中央のウィンドウ) から、Workstations (ワークステーショ
ン) (personal computing (パーソナル コンピューティング) の下) を選択します。

4. [Select your product] (製品の選択) で、ワークステーションのシリーズとモデルに適してい
て、トラブルシューティングを行っている問題に該当する選択を引き続き行います。

Instant Support および Active Chat
HP Instant Support は Web ベースのサポート ツールのセットで、デスクトップ コンピューティン
グ、テープ ストレージ、印刷などに関する問題解決を自動化して加速します。

Active Chat を使用すると、Web を介して HP にサポート チケットを電子的に送信することができま
す。サポート チケットを送信すると、Active Chat はそのコンピュータに関する情報を収集してオン
ライン サポート担当者に転送します。情報の収集には、ご使用のコンピュータの構成にもよります
が、約 30 秒ほどかかります。サポート チケットを送信すると、ケース ID、ユーザーの国/地域にお
けるサポート時間、対応にかかる推定時間が記載された確認メッセージが返送されます。

HP Instant Support と Active Chat およびその使用方法の詳細については、http://www.hp.com/hps/
hardware/hw_professional.html をご覧ください。

注記： この機能は、Windows XP Professional x64 Edition または Linux では利用できません。

顧客アドバイス、Customer Bulletin と Security Bulletin、および顧客通知

アドバイス、Bulletin、および通知を検索するには、次の手順を実行します。

1. http://www.hp.com/go/workstationsupport にアクセスします。

2. 目的の製品を選択します。

3. [Resources for my selected product] (選択した製品のリソース) の下にある、[See more...] (参
照情報) を選択します。

4. ウィンドウ中央の [Self-Help resources:] (セルフヘルプ リソース:) の下にあるスクロール リス
トで目的の処置と適切な情報を選択し、索引を表示します。

Product Change Notification (製品変更通知)
製品変更通知 (PCN) は、製品に対して変更が加えられる場合に、製造プロセスでその変更が有効にな
る日の 30 ～ 60 日前にあらかじめ通知を行うプログラムです。PCN は、BIOS バージョンのアップデ
ートなど、変更の適用前に確認が必要となる可能性のある製品変更について、お客様に事前に通知し
ます。最新の PCN については、http://www.hp.com/go/workstationsupport をご確認ください。

役に立つヒント

ワークステーション、モニタ、ソフトウェアなどで問題が見つかった場合は、さらなる措置を講じる
前に、次の一般的なヒントを参照して問題を特定してください。

起動時

● ワークステーションとモニタの電源プラグが、正常に機能しているコンセントに差し込まれてい
ることを確認します。

● ディスケット、オプティカル ディスク、および USB ドライブ キーをすべてドライブから取り外
してから、ワークステーションの電源を入れます。

● ワークステーションの電源が入っており、緑色の電源ランプが点灯していることを確認します。
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● 出荷時にプレインストールされていたオペレーティング システム以外のオペレーティング シス
テムをインストールした場合は、そのオペレーティング システムがご使用のシステムでサポー
トされているかどうかを http://www.hp.com/go/quickspecs で確認してください。

● モニタの電源が入っており、緑色のモニタ電源ランプが点灯していることを確認します。

● モニタが暗い場合は、モニタの輝度とコントラストを調整します。

● ワークステーションに複数のビデオ ソースがインストールされており、モニタが 1 台のみの場
合は、プライマリ VGA アダプタとして選択されているソースにモニタを接続する必要がありま
す。他のモニタ コネクタは、起動時に無効になります。そのいずれかのポートにモニタが接続
されている場合、POST (電源投入時の自己診断テスト) 後、モニタは機能しません。デフォルト
の VGA ソースは、コンピュータ セットアップ (F10) を使用して選択できます。

操作中

● ワークステーションの前面にある LED が点滅していないか確認します。LED の点滅は特定のエ
ラー コードを表し、問題を診断する手助けとなります。診断ランプとビープ音の意味について
は、このマニュアルの「診断ランプとビープ音の意味」を参照してください。

● キーボードのいずれかのキーを押し続けます。ビープ音が鳴った場合、キーボードは正常に機能
しています。

● 接続が緩んでいたり、間違っていたりしないか、すべてのケーブルを確認します。

● キーボードのいずれかのキーか、電源ボタンを押すことによって、ワークステーションを復帰さ
せます。ワークステーションが一時停止モードのままの場合は、電源ボタンを 4 秒以上押し続け
ることによって、ワークステーションをシャットダウンします。その後、電源ボタンを再び押し
て、ワークステーションを再起動します。ワークステーションがシャットダウンしない場合は、
電源コードを抜き、数秒経ってから再び差し込みます。ワークステーションが再起動しない場合
は、電源ボタンを押して起動します。

● プラグ アンド プレイ対応でない拡張ボードや他のオプションを取り付けた場合は、ワークステ
ーションを再構成します。手順については、このマニュアルの「ハードウェアの取り付けに関す
るトラブル」を参照してください。

● 必要なデバイス ドライバがすべてインストールされていることを確認します。たとえば、プリ
ンタを接続した場合は、プリンタ ドライバをインストールする必要があります。

● ネットワーク上で作業している場合は、他のワークステーションで正常に機能しているケーブル
を使用してネットワークに接続します。ネットワーク プラグまたはケーブルに問題がある場合
があります。

● 最近新しいハードウェアを追加した場合は、そのハードウェアを取り外してワークステーション
が正常に機能するかどうかを確認します。

● 最近新しいソフトウェアをインストールした場合は、そのソフトウェアをアンインストールして
ワークステーションが正常に機能するかどうかを確認します。

● 画面に何も表示されない場合、ワークステーションに利用可能な異なるビデオ ポートがあれ
ば、モニタをそれに接続します。または、モニタを、正常に動作しているモニタと交換します。

● BIOS をアップグレードします。新しい機能のサポートや問題の修正プログラムが含まれた BIOS
の新しいリリースが発表されている可能性があります。

● 詳細については、 http://www.hp.com/support/workstation_manuals にある『 Service and
Technical Reference Guide』 (サービスおよびテクニカル リファレンス ガイド) のトラブルシュ
ーティングの章を参照してください。
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モニタ ディスプレイのカスタマイズ

モニタのモデル、リフレッシュ レート、画面解像度、色設定、フォント サイズ、電力管理設定など
は、手動で選択または変更できます。ディスプレイの設定を変更するには、デスクトップを右クリッ
クし、[Properties] (プロパティ) をクリックします。詳細については、グラフィックス コントロー
ラ ユーティリティに付属のオンライン ドキュメントまたはモニタに付属のドキュメントを参照して
ください。

トラブルシューティングのシナリオと解決方法

ィング シナリオや考えられる解決法についての広範な概要を示します。

注記： Linux のトラブルシューティングの詳細については、『HP Linux ワークステーション ユーザ
マニュアル』を参照してください。このマニュアルは http://www.hp.com/support/linux_user_manual
(英語) から入手できます。

軽微なトラブルの解決方法

表 6-1  軽微なトラブル

トラブル 原因 考えられる解決法

ワークステーションがフリー

ズしているようで、電源ボタ

ンを押してもシャットダウン

できない。

ソフトウェアによる電源スイッチ

の制御が働かない。

1. 電源ボタンを 4 秒以上押し続けて、ワークステーショ

ンをシャットダウンします。

2. コンセントからプラグを抜きます。

3. ワークステーションを再起動します。

ワークステーションがフリー

ズしている。

使用中のプログラムがコマンド応

答を停止している。

1. 可能であれば、Windows のタスク マネージャを使用

して、問題のあるプロセスを特定して終了させます。

2. 通常の Windows のシャットダウン手順を試します。

3. 電源ボタンを使ってワークステーションを再起動しま

す。

ワークステーションの日付と

時間の表示が正しくない。

リアルタイム クロック (RTC) の
電池交換が必要。

1. コントロール パネルで日付と時間を再設定します。

2. RTC の電池を交換します。

ワークステーションがときど

き一時停止する。

ネットワーク ドライバがロード

されているがネットワーク接続さ

れていない。

ネットワーク接続を行うか、コンピュータ セットアップ

(F10) ユーティリティまたは Microsoft Windows のデバイ

ス マネージャを使用してネットワーク コントローラを無効

にします。

テンキーの矢印キーでカーソ

ルが動かない。

[Num Lock] キーがオンになって

いる。

[Num Lock] キーを押します。[Num Lock] キーはコンピュ

ータ セットアップ (F10) ユーティリティでも無効または有

効にできます。

パフォーマンスが低下してい

る。

プロセッサが高温になっている。 1. ワークステーションの通気が妨げられていないか確認

します。

2. シャーシ ファンが接続され、正しく機能していること

を確認します。一部のファンは、必要なときのみ動作

します。

3. プロセッサ ヒートシンクが正しく取り付けられている

ことを確認します。
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トラブル 原因 考えられる解決法

ハード ディスク ドライブがフル。 ハード ディスク ドライブのデータを転送して、ハード デ
ィスク ドライブに空きスペースを作ります。

ワークステーションの電源が

自動的に切れ、電源 LED が 1
秒間隔で 2 回赤く点灯、2 秒
間休止、続けてビープ音が 2
回聞こえた。

プロセッサのサーマル保護が動

作。

ファンがブロックされているか動

作していない。

または

プロセッサ ヒートシンクがプロ

セッサに正しく取り付けられてい

ない。

1. ワークステーションの通気が妨げられていないか確認

します。

2. アクセス パネルを開いて、ワークステーションの電源

ボタンを押します。

3. システム ファンが回転していることを確認します。

4. プロセッサ ヒートシンク ファンの回転を確認しま

す。回転しない場合は、ファン ケーブルがシステム

ボードに接続されていること、およびヒートシンクが

正しく取り付けられていることを確認します。

5. プロセッサ ヒートシンクを交換します。

システムに電源が入らず、ワ

ークステーション前面の LED
が点滅しない。

システムに電源が入らない。 電源ボタンを 4 秒より短い時間押し続けます。ハード ディ

スク ドライブの LED が緑に点灯したら、以下の手順を実

行します。

1. 不良デバイスを突き止めるため、すべてのデバイスを

一度に 1 つずつ取り外します。

a. ワークステーションの AC 電源を切ります。

b. デバイスを 1 つ取り外します。

c. 電源コードを接続して、ワークステーションをリ

ブートします。

2. 不良デバイスが特定できるまで、この手順を繰り返し

ます。グラフィックス カードは、最後に取り外しま

す。不良デバイスを交換します。

3. 不良デバイスが見つからなかった場合は、システム ボ
ードを交換します。

または

表 6-1  軽微なトラブル (続き)
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トラブル 原因 考えられる解決法

1. 電源ボタンを 4 秒より短い時間押し続けます。ハー

ド ディスク ドライブの LED が点灯しないときは、以

下のタスクを実行します。

a. 通電している AC コンセントにワークステーショ

ンが接続されていることを確認します。

b. 電源ボタンのハーネスがフロント パネル I/O デ
バイス アセンブリのコネクタに接続されている

ことを確認します。

2. 電源装置のケーブルがシステム ボードに接続されてい

ることを確認します。

3. 電源装置の動作を確認します。

a. AC 電源ケーブルを抜きます。

b. 内部電源装置のケーブルをシステム ボードから

取り外します (シャーシから電源装置を取り外す

必要はありません)。

c. AC 電源ケーブルをもう一度差し込みます。

● 電源装置のファンが回転し、BIST LED
(100 ページの 「電源装置のテスト方法」を

参照) が点灯すれば、電源装置は正常です。

システム ボードを交換します。

● 電源装置のファンが回転しないか、LED
(100 ページの 「電源装置のテスト方法」を

参照) が点灯しない場合は、電源装置を交換

します。

電源装置に関するトラブルの解決方法

このセクションでは、電源装置に関するトラブルシューティング シナリオを示します。

電源装置のテスト方法

電源装置を交換する前に、BIST (内蔵セルフ テスト) 機能を使用して電源装置がまだ動作するかどう
かを調べます。

電源装置は、以下の手順でテストします。

1. AC 電源のプラグを抜きます。

2. 内部電源装置のケーブルをシステム ボードから取り外します (シャーシから電源装置を取り外す
必要はありません)。

3. AC 電源を接続して以下の項目を確認します。

● ワークステーション背面の緑の BIST LED が点灯していて、ファンも回転していれば、電源
装置は動作しています。

● 緑の BIST LED が点灯していないか、または ファンが回転していない場合は、電源装置を
交換します。

表 6-1  軽微なトラブル (続き)
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本サービス ガイドの「リア パネルのコンポーネント」セクションを参照して、本ワークステーショ
ンの BIST LED の位置を確認します。

表 6-2  電源装置に関するトラブル

トラブル 原因 解決方法

電源装置が間欠的に落ちる。 電源装置の障害。 電源装置を交換します。

ワークステーションの電源が切

れ、電源 LED が 1 秒間隔で 2 回赤

く点滅、2 秒休止する。

プロセッサのサーマル保護が

動作。

ファンがブロックされている

か動作していない。

または

プロセッサ ヒートシンク ファ

ン アセンブリがプロセッサに

正しく取り付けられていない。

1. ワークステーションの通気が妨げられていないか確

認します。

2. アクセス パネルを開いて、ワークステーションの電

源ボタンを押します。

3. システム ファンが回転していることを確認します。

4. プロセッサ ヒートシンク ファンの回転を確認しま

す。

ヒートシンク ファンが回転しない場合は、ファン ケ
ーブルがシステム ボードに接続されているか確認し

ます。ファンが正しく取り付けられていることを確

認します。

5. プロセッサ ヒートシンクを交換します。

電源 LED が 2 秒に 1 回赤く点灯す

る。

電源障害 (電源装置の過負荷)。 1. デバイスが原因になっていないか確認するために、

以下の手順を実行します。

a. AC 電源を切断します。

b. 取り付けられているデバイスすべてを取り外し

ます。

c. ワークステーションの電源を入れます。

システムが POST に入る場合、以下の手順を実行し

ます。

a. ワークステーションの電源を切ります。

b. 一度に 1 つずつデバイスを元に戻し、障害が発

生するまでこの手順を繰り返します。
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トラブル 原因 解決方法

c. 障害の原因になっているデバイスを交換しま

す。

d. 一度に 1 つずつデバイスを追加し続け、すべて

のデバイスが機能することを確認します。

2. 電源装置の動作を確認します。

a. AC 電源を切断します。

b. 内部電源装置のケーブルをシステム ボードから

取り外します (シャーシから電源装置を取り外

す必要はありません)。

c. AC 電源のプラグを差し込みます。

● 電源装置のファンが回転し、LED
(100 ページの 「電源装置のテスト方法」

を参照) が点灯すれば、電源装置は正常で

す。システム ボードを交換します。

● 電源装置のファンが回転しないか、LED
(100 ページの 「電源装置のテスト方法」

を参照) が点灯しない場合は、電源装置を

交換します。

ディスケットに関するトラブルの解決方法

表 6-3  ディスケットに関するトラブル

トラブル 原因 解決方法

ディスケット ドライブのランプが

点灯したままになる。

ディスケットが損傷している。 1. [スタート] を右クリックして [エクスプローラ] を
選択し、ドライブを選択します。

2. [ファイル] → [プロパティ] → [ツール] の順に選択

します。

3. [エラーチェック] で [チェックする] をクリックしま

す。

ディスケットが正しく挿入され

ていない。

ディスケットを取り出し、入れなおします。

ディスケットのファイルが壊れ

ている。

プログラム ディスクをチェックします。

ドライブ ケーブルが正しく接続

されていない。

電源ケーブルを接続しなおし、4 つのピンがすべて接続

されているか確認します。

ドライブが認識されない。 ケーブルが緩んでいる。 ディスケット ドライブのデータ ケーブルと電源ケーブ

ルを接続しなおします。

リムーバブル ドライブが正しく

取り付けられていない。

ドライブを取り付けなおします。

表 6-2  電源装置に関するトラブル (続き)
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トラブル 原因 解決方法

ディスケット ドライブからディス

ケットに書き込めない。

ディスケットがフォーマットさ

れていない。

ディスケットをフォーマットします。

ディスケットが書き込み禁止に

なっている。

別のディスケットを使うか書き込み禁止を解除します。

間違ったドライブに書き込んで

いる。

パス指定時のドライブ名を確認します。

ディスケットに十分な空き領域

がない。

別のディスケットを使用します。

ディスケットの書き込み制御が

有効になっている。

コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティを使用

して、ストレージのセキュリティ機能が無効に設定され

ていないか確認します。

ディスケットが損傷している。 損傷しているディスケットを交換します。

ディスケットをフォーマットできな

い。

無効なメディアと表示される。 MS-DOS でフォーマットするときは、ディスケットの容

量を指定しなければならないことがあります。

たとえば、A ドライブの 1.44-MB のディスケットをフォ

ーマットするには、MS-DOS のプロンプトで次のコマン

ドを入力します。FORMAT A: /F:1440

ディスク トランザクションでトラ

ブルが発生した。

ディレクトリ構造またはファイ

ルに問題がある。

1. [スタート] を右クリックして [エクスプローラ] を
選択し、ドライブを選択します。

2. [ファイル] → [プロパティ] → [ツール] の順に選択

します。

3. [エラーチェック] で [チェックする] をクリックしま

す。

ディスケットが読めない。 ディスケットがフォーマットさ

れていない。

ディスケットをフォーマットします。

ドライブ タイプに合わないディ

スケット タイプを使用してい

る。

使っているドライブのタイプを確認し、正しいディスケ

ットのタイプを使用します。

間違ったドライブから読み込も

うとしている。

パス指定時のドライブ名を確認します。

ディスケットが損傷している。 新しいディスケットと交換します。

Invalid system disk というメッセ

ージが表示される。

ワークステーションの起動に必

要なシステム ファイルが入って

いないディスケットがドライブ

に挿入されている。

ドライブの動作が停止したら、ディスケットを取り出し

スペースバーを押します。ワークステーションは、次の

ブート順序のデバイスからの起動を試みます。

ディスケット エラーが発生し

た。

電源ボタンを押してワークステーションを再起動しま

す。

表 6-3  ディスケットに関するトラブル (続き)
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トラブル 原因 解決方法

ディスケットからブートできない。 ディスケットがブート可能でな

い。

ブート可能なディスケットと交換します。

コンピュータ セットアップ ユ
ーティリティでディスケット ブ
ートが無効になっている。

コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティを実行

し、[Storage] (ストレージ) → [Boot Order] (ブート順

序) でディスケット ブートを有効にします。

コンピュータ セットアップ ユ
ーティリティでディスケット ブ
ートが無効になっている。

コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティを実行

し、[Storage] (ストレージ) → [Storage Options] (スト

レージ オプション) で Removable Media Boot を有効に

します。

ディスケットの MBR 確認が有

効になっている。

コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティを実行

し、[Storage] (ストレージ) → [Storage Options] (スト

レージ オプション) でディスケットの MBR 確認を無効

にします。

ハード ディスク ドライブに関するトラブルの解決方法

表 6-4  ハード ディスク ドライブに関するトラブル

トラブル 原因 解決方法

ハード ディスク ドライブ エラー

が発生。

ハード ディスクに不良セクタ

または障害がある。

不良セクタの位置を特定して、利用できないようにブロッ

クします。必要なら、ハード ディスクを再フォーマット

します。

ドライブが BIOS で検出されている場合には、DPS 自己

診断テストを実行します。

ディスク トランザクションの問題

が発生する。

ディレクトリ構造が不良か、

ファイルに問題がある。

1. [スタート] を右クリックして [エクスプローラ] を選

択し、ドライブを選択します。

2. [ファイル] → [プロパティ] → [ツール] の順に選択し

ます。

3. [エラーチェック] で [チェックする] をクリックしま

す。

表 6-3  ディスケットに関するトラブル (続き)
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トラブル 原因 解決方法

ドライブが識別されない。 ケーブルが正しく接続されて

いない。

ワークステーションに外部接続している場合は、データ

ケーブルと電源ケーブルがハード ディスク ドライブとし

っかり接続されているか確認します。(接続の詳細につい

ては、このガイドの「ハード ディスク ドライブ」セクシ

ョンを参照してください)。

ハード ディスク ドライブが正

しく取り付けられていない。

筐体内のドライブの場合、ドライブやシャーシ内のコネク

タが破損していないか確認します。

正しく接続されるようにシャーシ内のハード ディスク ド
ライブとキャリアを取り付けなおします(接続の詳細につ

いては、このガイドの「ハード ディスク ドライブ」セク

ションを参照してください)。

システムは、新しく取り付け

られたデバイスを自動的には

認識しない場合がある。

1. コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティを

実行します。

2. システムが新しいデバイスを認識しない場合、その

デバイスがコンピュータ セットアップ (F10) ユーテ

ィリティ内のリストに載っているか確認します。

リストに載っている場合、原因はドライブにあると

考えられます。リストに載っていない場合、原因は

ハードウェアにあると考えられます。

3. 新しく取り付けたドライブの場合は、[セットアッ

プ] に入り、[Advanced] （カスタム) → [Power-On]
(電源投入) で POST 遅延を追加してみます。

電源が入った直後、ドライブ

の応答が遅い。

コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティを実行

し、[Advanced] (カスタム) → [Power-On Options] (電源投

入時オプション) で POST 遅延を増加します。

「Nonsystem disk or NTLDR
missing」というメッセージが表示

される。

システムを、ブート可能でな

いディスケットから起動しよ

うとしている。

ディスケット ドライブからそのディスケットを取り出し

ます。

システムを、損傷したハード

ディスク ドライブから起動し

ようとしている。

1. ディスケット ドライブにブート可能ディスクを挿入

し、ワークステーションを再起動します。

2. ハード ディスク ドライブに相変わらずアクセスでき

ず MBR セキュリティが有効になっている場合に

は、セットアップに入り、[Security] (セキュリテ

ィ) → [Restore Master Boot Record] (マスタ ブー

ト レコードの復元) を選択して、前に保存された

MBR イメージを復元します。

システム ファイルが存在しな

いか、または正しくインスト

ールされていない。

1. ブート可能システム ディスクを挿入して再起動しま

す。

2. ハード ディスク ドライブのパーティショニングとフ

ォーマットが済んでいることを確認します。

3. 必要に応じて、オペレーティング システムに合った

システム ファイルをインストールします。

ハード ディスク ドライブ ブー

トがコンピュータ セットアッ

プ ユーティリティで無効にさ

れている。

コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティを実行

し、[Storage] (ストレージ) → [Boot Order] (ブート順序)
のリストでハード ディスク ドライブのエントリを有効に

します。

ワークステーションが起動できな

い。

ハード ディスク ドライブが損

傷している。

ハード ディスク ドライブを交換します。

表 6-4  ハード ディスク ドライブに関するトラブル (続き)
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ディスプレイ モニタに関するトラブルの解決方法

表 6-5  ディスプレイ モニタに関するトラブル

トラブル 原因 解決方法

ブランク画面 (ビデオ信号なし) ケーブルの接続が間違ってい

る。

モニタからワークステーションへのケーブル接続、および

電源が来ているコンセントにケーブルが接続されているか

チェックします。

モニタの電源が入っていない。 モニタの電源をオンにします (LED が点灯)。LED 信号の

説明は、モニタのマニュアルを参照してください。

スクリーン セーバー ユーティ

リティがインストールされて

いるか、省電力機能が有効に

なっている。

どれかキーを押すかマウス ボタンをクリックします。パ

スワードが設定されていたら、自分のパスワードを入力し

ます。

システム ROM 不良。システム

が FailSafe Boot Block モード

で動作している (8 つのビープ

音で知らせる)。

ROMPaq を使用して ROM を再フラッシュします。

指定した解像度で固定同期モ

ニタが同期しない。

モニタが、指定した解像度と同じ水平走査周波数で動作可

能な仕様であることを確認します。

コンピュータが休止モードに

なっている。

電源ボタンを押して、休止モードからレジュームします。

ワークステーションのモニタ

設定がモニタに合っていない。

1. 画面の右下に [Press F8] (F8 を押してください) が
表示される場合は、ワークステーションを再起動

し、スタートアップ時に [F8] キーを押します。

2. キーボードの矢印キーを使って [Enable VGA
Mode] (VGA Mode を有効にする) を選択し、

[Enter] キーを押します。

3. Windows の [コントロール パネル] で [画面] アイコ

ンをダブルクリックし、[設定] タブを選択します。

4. スライド コントロールを使用して解像度を設定しな

おします。

ディスプレイは、POST 中は正し

く動作するが、オペレーティング

システムが動作を開始するとブラ

ンク表示になる。

オペレーティング システムの

ディスプレイ設定が、使用し

ているグラフィックス カード

とモニタに合っていない。

1. Windows の場合は、ワークステーションを VGA モ
ードで再起動します。

2. オペレーティング システムが起動したら、使用して

いるグラフィックス カードとモニタに合うようにデ

ィスプレイ設定を変更します。

3. ディスプレイ設定の変更については、オペレーティ

ング システムとグラフィックス カードのマニュアル

を参照してください。

電源 LED が 1 秒間隔で 6 回赤く点

滅、2 秒休止し、ワークステーシ

ビデオ初期設定前のグラフィ グラフィックス カードがあるシステムでは、

1. グラフィックス カードを装着し直します。

2. グラフィックス カードを交換します。

3. システム ボードを交換します。

省電力機能を使うと、モニタが動

作しない。

省電力機能なしのモニタを、

省電力機能を有効にして使っ

ている。

モニタの省電力機能を無効にします。
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トラブル 原因 解決方法

文字がかすんでいる 輝度とコントラストの設定が

適正でない。

モニタの輝度とコントラストを調節します。

ケーブルが正しく接続されて

いない。

グラフィック ケーブルが、グラフィックス カードとモニ

タに接続されているか確認します。

ビデオがぼやけている、または必

要な解像度に設定できない

グラフィック コントローラが

アップグレードされている場

合、正しいビデオ ドライバが

ロードされていない可能性が

ある。

アップグレード キットに付属するビデオ ドライバをイン

ストールするか、グラフィックス カードの最新のドライ

バを http://welcome.hp.com/country/us/en/support.html か
らダウンロードしてインストールします。

要求した解像度で、モニタが

表示されない。

要求の解像度を変更します。

画像の割れ、うねり、乱れ、ちら

つきがある。

モニタのケーブルが正しく接

続されていない、またはモニ

タの調整不良。

1. モニタのケーブルがワークステーションにしっかり

接続されているか確認します。

2. CRT モニタが複数あるシステムの場合は、モニタの

電磁界が互いに干渉していないことを確認します。

必要に応じてモニタを離します。

3. モニタ近くの蛍光灯またはファンを移動します。

モニタの消磁が必要。 モニタを消磁します。

CRT モニタに電源を入れたとき、

内部で振動やカタカタ音がする。

モニタの消磁コイルが動作し

ている。

現在解決方法はありません。モニタに電源を入れたとき消

磁コイルが動作するのは正常です。

CRT モニタの内部でカチカチとい

う音がする。

モニタ内で電磁リレーが動作

している。

現在解決方法はありません。電源をオン/オフするとき、

スタンバイ モードに出入りするとき、解像度を変更する

とき、カチカチいう音を出すモニタがありますが、これは

正常です。

フラット パネル モニタの中から高

い音が出る。

輝度とコントラストの設定が

高過ぎる。

輝度とコントラストの設定を下げます。

フォーカスが甘い、筋が出る、ゴ

ーストが出る、線が水平スクロー

ルする、薄い縦線が出る、表示を

画面中央に調整できない (フラッ

ト パネル モニタでアナログ VGA
入力を使用している場合のみ)。

フラット パネル モニタの内部

デジタル変換回路は、グラフ

ィックス カードの同期出力を

正しく変換できない場合があ

る。

1. モニタの画面に表示されるメニューから、[Auto-
Adjustment] (モニタの自動調整) オプションを選択

します。

2. モニタの画面に表示されるメニューで、[Clock and
Clock Phase] (クロックとクロック位相) を手動で同

期します。

3. 同期調整の補助に使用する SoftPaq SP22333 をダウ

ンロードします。

正しく表示されない記号がある。 使用しているフォントが、そ

の記号をサポートしていない。

適切な記号を文字コード表で探して選択します。

[スタート] → [すべてのプログラム] → [アクセサリ] → [シ
ステム ツール] → [文字コード表] の順に選択します。文

字コード表の記号は、ドキュメントにコピーすることもで

きます。

表 6-5  ディスプレイ モニタに関するトラブル (続き)
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オーディオに関するトラブルの解決方法

表 6-6  オーディオに関するトラブル

トラブル 原因 解決方法

スピーカーまたはヘッドホンから

音が出ない。

ソフトウェアで設定するボ
リュームが最低になっている。

タスク バーの [スピーカー] アイコンをダブルクリック

し、ボリューム スライダで音量を調節します。

外部スピーカーがオンになっ

ていない。

外部スピーカーをオンにします。

外部スピーカーが間違ったオ

ーディオ ジャックに接続され

ている。

スピーカーの接続については、サウンド カードのマニュ

アルを参照してください。

デジタル CD オーディオが有

効になっていない。

デジタル CD オーディオを次のようにして有効にします。

1. [コントロール パネル] から [システム] を選択します。

2. [ハードウェア] タブで [デバイス マネージャ] ボタン

を選択します。

3. [CD/DVD] デバイスを右クリックして [プロパティ]
を選択します。

4. [プロパティ] タブで [この CD-ROM デバイスでデジ

タル音楽 CD を使用可能にする] にチェックが付いて

いることを確認します。

ライン アウト コネクタに接続

されているヘッドホンまたは

デバイスが消音 (ミュート) に
なっている。

ヘッドホンまたは外部スピーカーの電源を入れるか、ヘッ

ドホンまたは外付けスピーカーの接続を外します。

音量が消音 (ミュート) になっ

ている。

1. [コントロール パネル] から、[サウンド、音声、およ

びオーディオ デバイス] を選択し、[サウンドとオー

ディオ デバイス] を選択します。

2. [ミュート] チェックボックスの選択を解除します。

コンピュータがスタンバイ モ
ードになっている。

電源ボタンを押してスタンバイ モードからレジュームし

ます。

スピーカーまたはヘッドホンから

ノイズも音も出ない。

1. ステレオ ジャック付きのデジタル スピーカーを使っ

ていて、システムが自動的にデジタルに切り替わる

ようにしたい場合、ステレオからモノラルに変換す

るアダプタによる自動認識機能を使うか、またはマ

ルチメディア デバイスのプロパティを使ってオーデ

ィオ信号をアナログからデジタルに切り替えます。

2. ヘッドホン用のモノラル ジャックがある場合、マル

チメディア デバイスのプロパティを使ってシステム

をアナログ出力に切り替えます。

注記： 出力モードをデジタルに設定すると、自動

認識モードまたはアナログ モードに戻すまで、内部

スピーカーと外部アナログ スピーカーはオーディオ

を出力しません。

出力モードをアナログに設定すると、出力モードを

自動認識またはデジタル モードに戻すまで、外部デ

ジタル スピーカーは動作しません。
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トラブル 原因 解決方法

サウンドが断続的に途切れる。 プロセッサのリソースを他の

実行中アプリケーションが使

っている。

プロセッサのリソースを多量に使うアプリケーションをす

べてシャットダウンします。

オーディオを録音している間、ワ

ークステーションがロックされる。

ディスクに空きがない可能性

がある。

1. 録音を始める前に、ハード ディスクに空きスペース

が十分あることを確認します。

2. 圧縮形式でオーディオ ファイルに録音するようにし

ます。

プリンタに関するトラブルの解決方法

表 6-7  プリンタに関するトラブル

トラブル 原因 解決方法

印字しない。 プリンタの電源が入っていな

いか、オンライン状態になっ

ていない。

プリンタの電源を入れ、オンライン状態にします。

アプリケーションに合ったプ

リンタ ドライバがインストー

ルされていない。

1. アプリケーションに合ったプリンタ ドライバをイン

ストールします。

2. MS-DOS コマンドを使って印刷してみます。

[DIR C:\> [printer port]]

printer port には、ご使用のプリンタのアドレスを入

力します。プリンタが動作するようなら、プリンタ

ドライバをロードしなおします。

ネットワーク上のプリンタの

場合、プリンタをネットワー

クに接続していない。

プリンタを正しくネットワークに接続します。

プリンタが故障している。 プリンタのセルフ テストを実行します。

プリンタの電源が入らない。 ケーブルが正しく接続されて

いない。

 

HP Vision Field Diagnostics を使用したセルフ トラブルシュ
ーティング

Hewlett-Packard Vision Field Diagnostics は、エンド ユーザまたは技術サポート担当者が使用して、
HP デスクトップおよびワークステーション システム上でコンピュータのハードウェア構成に関する
情報を表示してハードウェア トラブルシューティングを実行できる診断ツールです。この診断ツール
は、ハードウェア障害を特定するために使用してください。CD または USB キーのいずれかによって
アクセス可能であり、これらの診断はオペレーティング システム外部で実行されるため、問題がオペ
レーティング システム関連であるかハードウェア関連であるかを簡単に切り分けることができます。

HP Vision Field Diagnostics の利点:

● 次に示す HTML ファイルとして共有可能なシステム構成情報を取得します。

◦ システム シリアル番号

◦ システム製品番号

表 6-6  オーディオに関するトラブル (続き)
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◦ システム BIOS リビジョン

◦ メモリ サイズおよび構成

◦ プロセッサ情報

◦ ストレージ デバイス情報および構成

◦ グラフィックス/オーディオ/通信情報および構成

◦ その他

● 新しく規追加された機能で使用可能な診断テストの一覧:

◦ 柔軟に設定可能なテスト オプション:quick / complete / custom / interactive / non-interactive

◦ 特定の不良メモリ DIMM の識別

◦ テスト ビデオ カード メモリ

◦ SATA および SAS ドライブ両方への DST Smart テストの起動

◦ その他多数のテストおよび診断

● 無償保証コード出力 – 一意の無償保証コードは、障害ごとに生成され、特定システムの診断使用
を確認するために使用できます。

● 利用が簡単 – 以前のフィールド診断である HP Insight Diagnostics と同様のユーザ インターフェ
ースを使用します。

● 実際のエンドツーエンド診断 – 工場で使用される診断モジュールと同じ

● 入手が簡単

◦ Web からダウンロード

◦ USB キーまたは CD からブート可能

◦ 復元メディアに含まれる

これらの Vision 診断は、システムの問題のトラブルシュートを試みるときにサポート対象製品に対し
て実行してください。

概要

HP Vision Field Diagnostics ユーティリティを使用すると、ワークステーションのハードウェア構成
に関する情報を表示して、ワークステーションのサブシステムにハードウェア診断テストを実行する
ことができます。ユーティリティにより、ハードウェア問題の識別、診断、特定を効果的に行うこと
ができます。

[Survey] (調査) タブは、HP Vision Field Diagnostics の起動時に表示されます。このタブは、ワークス
テーションの現在の構成が表示されます。[Survey] (調査) タブから、ワークステーションに関する情
報の各種カテゴリにアクセスできます。その他のタブには、診断テストオプションとテスト結果な
ど、詳細情報が表示されます。ユーティリティの各画面の情報は、html ファイルに保存してディスケ
ットまたは USB フラッシュ ドライブに格納することができます。

HP Vision Field Diagnostics を使用して、ワークステーションに取り付けられたすべてのデバイスが
システムに認識され適切に動作していることを確認します。テストの実行はオプションですが、新規
デバイスの取り付けまたは接続の後に推奨されます。
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カスタマ サポート センターテストに電話をかける前に印刷されたレポートを入手するために、テス
トを実行し、テスト結果を保存して印刷してください。

注記： サードパーティ製デバイスは HP Vision Field Diagnostics によって検出されません。

HP Vision Field Diagnostics のダウンロードおよびアクセス

HP Vision Field Diagnostics にアクセスするために、ユーティリティを HP Web サイトからダウンロ
ードして CD または USB ドライブにコピーする必要があります。

1. http://www.hp.com にアクセスしてください。

2. [Support & Drivers] (ドライバおよびソフトウェア) リンクを選択します。

3. [Download driver and software] (ドライバとソフトウェアのダウンロード) ラジオ ボタンを選
択します。

4. テキスト ボックスに製品番号 (例: 800) を入力して、[Enter] キーを押します。

5. お使いのオペレーティング システムを選択します。

6. [Diagnostic] (診断) リンクを選択します。

7. HP Vision Field Diagnostics を探して、[Download] (ダウンロード) を選択します。

8. .iso ファイルがダウンロードされた後に、CD-ROM 書き込みソフトウェアを使用して .iso ファ
イルをオプティカル メディアまたは USB フラッシュ ドライブにコピーします。

9. CD または USB フラッシュ ドライブにユーティリティがインストールされている場合は、CD
または USB フラッシュ ドライブをワークステーションに挿入します (電源オン時)。

10. オペレーティング システムをシャット ダウンして、ワークステーションの電源をオフにします。

11. ワークステーションの電源をオンにします。システムが HP Vision Field Diagnostics でブートし
ます。

注記： システムはオプティカル ドライブ内の CD または USB フラッシュ ドライブでブートし
なければ、ブート順序をコンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティで変更することが必要
になる場合があります。

12. ブート メニューで、HP Vision Field Diagnostics ユーティリティを選択してコンピュータ内の
各種ハードウェア コンポーネントをテストするか、HP Memory Test ユーティリティを選択し
てメモリのみをテストします。

注記： HP Memory Test は、HP Vision Field Diagnostics 外部でスタンドアロン アプリケーシ
ョンとして実行される包括的なメモリ診断ユーティリティです。

13. HP Vision Field Diagnostics を実行する場合、適切な言語を選択して [Continue] (続行) をクリッ
クします。

14. [End User License Agreement] (エンド ユーザ ライセンス契約) ページで、契約条件に同意する
場合は [Agree] (同意する) を選択します。HP Vision Field Diagnostics ユーティリティは [Survey]
(調査) タブを表示して起動します。
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ユーザー インターフェース

HP Vision Field Diagnostics アプリケーションには、6 つの主要な機能があり、タブからアクセス可能
です。これらの機能を次に示します。

● [Survey] (調査) – 現在のシステム ハードウェア情報。

● [Test] (テスト) – システムで利用可能なすべての診断を一覧表示します。テストはここから開始
します。

● [Status] (ステータス) – この画面は、現在実行中の診断の進行状況とステータスを示します。

● [History] (履歴) – 過去のすべての診断実行とステータスがここに一覧表示されます。

● [Errors] (エラー) – 過去のすべての診断失敗がここに一覧表示されます。

● [Help] (ヘルプ) – HP Vision Diagnostics のユーザ ヘルプ。

ユーティリティを構成する一部の共通操作もあります。例を次に示します。

● [Exit Diagnostics] (診断の終了) ボタン – このボタンは HP Vision Diagnostic アプリケーション
を終了して、システムをリブートします。実行中のテストはアボートします。

● [Reload] (リロード) ボタン – 可能な場合、このボタンはシステム全体を再起動することなく、
システムのハードウェアを再スキャンして、診断を再ロードします。

● [Save] (保存) ボタン – 可能な場合、システム調査、テスト履歴、またはエラー データを HTML
ファイルとしてフロッピー ディスクまたは USB キー ドライブに保存します。

[Survey] (調査) タブ

[Survey] (調査) タブでは、システムのハードウェア情報が 11 のカテゴリ (例: 「Processors」) とデバ
イス インスタンス (例: 「Processor 1」) にまとめられて表示されます。

表示される情報の量は、[View Level] (表示レベル) および [Category] (カテゴリ) の組み合わせを選択
することによって制御できます。

[View Levels] (表示レベル) には以下が表示されます。

● [Overview] (概要) – システム ハードウェアの高レベルの概要を示します。このビュー レベルが
デフォルトです。

● [Summary] (サマリ) – 特定カテゴリごとに構成データが制限されます。

● [Advanced ] (詳細) – コンピュータに精通するユーザに対して、より技術的な低レベルのデータ
を提供します。

[Categories Levels] (カテゴリ レベル) には以下が表示されます。

● [All] (すべて) – すべてのカテゴリを表示します。

● [Architecture] (アーキテクチャ) – 高レベル PCI デバイス、低レベル SMBIOS、CMOS、およ
び PCI 設定スペースデータなど、システム アーキテクチャ情報を表示します。

● [Audio] (オーディオ) – 組み込まれアドオンされたすべてのオーディオ デバイスを表示します。

● [Asset Control] (アセット管理) – 製品名、シリアル番号、アセット タグ、汎用一意識別子など
アセット管理関連情報を表示します。
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● [Communication] (通信) – シリアル、パラレル、USB、ネットワーク、Firewire、モデム、
Bluetooth ポートおよびデバイスなど、通信デバイスを表示します。

● [Graphics] (グラフィック) – 組み込まれアドオンされたすべてのビデオ カードを表示します。

● [Input Devices] (入力デバイス) – 接続されたすべてのマウスおよびキーボードなど、ユーザ入力
デバイスを表示します。

● [Memory] (メモリ) – システム メモリ情報を表示します。

● [Miscellaneous] (その他) – その他のカテゴリに属さないデバイスまたはデータを一覧表示しま
す。

● [Processors] (プロセッサ) – システム プロセッサを表示します。

● [[Storage]] (ストレージ) – フロッピー ドライブ、オプティカル ドライブ、SATA、SAS ハード
ディスク ドライブおよびコントローラの他にも RAID アレイなどのマス ストレージ デバイスを
表示します。

● [System] (システム) – ファンおよびケーブルなど、マザーボード デバイスに関する情報を表示
します。

[Test] (テスト) タブ

[Test] (テスト) タブには利用可能なすべての診断が一覧表示されます。リストは、システム構成に応
じてカスタマイズされています。個々のテストを選択するか選択解除することができます。次のテス
ト モードがあります。

● [Quick] (クイック) – このテストは、ハードウェア全体を対象とする場合に簡単に実行するため
に選択されます。テスト パラメータは変更できません。

● [Complete] (完全) – このテスト選択により、利用可能なすべてのテストが実行され、完了に長い
時間がかかる場合があります。テスト パラメータは変更できません。

● [Custom] (カスタム) – Complete と同様に、このテスト選択により、使用可能なすべてのテスト
が実行されます。テスト パラメータは、特定の要件に合わせて変更できます。精通したユーザ
専用です。

デフォルトで、3 つのテスト モードはプロンプトを表示せず、対話操作が必要ありません。エラーが
見つかると、テストが完了したときに表示されます。

ただし、テスト タイプごとに、オプションで [Test] (テスト) モードの下の [Include interactive
tests] (対話型テストを含める) ボックスをクリックすることによって、対話型テストを追加すること
もできます。対話型テストを選択すると、テスト プロセスに対して最も多くの制御を実現できます。
テスト中に、診断ソフトウェアから入力を促すプロンプトが表示されます。

注記： メモリは、HP Vision Field Diagnostics アプリケーション内部からはテストできません。ワ
ークステーション内でメモリをテストするには、HP Vision Field Diagnostic を終了して、CD または
USB フラッシュ ドライブのいずれかでブートして、ブート メニューから [HP Memory Test] (HP メ
モリ テスト) を選択します。
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[Duration of Test] (継続時間) オプションは、テスト シーケンスの継続時間を制御します。次のオプ
ションを使用できます。

● [Number of loops] (ループ回数) – テスト選択はデフォルトで 1 回実行されます。テスト選択を
何度も実行するには、正の数を入力します。

● [Total test time (hours:minutes)] (合計テスト時間 (時:分)) – または、テスト選択を指定時間に
わたって実行するよう設定できます。これは、入力した時間がすべてのテストの実行に必要な時
間よりも短い場合に、すべてのテストが実行されることを保証するものではありません。

● [Stop at first error] (最初のエラーで停止) – このオプションをチェックすると、1 つのエラーが
発生したらすぐにテスト実行を停止します。

[Test Controls] (テスト コントロール) には次のボタンがあります。

● [Select All, Unselect All] (すべて選択/すべて選択解除) ボタン – このボタンはテスト選択ツリー
からすべてのテストを選択するか選択解除するかを切り換えます。

● [Expand, Collapse] (展開/折りたたみ) ボタン – このボタンはテスト選択ツリーを展開するか折
りたたむかを切り換えます。

● [Start Test] (テストを開始) ボタン – このボタンをクリックすると、選択したすべてのテストの
実行を開始します。HP Vision Field Diagnostics は、テスト実行およびステータスを自動的に記
録するために [Status] (ステータス) タブに切り替えます。

警告！ 開始したら、すべてのテストが完了するまで、コンピュータをリブートしたり、電源をオフ
にしたりしないでください。

テストを開始するには、以下の手順に従います。

1. [Test] (テスト) タブを選択します。

2. 実行するテストのタイプを[Quick] (クイック)、[Complete] (完全)、または [Custom] (カスタ
ム) から選択します。

3. オプションの対話型テストを組み込むには、[Include interactive tests] (対話型テストを含め
る) を選択します。

4. テストを実行する方法を [Number of Loops] (ループ回数) または [Total Test Time] (合計テス
ト時間) のいずれかから選択します。テストを指定のループ数だけ実行させるように選択したと
きは、実行するループ数を入力します。診断テストを指定時間にわたって実行するには、時間を
分単位で入力します。

5. [Start Test] (テストを開始) ボタンをクリックすると、テストが開始します。[Status] (ステータ
ス) タブは、テストの進行状況の監視が可能であり、テスト プロセス中に自動的に表示されま
す。テストが完了すると、[Status] (ステータス) タブにデバイスが通過したか失敗したかが表示
されます。

6. エラーが見つかったら、[Errors] (エラー) タブに移動して、詳細情報と推奨される対処方法を表
示します。

[Status] (ステータス) タブ

[Status] (ステータス) タブは、テストシナリオの全体的な進行状況およびステータスと共に、テスト
ごとの進行状況およびステータスを表示します。色で表すステータスは、黒、青、緑、赤、およびオ
レンジです。
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[Status] (ステータス) タブの色を次に示します。

● [Waiting] (待機中) (黒) – 実行中のテストがありません

● [Running] (実行中) (青) – 少なくとも 1 つのテストが現在実行中です

● [Passed] (合格) (緑) – すべてのテストが正常に実行されました。ハードウェアのエラーまたは不
具合が検出されなかったことを意味します

● [Failed] (不合格) (赤) – テストによって、システムに 1 つ以上のエラーが検出されました

● [Canceled] (キャンセル) (オレンジ) – テスト シナリオが明示的にキャンセルされました。この
場合、通過または失敗の結果を得ることができません

使用可能なデータを次に示します。

● Current Loop (現在のループ) – テスト パネルで指定されたループ合計回数のうち、現在の実行
ループを表示します。

● Test Time (テスト時間) – テスト実行の開始から経過した合計時間を表示します。

● Test Complete (テスト完了数) – 実行するテストの合計回数のうち、テストが正常に終了した回
数を表示します。

● [Cancel] (キャンセル) ボタン – [Cancel] (キャンセル) ボタンを押すと、現在実行中のすべてのテ
ストがすぐに終了します。

[History] (履歴) タブ

[History] (履歴) タブは、過去のテスト実行の履歴を表示します。

[History Log] (履歴ログ) は、実行されたすべてのテスト、テストの実行回数、テストが失敗した回
数、各テストが実行された日付、および各テストの実行に要した時間が表示されます。[Clear
History] (履歴をクリア) ボタンは、History Log の内容をクリアします。

History Log の内容は、[Save] (保存) ボタンをクリックすることによって、HTML ファイルとしてフ
ロッピーまたは USB フラッシュ ドライブのいずれかに保存できます。

[Errors] (エラー) タブ

[Errors] (エラー) タブは、見つかったエラーに関する詳細情報と共に推奨される対処方法を表示しま
す。

[Error Log] (エラー ログ)は、診断テスト中に失敗したデバイスのテストを表示し、次の列の情報が記
載されます。

● [Device] (デバイス) セクションは、テストされたデバイスを表示します。

● [Test] (テスト) セクションは、テスト実行のタイプを表示します。

● [Times Failed] (失敗回数) は、デバイスでテストが失敗した回数です。

● [Defect Code] (障害コード) は、障害に数値コードを与えます。エラー コードは、[Help] (ヘル
プ) タブで定義します。

● [Description] (説明) セクションでは、診断テストが検出したエラーを説明します。

● [Reason] (理由) セクションは、エラーの可能性の大きい原因を説明します。
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● [Recommended Repair] (推奨される修理) は、ハードウェア障害を解消するために実行が必要な
推奨される対処方法を示します。

● 無償保証 ID は、コンピュータ上の特定のエラーに関連付けられた一意のエラー コードです。ハ
ードウェア障害について HP サポート センターまでお問い合わせの際には、無償保証 ID を準備
しておいてください。

● [Clear Errors] (エラーをクリア) ボタンは、Error Log の内容をクリアします。

Error Log の内容は、[Save] (保存) ボタンをクリックすることによって、HTML ファイルとしてフ
ロッピーまたは USB フラッシュ ドライブのいずれかに保存できます。

[Help] (ヘルプ) タブ

[Help] (ヘルプ) タブには、[Vision Help] (Vision ヘルプ) セクション、および [Test Components] (テス
ト コンポーネント) セクションが含まれます。このタブには、検索機能とインデックス機能がありま
す。HP エンド ユーザ ライセンス契約 (End User License Agreement; EULA) と共に HP Vision Field
Diagnostic アプリケーション バージョン情報をこのタブで確認することもできます。

ここにあるさまざまなセクションを次に示します。

● [Vision Help] (Vision ヘルプ) セクションには、HP Vision Field Diagnostics の主要機能に関する
情報が含まれます。

● [Test Components] (テスト コンポーネント) セクションでは、各テストの説明と共に、Custom
テスト モードでの実行時に調整できるパラメータについて表示されます。

● [Defect Codes] (障害コード) セクションには、[Errors] (エラー) タブに表示される数値エラー コ
ードに関する情報が含まれます。

● [Memory Test] (メモリ テスト) タブ セクションには、ブート メニューから起動できる HP Memory
Test アプリケーションに関する情報を示します。

● [HP Support] (HP サポート) セクションには、HP からの技術サポートの取得について情報を示
します。

HP Vision Field Diagnostics の情報の保存および印刷

HP Vision Field Diagnostics の [Survey] (調査)、[History] (履歴)、および [Errors] (エラー) タブに表示
される情報をディスケットまたは USB フラッシュ ドライブに保存できます。ハード ディスク ドライ
ブには保存できません。画面に表示される情報と同じ見た目の html ファイルが自動的に作成されま
す。

1.
ュ ドライブを挿入します。

2. [Survey] (調査)、[History] (履歴)、または [Errors] (エラー) タブのいずれかの一番下で [Save] (保
存) をクリックします。[Save] (保存) ボタンがどのタブからクリックされても、3 つのログ ファ
イルすべてが保存されます。

3. ログ ファイルの保存先にするドライブを選択して、[Save] (保存) ボタンをクリックします。挿
入されたディスケットまたは USB フラッシュ ドライブに 3 つの html ファイルが保存されます。

注記： html ファイルがメディアに書き込まれたことを示すメッセージが表示されるまで、ディ
スケットまたは USB キーを取り外さないでください。

4. 保存に使用されたストレージ デバイスから必要な情報を印刷します。
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注記： HP Vision Field Diagnostics を終了するには、画面の一番下にある [Exit Diagnostics]
(診断を終了) ボタンをクリックします。USB フラッシュ ドライブを取り外すか、オプティカル
ドライブから CD を取り外してください。

最新の診断ユーティリティのダウンロード

以下の手順を実行して、最新の診断ユーティリティをダウンロードします。

1. http://www.hp.com にアクセスしてください。

2. [Support & Drivers] (ドライバおよびソフトウェア) リンクを選択します。

3. [Download driver and software] (ドライバとソフトウェアのダウンロード) ラジオ ボタンを選
択します。

4. テキスト ボックスに製品番号 (例: 800) を入力して、[Enter] キーを押します。

5. お使いのオペレーティング システムを選択します。

6. [Diagnostic] (診断) リンクを選択します。

7. HP Vision Field Diagnostics を探して、[Download] (ダウンロード) を選択します。

8. .iso ファイルがダウンロードされた後に、CD-ROM 書き込みソフトウェアを使用して .iso ファ
イルをオプティカル メディアにコピーします。

診断コードとエラー
このセクションでは、問題のトラブルシューティングに役立つように診断 LED コード、LED の色の
意味、および POST エラー メッセージに関する情報を示します。

診断 LED とビープ音の意味

ここでは、POST の前または最中に発生する、フロント パネル LED のエラー コードと操作コードお
よびビープ音の意味について説明します。
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表 6-8  診断ランプとビープ音の意味

動作 考えられる原因 対処

青色の電源 LED * が点灯し

ている。ビープ音がなし。

ワークステーションの電源が

入っている。

該当しない。

青色の電源 LED * が 2 秒ご

とに点滅する。*ビープ音が

なし。

ワークステーションがスリー

プ (S3 - サスペンド ツー

RAM) モードになっている

(一部のモデルのみ)。

青色の電源 LED * がオフに

なっている。*ビープ音がな

し。

ワークステーションが休止

(S4 - サスペンド ツー ディ

スク) モードになっている。

青色の電源 LED * が 1 秒間

に 1 回ずつ、3 回点滅する。
*ビープ音がなし。

ワークステーションがスリー

プ (S3 - サスペンド ツー

RAM) モードになっている

(一部のモデルのみ)。

青色の電源 LED * が 1 秒間

に 1 回ずつ、4 回点滅する。
*ビープ音がなし。

ワークステーションが休止

(S4 - サスペンド ツー ディ

スク) モードになっている。

*ユーザーが選択できます (詳細については、24 ページの

「コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティのメニ

ュー」を参照してください)。

LED とビープ音が次の状態の場合、ビープ音はシャーシのスピーカーから聞こえます。点滅とビープ音は 5 回繰り返され、その後

は点滅だけが繰り返されます。

電源 LED が赤く、1 秒間に

1 回ずつ、2 回点滅し、その

後 2 秒間停止する。ビープ

音が 2 回鳴る。

以下のいずれかの理由によ

り、CPU の過熱防止機能が

作動している。

● ファンの動きが阻害さ

れているか、回転して

いない。

● 放熱板とファンが CPU
に正しく取り付けられ

ていない。

注意： ワークステーションがオフの場合でも、内部コンポーネントは

通電している場合があります。機器の損傷を防ぐため、コンポーネント

を取り外すときは、まずワークステーションの電源コードを抜いてくだ

さい。

1.
ァンが動作していることを確認します。

2. アクセス パネルを開き、電源ボタンを押して CPU のファンが回転

しているかどうか確認します。CPU のファンが回転していない場

合は、ファンのケーブルがワークステーション ボードのヘッダー

に接続されていることを確認します。ファンが正しく取り付けられ

ているか確認します。

3. ファンが接続され、正しく取り付けられているのに回転していない

場合は、CPU のファンに問題があると考えられます。HP サポー

トにお問い合わせください。

4. ファンの取り付けが正しいことを確認します。問題が解決されない

場合は、CPU のヒートシンクに問題があると考えられます。HP
サポートにお問い合わせください。

電源 LED が赤く、1 秒間に

1 回ずつ、3 回点滅し、その

後 2 秒間停止する。ビープ

音が 3 回鳴る。

CPU が取り付けられていな

い (CPU の不良ではない)。
1. CPU があることを確認します。

2. CPU を装着しなおします。
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動作 考えられる原因 対処

電源 LED が赤く、1 秒間に

1 回ずつ、 4 回点滅し、その

後 2 秒間停止する。ビープ

音が 4 回鳴る。

電源異常 (過電流が発生して

いる)。
注意： ワークステーションがオフの場合でも、内部コンポーネントは

通電している場合があります。機器の損傷を防ぐため、コンポーネント

を取り外すときは、まずワークステーションの電源コードを抜いてくだ

さい。

1. アクセス パネルを開き、すべての電源接続 (24 ピンのメイン、4
ピンの CPU) がシステム ボード上で固定されていることを確認し

ます。

2. 接続されているデバイスが原因である可能性があるため、接続され

ているすべてのデバイス (ハード ディスク ドライブ、フロッピー

ディスク ドライブ、オプティカル ディスク ドライブ、拡張カード

など) を取り外します。ワークステーションの電源を入れます。

POST が開始された場合は、いったん電源を切り、取り外したデバ

イスを 1 台ずつ戻します。障害が発生するまでこの手順を繰り返

します。障害の原因となっているデバイスを交換します。デバイス

交換は、すべてが正しく動作するまで続けます。

3. 電源の機能を調べます。

a. AC 電源を切断します。

b. 内部の電源ケーブルをすべて外します。

c. AC 電源を差し込みます。

電源ファンが回転し、BIST** LED が点灯すれば、電源は機能していま

す。システム ボードに問題があることが考えられます。HP サポートに

お問い合わせください。

電源ファンが回転しない場合や、BIST** LED が点灯しない場合は、電源

に問題があると考えられます。HP サポートにお問い合わせください。

電源 LED が赤く、1 秒間に

1 回ずつ、5 回点滅し、その

後 2 秒間停止する。ビープ

音が 5 回鳴る。

プレビデオのメモリ エラー 注意： ワークステーションがオフの場合でも、内部コンポーネントは

通電している場合があります。機器の損傷を防ぐため、コンポーネント

を取り外すときは、まずワークステーションの電源コードを抜いてくだ

さい。

1. DIMM を取り付けなおします。

2. 問題のあるモジュールを特定するために、DIMM を 1 枚ずつ交換

します。

3. サードパーティ製のメモリを HP 製のメモリと交換します。

4. システム ボードに問題があることが考えられます。HP サポートに

お問い合わせください。

電源 LED が赤く、1 秒間に

1 回ずつ、6 回点滅し、その

後 2 秒間停止する。ビープ

音が 6 回鳴る。

プレビデオのグラフィック

ス エラー。

注意： ワークステーションがオフの場合でも、内部コンポーネントは

通電している場合があります。機器の損傷を防ぐため、コンポーネント

を取り外すときは、まずワークステーションの電源コードを抜いてくだ

さい。

1. グラフィックス カードを装着しなおします。

2. グラフィックス補助電源ケーブルが接続されていることを確認しま

す (該当する場合)。

3. グラフィックス カードに問題があることが考えられます。HP サポ

ートにお問い合わせください。

表 6-8  診断ランプとビープ音の意味 (続き)
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動作 考えられる原因 対処

電源 LED が赤く、1 秒間に

1 回ずつ、7 回点滅し、その

後 2 秒間停止する。ビープ

音が 7 回鳴る。

システム ボードの障害

(ROM によってビデオ出力前

に障害が検出された)。

1. CMOS をクリアします。

注記： CMOS のクリアの詳細については、ご使用のワークステ

ーション モデルの『メンテナンスおよびサービス ガイド』を参照

してください。

2. システム ボードに問題があることが考えられます。HP サポートに

お問い合わせください。

電源 LED が赤く、1 秒間に

1 回ずつ、8 回点滅し、その

後 2 秒間停止する。ビープ

音が 8 回鳴る。

無効な ROM (チェックサム

不正)。
注意： ワークステーションがオフの場合でも、内部コンポーネントは

通電している場合があります。機器の損傷を防ぐため、コンポーネント

を取り外すときは、まずワークステーションの電源コードを抜いてくだ

さい。

1. CMOS をクリアします。

注記： CMOS のクリアの詳細については、ご使用のワークステ

ーション モデルの『メンテナンスおよびサービス ガイド』を参照

してください。

2. ハード ディスク ドライブ、CD、フロッピー ディスク、または USB
リムーバブル デバイス (例: HP ドライブ キー) のいずれかから

SoftPaq を使用して ROM をアップグレードします。

http://www.hp.com/support/workstation_manuals から入手可能な

『メンテナンスおよびサービス ガイド』の「ROM フラッシュ」を

参照してください。SoftPaq は、ROM をアップグレードするため

の自己解凍型の実行ファイルで、使用手順も含まれています。

Softpaq 実行ファイルをダウンロードするには、http://www.hp.com/
go/workstationsupport にアクセスしてください。

3. システム ボードに問題があることが考えられます。HP サポートに

お問い合わせください。

電源 LED が赤く、1 秒間に

1 回ずつ、9 回点滅し、その

後 2 秒間停止する。ビープ

音が 9 回鳴る。

ワークステーションの電源は

入るが起動しない。
● システム ボードに問題があることが考えられます。HP サポートに

お問い合わせください。

● CPU に問題があることが考えられます。HP サポートにお問い合

わせください。

ワークステーションの電源が

入らず、LED は点滅しな

い。ビープ音がなし。

システムの電源が入らない。 注意： ワークステーションがオフの場合でも、内部コンポーネントは

通電している場合があります。機器の損傷を防ぐため、コンポーネント

を取り外すときは、まずワークステーションの電源コードを抜いてくだ

さい。

問題を解決するには、次のいずれかを実行します。

電源ボタンを 4 秒より短い時間押し続けます。ハード ディスク ドライ

ブ LED が緑色になった場合は、次のことを行います。

1. 拡張カードを 1 枚ずつ取り外し、再度電源ボタンを 4 秒より短く

押し続けます。

2. システム ボードに問題があることが考えられます。HP サポートに

お問い合わせください。

電源ボタンを 4 秒より短い時間押し続けます。ハード ディスク ドライ

ブ LED が緑色に点灯しない場合は、次の手順で操作します。

1. ワークステーションが、問題なく機能している AC コンセントに接

続されていることを確認します。

2. アクセス パネルを開き、電源ボタンのハーネスがシステム ボード

に正しく接続されているか確認してください。

表 6-8  診断ランプとビープ音の意味 (続き)
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動作 考えられる原因 対処

3. 電源ケーブルのすべてがシステム ボードに正しく接続されている

ことを確認します。

4. 電源の機能を調べます。

a. AC 電源を切断します。

b. 内部の電源ケーブルをすべて外します。

c. AC 電源を差し込みます。

電源ファンが回転し、BIST** LED が点灯すれば、電源は機能していま

す。システム ボードに問題があることが考えられます。HP サポートに

お問い合わせください。

電源ファンが回転しない場合や、BIST** LED が点灯しない場合は、電源

に問題があると考えられます。HP サポートにお問い合わせください。

* 選択した BIOS オプションは、このような一時停止モード中の青色の LED 機能を制御します。
** 一部のワークステーション モデルには、BIST LED 機能がありません。

LED の色の意味

下の表では、ワークステーションのフロント パネル LED の意味について説明します。

表 6-9  LED の色の意味

LED の状態 LED の色 システムの状態

点灯 青色 システムの電源がオン

点滅 青色 システムがスタンバイ モード

点灯または点滅 赤色 システムにエラー発生。(121 ページの 「POST のエラー

メッセージ」を参照)。

なし 消灯 システムが休止モードまたは電源がオフ

POST のエラー メッセージ

POST (電源投入時のセルフ テスト) は、ワークステーションの電源をオンにしたときに自動的に実行
される診断テストです。

しているか確認します。

● キーボード

● DIMM

● フロッピー ディスク ドライブ

● すべての大容量ストレージ デバイス

● CPU

● コントローラ

表 6-8  診断ランプとビープ音の意味 (続き)
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● ファン

● 温度センサー

● ケーブル (フロント/リア パネル、オーディオ、および USB ポート)

次の表に、POST エラー メッセージを示します。

表 6-10  POST のエラー メッセージ

画面メッセージ エラー内容 対処

101—Option ROM Checksum
Error

システム ROM のチェックサム エラ

ー。

最新の ROM がインストールされていることを確認し

ます。

1. 必要に応じて、ROM をフラッシュします。

2. 拡張カードを最近追加した場合、それを取り外し

てトラブルが解決するかどうかを調べます。

3. CMOS をクリアします。メッセージが消えた場

合には、原因は拡張カードにあります。

4. システム ボードを交換します。

102—System Board Failure DMA、タイマーなどの設定が正しくな

いか、故障している。

1. CMOS をクリアします。

2. 拡張ボードを取り外します。

3. システム ボードを交換します。

110—Out of memory space for
option ROMs

デバイスのオプション ROM がメモリ

の制約のため動作できない。

コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティを実

行して、不要なオプション ROM を無効にし、[ACP0/
USB Buffers at Top of Memory] (上位メモリの ACPO/
USB バッファ) を有効にします。

162—Systems Options Error

163—Time and Date Not Set ● 設定メモリの時刻または日付が正

しくない。

● リアルタイム クロック (RTC) の
電池交換が必要。

● CMOS ジャンパーが正しく設定

されていない可能性がある。

1. オペレーティング システムに応じて、[コントロ

ール パネル] またはコンピュータ セットアップ

(F10) ユーティリティで日付と時間を設定します。

2. トラブルが解決しない場合、RTC の電池を交換

します。

164—Memory Size Error メモリ設定が正しくない。 1. コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティ

または Windows のユーティリティを実行します。

2. メモリ モジュールが正しく取り付けられている

ことを確認します。

3. 他社製のメモリが追加されている場合、HP 製メ

モリを使用してメモリ構成をテストします。

4. メモリ モジュール タイプを確認します。

201—Memory Error RAM の障害。 1. コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティ

または Windows のユーティリティを実行します。

2. メモリ モジュールが正しく取り付けられている

ことを確認します。

3. メモリ モジュール タイプを確認します。

122 第 6 章   診断とトラブルシューティング JAWW



画面メッセージ エラー内容 対処

4. メモリ モジュールの取り外しと交換を 1 つずつ

行って、障害モジュールを切り分けます。

5. 故障したメモリ モジュールを交換します。

6. メモリ モジュールを交換してもエラーが解消さ

れない場合は、システム ボードを交換します。

202—Memory Type Mismatch メモリ モジュールが適合していない。 メモリ モジュールを適合するものと交換します。

203—Memory module failed
self-test and failing rank was
disabled

メモリ モジュールの故障。 メモリ モジュールを交換します。

204—Memory module failed
and user rank was disabled

モジュールが正しくロードされていな

い。

メモリ モジュールを正しく取り付け直します。

205—Memory high
temperature detected

メモリ モジュールの冷却が不十分。 メモリ モジュールの冷却ファンが取り付けられ、動作

していることを確認します。

206—Memory setup invalid メモリが正しく構成されていない。 メモリ モジュールを正しいスロットに再構成します。

207—Incompatible DIMMs
detected

取り付けられている DIMM がシステム

要件を満たしていない。

1. メモリ モジュールがワークステーションの要件

に適合していることを確認します。

2. DIMM を正しいメモリ ソケットに挿入します。

3. 問題が解消されない場合は DIMM を交換します。

208—Mismatched DIMMs
detected

取り付けられている DIMM が適合して

いない。

適合する DIMM が取り付けられていることを確認しま

す。

209—Memory warning
condition detected

使用中のメモリ モジュール タイプが

正しくない。

メモリ モジュールがワークステーションの要件に適合

していることを確認します。

212—Failed Processor 0 プロセッサの初期化に失敗。 1. プロセッサをソケットに取り付けなおします。

2. プロセッサが応答しない場合は交換します。

3. システム ボードを交換します。

213—Incompatible Memory
Modules

エラー メッセージで指摘されているメ

モリ モジュールで、重要な SPD 情報

がみつからないか、またはチップセッ

トと互換性がない。

1. メモリ モジュール タイプを確認します。

2. DIMM を別のメモリ ソケットに挿入します。

3. メモリを SPD 規格に準拠している DIMM モジュ

ールに交換します。

214—DIMM Configuration
Warning

DIMM が正しく取り付けられていな

い (ペアが適合していない)。
ワークステーションのアクセス パネルに貼られている

サービス ラベルで正しいメモリ構成を確認して、DIMM
を取り付け直します。

215—DIMM Configuration Error

216 – Memory Size Exceeds
Maximum Supported

取り付けられているメモリ容量が、ハ

ードウェアがサポートできる容量を超

えている。

1. ワークステーションがサポートしているメモリ容

量を確認します。

2. 余分のメモリを取り外します。

301—Keyboard Error キーボードの障害。 1. ワークステーションの電源を切り、キーボードを

接続しなおします。

2. コネクタ ピンの曲がりや欠けをチェックします。

表 6-10  POST のエラー メッセージ (続き)
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画面メッセージ エラー内容 対処

3. 押されたままになっているキーがないか確認しま

す。

4. キーボードを交換します。

303—Keyboard Controller Error I/O ボード キーボード コントローラが

故障しているか、正しく設定されてい

ない。

1. ワークステーションの電源を切り、キーボードを

接続しなおします。

2. キーボードをワークステーションに (スイッチ ボ
ックスを経由せずに) 直接接続します。

3. システム ボードを交換します。

304—Keyboard or System Unit
Error

キーボードの障害。 1. ワークステーションの電源を切り、キーボードを

接続しなおします。

2. キーボードをワークステーションに (スイッチ ボ
ックスを経由せずに) 直接接続します。

3. 押されたままになっているキーがないか確認しま

す。

4. キーボードを交換します。

5. システム ボードを交換します。

510—Splash Screen image
corrupted

スプラッシュ画面のイメージにエラー

がある。

システム BIOS をアップデートします。

511—CPU Fan not detected ファンが接続されていない、または故

障している。

1. ファン ケーブルを取り付けしなおします。

2. ファンを取り付けしなおします。

3. ファンを交換します。

512—Rear Chassis fan not
detected

リア ファンがみつからないか取り外さ

れている、または故障している。

1. ファン ケーブルを取り付けしなおします。

2. ファンを取り付けしなおします。

3. ファンを交換します。

513—Front Chassis fan not
detected

フロント ファンがみつからないか取り

外されている、または故障している。

1. ファン ケーブルを取り付けしなおします。

2. ファンを取り付けしなおします。

3. ファンを交換します。

514—Memory fan not detected メモリ ファンがみつからないか取り外

されている、または故障している。

1. メモリ ファンが取り付けられ、正しく接続され

ていることを確認します。

2. ファンを交換します。

515 – CPU Overtemp occurred プロセッサの冷却が不十分、またはプ

ロセッサが故障している。

1. 必要な場合、プロセッサにヒートシンクを追加

し、正常に動作することを確認します。

2. プロセッサを交換します。

516—Chipset fan not detected チップセット ファンがみつからないか

取り外されている、または故障してい

る。

1. ファンが取り付けられ、正しく接続されているこ

とを確認します。

2. ファンを交換します。

517—Low power CPU heatsink
(s) detected for high power
CPUs

取り付けられているヒートシンクの性

能が不十分である。

ヒートシンクを高性能なヒートシンクに交換します。

表 6-10  POST のエラー メッセージ (続き)
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画面メッセージ エラー内容 対処

518—Power supply wattage
insufficient for hardware
configuration

現在のワークステーションの構成に必

要な電力を電源装置から得られない。
● 構成変更してワークステーションの消費電力を減

らします。

● 電源装置を高出力電源装置に交換します。

601—Diskette Controller Error フロッピー ディスク コントローラ回

路またはフロッピー ディスク ドライ

ブ回路の不良。

1. コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティ

を実行します。

2. ケーブルを確認し、必要な場合は故障したケーブ

ルを交換します。

3. CMOS をクリアします。

4. フロッピー ディスク ドライブを交換します。

5. システム ボードを交換します。

605—Diskette Drive Type Error ドライブ タイプの不一致。 1. コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティ

を実行します。

2. 他のフロッピー ディスク コントローラ デバイ

ス (テープ ドライブ) の接続を外します。

3. CMOS をクリアします。

610—External Storage Device
Failure

外部ストレージ デバイスが検出されな

いか正しく接続されていない、または

故障している。

1. 外部デバイスが存在し、正しく接続されているこ

とを確認します。

2. 外部デバイスを交換します。

611—Primary Floppy Port
Address Assignment Conflict

フロッピー ディスク ドライブのアド

レスと他のドライブのアドレスとが重

複している。

フロッピー ディスク ドライブに新しいアドレスを割

り当てます。

912 – Computer Cover Has
Been Removed Since Last
System Start Up

該当しない。 不具合ではないのでアクションは不要です。

914— Hood Lock Coil is not
Connected

機構がみつからないか、接続されてい

ない。

1. みつからない機構を接続しなおすか交換します。

2. みつからない機構のケーブルを装着しなおすか交

換します。

916—Power Button Not
Connected

電源ボタン ケーブルがシステム ボー

ドから外れている。

ケーブルを接続しなおし、再起動します。

917—Front Audio Not
Connected

フロント オーディオ機構がみつからな

いか、接続されていない。

1. みつからないフロント オーディオ機構をシステ

ム ボードに接続しなおすか交換します。

2. みつからない機構のケーブルを装着しなおすか交

換します。

918—Front USB Not
Connected

フロント USB 機構がみつからない

か、接続されていない。

1. みつからないフロント USB 機構をシステム ボー

ドに接続しなおすか交換します。

2. みつからない機構のケーブルを装着しなおすか交

換します。

919—Multi-Bay Riser Not
Connected

マルチベイ ライザ機構がみつからない

か、接続されていない。

1. みつからないマルチベイ機構をシステム ボード

に接続しなおすか交換します。

2. みつからない機構のケーブルを装着しなおすか交

換します。

表 6-10  POST のエラー メッセージ (続き)
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画面メッセージ エラー内容 対処

920—Fatal error on QPI link X QPI リンク x (x は 0 または 1 ) で致命

的なエラーが検出された。このタイプ

のエラーは、エラーメッセージの後に

続いて表示されます。

システム ボードに問題があります。HP サポートにお

問い合わせください。

921—Fatal error on QPI
Protocol link X

QPI リンク x プロトコル (x は 0 また

は 1 ) で致命的なエラーが検出され

た。このタイプのエラーは、エラー

メッセージの後に続いて表示されます。

システム ボードに問題がある可能性があります。HP
サポートにお問い合わせください。

922—Fatal error on PCIe slot X 指定したスロットで致命的なエラーが

発生した。

カードを別のスロットに移します。問題が解消されな

い場合、カードを交換します。

923—Fatal error on ESI port 0 ESI ポート 0 スロットで致命的なエラ

ーが発生した。

ESI ポート デバイスが接続され、正常に動作している

ことを確認します。

924—Fatal error on IOH core X IOH コア x (x は 0 または 1 ) で致命的

なエラーが検出された。このタイプの

エラーは、エラーメッセージの後に続

いて表示されます。

システム ボードに問題がある可能性があります。HP
サポートにお問い合わせください。

925—Fatal error on IOH
miscellaneous

IOH コア x (x は 0 または 1 ) でその他

の致命的なエラーが検出された。

システム ボードに問題がある可能性があります。HP
サポートにお問い合わせください。

926—Fatal error on IOH Vtd Intel Virtualization Technology で致命

的なエラーが検出された。

システム ボードに問題がある可能性があります。HP
サポートにお問い合わせください。

927—Fatal error on DIMM in
slot CPU X DIMM Y

システム ボードでのラベルが CPU x
DIMM y (x は 0 または 1、y は 1 ～ 6)
のスロットの DIMM で マルチビット

ECC の致命的なエラーが検出された。

識別されたスロットの DIMM を交換します。

928—Fatal machine check
detected on CPU X

HP にお問い合わせください。

1720—SMART Hard Drive
Detects Imminent Failure

ハード ディスク ドライブが故障しか

かっている。(ハード ディスク ドライ

ブの中には、誤ったエラー メッセージ

を修正するファームウェア パッチを備

えているものがあります。)

1. ハード ディスク ドライブのエラー メッセージが

正しいかどうかを調べます。

2. DPS (ドライブ保護システム) テストを実行しま

す (該当する場合)。

3. ファームウェア パッチを適用します (該当する場

合)。 を参照し

てください。

4. 内容をバックアップして、ハード ディスク ドラ

イブを交換します。

1783—Fixed Disk 0/1 locked ハード ディスク ドライブの故障。 ハード ディスク ドライブを診断し、必要な場合は交

換します。

1796—SATA Cabling Error ケーブルがみつからないか、正しく接

続されていない。

ケーブルが接続されていることを確認します。ケーブ

ルを接続しなおします。

1797—SATA Drivelock is not
supported in RAID mode

SATA DriveLock (ドライブロック) が
RAID モードでサポートされていない。

RAID モードを無効にするか、SATA DriveLock (ドラ

イブロック) を無効にします。

1801—Microcode Update Error プロセッサがサポートされていない

(C0 ステッピング以上のみ)。
マイクロコードのアップデートが失敗しました。プロ

セッサ ステッピングを調べ、サポートされているステ

ッピングであることを確認します。サポートされてい

るものである場合、HP サポートにお問い合わせくだ

さい。

1802—Processor Not
Supported

システム ボードがプロセッサをサポー

トしていない。

プロセッサを互換品と交換します。
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画面メッセージ エラー内容 対処

1803—Processor feature set is
insufficient for current system
settings

プロセッサの機能セットが現在のシス

テム設定に不十分である。BIOS 設定

がプロセッサのサポート内容と適合し

ていない。

BIOS 設定を変更するか、プロセッサをアップグレー

ドします。

1804—A processor feature and
the memory configuration are
incompatible

プロセッサの機能がメモリ構成と適合

していない。

以前のメモリ構成を復元します。

ERROR:Invalid 1394 GUID
(Invalid electronic serial
number)

電子シリアル番号がシステムに保存さ

れていない。

シリアル番号を割り当てるには、コンピュータ セット

アップ (F10) ユーティリティで [Security] (セキュリテ

ィ) → [System IDs] (システム ID) を選択します。

ERROR:Invalid electronic
serial number (no number)

電子シリアル番号がシステムに保存さ

れていない。

シリアル番号を割り当てるには、コンピュータ セット

アップ (F10) ユーティリティで [Security] (セキュリテ

ィ) → [System IDs] (システム ID) を選択します。

ERROR:An unsupported
processor is installed.System
halted

サポートされていないプロセッサが検

出された。

プロセッサを交換します。

ERROR:A processor requiring
too much power is
installed.System halted

サポートされていないプロセッサが検

出された。

プロセッサを交換します。

Invalid electronic serial
number

システムに登録されているシリアル番

号が正しくない。

コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティを使

用してシリアル番号をリセットします。

Network Server Mode Active
and No Keyboard Attached

キーボードが検出されない。 使用中のキーボードがワークステーションに接続され

ていることを確認します。

Processor initialization fails!!! プロセッサが故障している。 プロセッサを交換します。

表 6-10  POST のエラー メッセージ (続き)
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7 RAID デバイスの構成

この章では、SAS および SATA RAID デバイスの構成方法について説明します。次の項目がありま
す。

項目

128 ページの 「ハード ディスク ドライブの最大数の構

成」

129 ページの 「SATA RAID デバイスの構成」

131 ページの 「SAS RAID デバイスの構成」

RAID 構成の詳細情報については、http://www.hp.com/support/RAID_FAQs を参照してください。ワ
ークステーションを  RAID 構成にするための準備については、http://www.hp.com/support/
workstation_manuals を参照してください。

ハード ディスク ドライブの最大数の構成
このセクションでは、HP ワークステーションの RAID 構成で使用できるハード ディスク ドライブの
最大数について説明します。

注記： このセクションは、アドイン カードおよび JBOD を使用しないワークステーション内部の
構成にも適用されます。

ヒント： HP Z シリーズ ワークステーションがサポートする最大ドライブ数は表のとおりです。

表 7-1  ハード ディスク ドライブの最大数

ワークステー

ション

SATA ハード ディス

ク ドライブ

SATA SFF*

ハード ディスク ド
ライブ

SAS ハード ディス

ク ドライブ

Z800 5 6 5

Z600 3 4 3

Z400 4 4 4

* SF ハード ディスク ドライブ
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SATA RAID デバイスの構成
このセクションでは、Intel Matrix Storage Manager option ROM の設定ユーティリティを使用して
SATA RAID ボリュームを設定および管理する方法について説明します。

このワークステーションでは、以下の SATA RAID 構成がサポートされています。

● このワークステーションでサポートされている最大数までの内蔵 SATA ハード ディスク ドライ
ブおよび eSATA ドライブ (オプションの eSATA バルクヘッド ケーブルを使用する場合)

● Windows 用 Intel Matrix Storage Manager (IMSM)

HDD が 1 台しか取り付けられていない場合には、Intel Matrix Storage Manager option ROM を実行す
ることはできません。関連メッセージも表示されません。

SATA エミュレーション モードに [RAID+AHCI] を選択した場合には、Intel の SATA AHCI BIOS が
常に実行されます。この BIOS は、シリアル接続されているオプティカル ドライブをサポートする目
的でのみ使用されます。

このセクションは、Linux 環境での SATA RAID の構成には該当しません。Linux 環境での SATA RAID
については、『HP Workstations for Linux User Guide』の「Software RAID in Linux Workstations」の
セクションを参照してください。このマニュアルは、http://www.hp.com/support/linux_user_manual
(英語) から入手できます。

SATA HDD の取り付け

目的の RAID レベルに必要な最低数の SATA ハード ディスク ドライブを取り付けます。

● RAID 0:2 台以上のハード ディスク ドライブ

● RAID 1:2 台のハード ディスク ドライブ

● RAID 5:3 台以上のハード ディスク ドライブ

● RAID 10:4 台のハード ディスク ドライブ

システム BIOS の設定

システム BIOS を設定して、内蔵 SATA RAID の機能を有効にします。

1. システム BIOS セットアップにアクセスするには、[F10] キーを押します。

2. 矢印キーを使用して目的の言語を強調表示し、[Enter] キーを押します。

3. 矢印キーを使用して、[Storage] (ストレージ) → [Storage Options] (ストレージ オプション) を
強調表示し、[Enter] キーを押します。

4. 上矢印キーまたは下矢印キーを押して [SATA Emulation] (SATA エミュレーション) を強調表示
します。

5. 左矢印キーまたは右矢印キーを押して [RAID+AHCI] を選択します。

6. [F10] キーを押して、新しい設定を承認します。

7. 矢印キーを使用して、[Advance] (詳細設定) → [Power-On Options] (電源投入時オプション) を
強調表示し、[Enter] キーを押します。
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8. 上矢印キーまたは下矢印キーを押して [POST Messages] (POST メッセージ) を強調表示しま
す。

9. 左矢印キーまたは右矢印キーを押して [Enable] (有効) を選択します。

10. [F10] キーを押して、新しい設定を承認します。

11. 矢印キーを使用して、[Advance] (詳細設定) → [Device Options] (デバイス オプション) を強調
表示し、[Enter] キーを押します。

12. 上矢印キーまたは下矢印キーを押して [SATA RAID Option ROM Download] (SATA RAID Option
ROM のダウンロード) を強調表示し、[Enter] キーを押します。

13. 左矢印キーまたは右矢印キーを押して [Enable] (有効) を選択します。

14. [F10] キーを押して、新しい設定を承認します。

15. 矢印キーを使用して、[File] (ファイル) → [Save Changes and Exit] (変更を保存して終了) を強
調表示し、[Enter] キーを押します。

16. プロンプトが表示されたら [F10] キーを押します。

RAID ボリュームの作成

RAID ボリュームを作成するには、Intel Matrix Storage Manager option ROM の設定ユーティリティを
使用します。

1. Intel Matrix Storage Manager option ROM の設定ユーティリティにアクセスするには、プロンプ
トが表示されたときに [Ctrl] + [I] キーを押します。

2. 必要に応じて 131 ページの 「RAID ボリュームの削除」を参照し、RAID ボリュームを作成する
ために十分な物理ドライブを使用できるようにします。

3. 上矢印キーまたは下矢印キーを押して [1. Create RAID Volume] (1. RAID ボリュームの作成) を
強調表示し、[Enter] キーを押します。

4. [Name:] (名前:) フィールドに目的の RAID ボリュームの名前を入力し、[Tab] キーを押します。

5. 上矢印キーまたは下矢印キーを押して [RAID Level:] (RAID レベル:) フィールドで RAID レベル
を選択し、[Tab] キーを押します。

6. [Select] (選択) ダイアログ ボックスを表示するには、[Enter] キーを押します。

7. 上矢印キー、下矢印キー、およびスペースキーを使用して、ボリュームのメンバにする個々の物
理ディスクをマークしていきます。

8. [Enter] キーを押して [Select] (選択) ダイアログ ボックスを終了し、[Create Volume Menu] (ボリ
ュームの作成メニュー) ダイアログ ボックスに戻ります。

9. 必要に応じて、上矢印キーまたは下矢印キーを押して [Strip Size:] (ストリップ サイズ:) フィール
ドでストリップ サイズを選択し、[Tab] キーを押します。

10. [Capacity:] (容量:) フィールドに目的のボリューム サイズを入力し、[Tab] キーを押します。

11. [Enter] キーを押してボリュームの作成を開始します。

12. プロンプトが表示されたら、[Y] キーを押して警告メッセージを確認し、ボリュームを作成しま
す。
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13. 手順 3 に戻って追加の RAID ボリュームを作成するか、上矢印キーまたは下矢印キーを使用し
て [4. Exit] (4. 終了) を強調表示し、[Enter] キーを押します。

14. 終了を確認するプロンプトが表示されたら [Y] キーを押します。

RAID ボリュームの削除

SAS RAID ボリュームを削除するには、LSI Logic Corporation Configuration Utility を使用します。

1. LSI Corporation Configuration Utility を起動します。BIOS のスタートアップ時に、Press Ctrl-C
to start LSI Corp. Configuration Utility のメッセージが表示されます。

2. BIOS ベースの設定ユーティリティの [Main] (メイン) メニューで、矢印キーを使用してアダプタ
を選択します。

3. [Enter] キーを押して [Adapter Properties] (アダプタのプロパティ) 画面に移動します。

4. [Select New Array Type] (新しいアレイ型の選択) 画面で、矢印キーを使用して [New Existing
Array] (新しい既存アレイ) を選択します。

5. [View Array] (アレイの表示) 画面で、矢印キーを使用して [Manage Array] (アレイの管理) を選
択します。[Enter] キーを押します。

6. [Manage Array] (アレイの管理) 画面で、矢印キーを使用して [Delete Array] (アレイの削除) を選
択します。[Enter] キーを押します。

[Y] キーを押してアレイを削除し、アダプタのプロパティ画面を終了します。

SAS RAID デバイスの構成

サポートしている構成

このワークステーションでは、以下の RAID 構成がサポートされています。

注記：  このセクションは、Linux 環境での SAS RAID の構成には該当しません。サポートしている
構成などの Linux SAS RAID の情報については、『Installing and Configuring SAS Hardware RAID on
HP Linux Workstations』を参照してください。このマニュアルは、http://www.hp.com/support/
xw8600_manuals (英語) から入手できます。

● このワークステーションでサポートされている最大数までの内蔵 SAS ハード ディスク ドライブ

● Windows 版 LSI MegaRAID Storage Manager (MSM)
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このワークステーションでは、以下の RAID 構成がサポートされています。

● RAID 0 – ディスク アレイのストライプ化 (IS)

◦ 2 台以上のドライブが必要です。

◦ I/O パフォーマンスが向上します。

◦ フォールト トレランス機能はありません

● RAID 1 – ディスク アレイのミラー化 (IM)

◦ 2 台のドライブが必要です。

◦ 100% の冗長性が確保されます。

◦ 一方のドライブに障害が発生しても復旧が可能です。

◦ 読み取りパフォーマンスが向上します。

● RAID 1E (IME)

◦ 3 台以上のドライブが必要です。

◦ ドライブ数を奇数で構成することができます。

◦ 1 台にドライブ障害が発生してもいつでも復旧できます。場合によっては 2 つのドライブ障
害からも復旧可能

SAS RAID 0 構成

BIOS ベースの設定ユーティリティで、Integrated Striped (IS) ボリュームを以下の手順で構成しま
す。構成の手順では、必要なディスクおよびディスク コントローラがシステムに搭載されていること
を前提としています。

1. LSI Corporation Configuration Utility を起動します。BIOS のスタートアップ時に、Press Ctrl-C
to start LSI Corp. Configuration Utility のメッセージが表示されます。

2. BIOS ベースの設定ユーティリティの [Main] (メイン) メニューで、矢印キーを使用してアダプタ
を選択します。

3. [Enter] キーを押して [Adapter Properties] (アダプタのプロパティ) 画面に移動します。

4. [Adapter Properties] (アダプタのプロパティ) 画面で、矢印キーを使用して [RAID Properties]
(RAID のプロパティ) を選択し、[Enter] キーを押して [New Array Type] (新しいアレイ型) 画面に
移動します。

5. [Select New Array Type] (新しいアレイ型の選択) 画面で、矢印キーを使用して [Create IS
Volume] (IS ボリュームの作成) を選択します。[Enter] キーを押して [Create New Array] (新しい
アレイの作成) 画面に移動します。

6.

列に移動し、[スペース] キーと [+]キーまたは [-] キーを押して、この列の値として [Yes] (はい)
を選択します。

選択したディスクでパーティションが定義されている場合は、ストライプ化されたボリュームを
作成するとディスク上のデータが失われることを警告するメッセージが表示されます。
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[Create New Array] (新しいアレイの作成) 画面で、矢印キーを使用して IS ボリュームの最初のディ
スクを選択します。次に、矢印キーを使用してこのディスクの [ RAID Disk ] (RAID ディスク)



7. ドライブ上のデータを移行するには [M] キーを押し、削除するには [D] キーを押します。

8. ストライプ化されたボリューム用に、追加ドライブをこのワークステーションでサポートされて
いる最大数まで選択するには、以上の手順を繰り返します。

9. すべてのドライブを選択したら、[C] キーを押してアレイを 1 回作成します。矢印キーを使用し
て、[Save changes then exit this menu] (変更を保存して、このメニューを終了) に移動し、
[Enter] キーを押します。

10. 新しいアレイが作成されると、[Adapter Properties] (アダプタのプロパティ) 画面が表示されま
す。[Esc] キーを 2 回押して、[Exit] (終了) を選択します。

SAS RAID 1 構成

BIOS ベースの設定ユーティリティで、Integrated Mirroring (IM) ボリュームを以下の手順で構成しま
す。構成の手順では、必要なドライブおよびドライブ コントローラがシステムに搭載されていること
を前提としています。

1. LSI Corporation Configuration Utility を起動します。BIOS のスタートアップ時に、Press Ctrl-C
to start LSI Corp. Configuration Utility のメッセージが表示されます。

2. BIOS ベースの設定ユーティリティの [Main] (メイン) メニューで、矢印キーを使用してアダプタ
を選択します。

3. [Enter] キーを押して [Adapter Properties] (アダプタのプロパティ) 画面に移動します。

4. [Adapter Properties] (アダプタのプロパティ) 画面で、矢印キーを使用して [RAID Properties]
(RAID のプロパティ) を選択し、[Enter] キーを押して [New Array Type] (新しいアレイ型) 画面に
移動します。

5. [Select New Array Type] (新しいアレイ型の選択) 画面で、矢印キーを使用して [Create IM
Volume] (IM ボリュームの作成) を選択します。[Enter] キーを押します。

6. 2 台のディスクでミラー化された、オプションのホット スペア ディスクを含むボリュームを構
成するには、以下の操作を行います。

a. [Create New Array] (新しいアレイの作成) 画面で、矢印キーを使用して IM ボリュームのプ
ライマリ ディスク (ミラー化するデータが含まれているディスク) を選択します。

b. 矢印キーを使用してこのディスクの [RAID Disk] (RAID ディスク) 列に移動し、[スペース]
キーを押して、値 [Yes] (はい)を選択します。

選択したディスクでパーティションが定義されている場合は、ミラー化されたボリュームを
作成するとディスク上のデータが失われることを警告するメッセージが表示されます。

c. ドライブ上のデータを移行するには [M] キーを押し、削除するには [D] キーを押します。

d. [Array Disk] (アレイ ディスク) 列内の値が [Primary] (プライマリ) に変わります。

矢印キーを使用して IM ボリュームのセカンダリ (ミラー化された) ディスクを選択し、[Array
Disk] (アレイ ディスク) の値として [Yes] (はい) を選択します。

このディスクでパーティションが定義されている場合は、ミラー化されたボリュームを作成
するとディスク上のデータが失われることを警告するメッセージが表示されます。

e. ディスクからのデータの消去を確認するには [Delete] キーを押し、ディスクの選択を解除す
るには他のキーを押します。
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7. すべてのドライブを選択したら、[C] キーを押してアレイを 1 回作成します。矢印キーを使用し
て、[Save changes then exit this menu] (変更を保存して、このメニューを終了) に移動し、
[Enter] キーを押します。

8. 新しいアレイが作成されると、[Adapter Properties] (アダプタのプロパティ) 画面が表示されま
す。[Esc] キーを 2 回押して、[Exit] (終了) を選択します。

SAS RAID 1E 構成

BIOS ベースの設定ユーティリティで、Integrated Mirroring Extended (IME) ボリュームを以下の手順
で構成します。構成の手順では、必要なディスクおよびディスク コントローラがシステムに搭載され
ていることを前提としています。

1. LSI Corporation Configuration Utility を起動します。BIOS のスタートアップ時に、Press Ctrl-C
to start LSI Corp. Configuration Utility のメッセージが表示されます。

2. BIOS ベースの設定ユーティリティの [Main] (メイン) メニューで、矢印キーを使用してアダプタ
を選択します。

3. [Enter] キーを押して [Adapter Properties] (アダプタのプロパティ) 画面に移動します。

4. [Adapter Properties] (アダプタのプロパティ) 画面で、矢印キーを使用して [RAID Properties]
(RAID のプロパティ) を選択し、[Enter] キーを押して [New Array Type] (新しいアレイ型) 画面に
移動します。

5. [Select New Array Type] (新しいアレイ型の選択) 画面で、矢印キーを使用して [Create IME
Volume] (IME ボリュームの作成) を選択します。[Enter] キーを押します。

6. ワークステーション固有のドライブの最大数まで、ミラー化されたボリュームまたはオプション
のホット スペアを構成するには、以下の手順を実行します。

a. [Create New Array] (新しいアレイの作成) 画面で、矢印キーを使用して IME ボリュームの最
初のディスクを選択します。

b. 矢印キーを使用してこのディスクの [RAID Disk] (RAID ディスク) 列に移動し、[+] キーまた
は [-] キーを使用して、値 [Yes] (はい) を選択します。

選択したディスクでパーティションが定義されている場合は、ミラー化されたボリュームを
作成するとディスク上のデータが失われることを警告するメッセージが表示されます。

c. ドライブ上のデータを移行するには [M] キーを押し、削除するには [D] キーを押します。

d. 矢印キーを使用して IME ボリュームの次のディスクを選択し、[Array Disk] (アレイ ディス
ク) の値として [Yes] (はい) を選択します。

このディスクでパーティションが定義されている場合は、ミラー化されたボリュームを作成
するとディスク上のデータが失われることを警告するメッセージが表示されます。

e. ディスクからのデータの消去を確認するには [Delete] キーを押し、ディスクの選択を解除
するには他のキーを押します。

f. 以上の手順を繰り返して、ホット スペアの構成を含む IME ボリューム用に、ワークステー
ション固有のドライブの最大数まで選択します。
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7. すべてのドライブを選択したら、[C] キーを押してアレイを 1 回作成します。矢印キーを使用し
て、[Save changes then exit this menu] (変更を保存して、このメニューを終了) に移動し、
[Enter] キーを押します。

8. 新しいアレイが作成されると、[Adapter Properties] (アダプタのプロパティ) 画面が表示されま
す。[Esc] キーを 2 回押して、[Exit] (終了) を選択します。
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8 パスワード セキュリティの設定と CMOS
の再設定

この章では、パスワード セキュリティの構成と CMOS の再設定について説明します。以下の項目が
あります。

項目

136 ページの 「パスワードの設定の準備」

137 ページの 「パスワード ジャンパーの再設定」

138 ページの 「CMOS のクリアと再設定」

パスワードの設定の準備
セットアップと Power-On Password (電源投入時パスワード) は、コンピュータ セットアップ (F10)
ユーティリティで作成できます。

パスワードの設定には、次の 3 つが考えられます。

● セットアップ パスワードのみを定義する。

● Power-On Password (電源投入時パスワード) のみを定義する。

● 上記の両方のパスワードを定義する。

セットアップ パスワードのみを定義すると、コンピュータ セットアップ ユーティリティへのアクセ
スにそのパスワードが必要になります。

電源投入からの起動には、パスワードは不要です。

Power-On Password (電源投入時パスワード) のみを定義すると、コンピュータ セットアップ (F10)
ユーティリティへのアクセスまたは電源投入からの起動に、Power-On Password (電源投入時パスワ
ード) が必要になります。

セットアップと電源投入時の両方のパスワードを定義すると、コンピュータ セットアップ (F10) ユー
ティリティへのアクセスにセットアップ パスワードが必要になります。そのパスワードは電源投入か
らの起動に使用できます。

Power-On Password (電源投入時パスワード) は、コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティ
へのアクセスに使用できませんが、電源投入からの起動には使用できます。

電源投入からの起動には、セットアップまたは電源投入時のパスワードが必要です。
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両方のパスワードを作成すると、Power-On Password (電源投入時パスワード) の代わりにセットアッ
プ パスワードを使ってワークステーションにログインできます。これは、ネットワーク管理者には便
利な機能です。

注記： パスワードをクリアするには、パスワード ジャンパーを使用します。CMOS をクリアして
も、パスワードはクリアされません。

注意： [Clear CMOS] (CMOS クリア) ボタンを押す前に、ワークステーションの CMOS 設定のバッ
クアップを作成してください。

[クリア CMOS] ボタンを押すと、CMOS の値が工場出荷時のデフォルト値に戻り、パスワード、ア
セット タグ、特別な設定情報を含むカスタマイズ情報は消去されます。

CMOS の設定情報をバックアップするには、コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティを実
行して、[File] (ファイル) メニューの [Save to Diskette] (フロッピー ディスクに保存) オプションを
使用します。

パスワード ジャンパーの再設定
Power-On Password (電源投入時パスワード) またはセットアップ パスワード機能を無効にしたり、
Power-On Password (電源投入時パスワード) とセットアップ パスワードをクリアするには、以下の
手順を実行します。

警告！ 感電したり、高温部品に触って火傷をしないように、必ずコンセントから電源コードを抜
き、システムの内部コンポーネントの温度が下がるまでは触らないでください。

注意： ワークステーションの電源コードが接続されているときは、ワークステーションの電源が切
れていても、電源装置からシステム ボードに電圧がかかっています。電源コードを抜いておかない
と、ワークステーションが損傷することがあります。

注意： 静電気によって、ワークステーションやオプティカル装置の電子コンポーネントが損傷する
ことがあります。作業を始める前に、接地された金属に軽く触って静電気を放電させてください。

1. オペレーティング システムをシャットダウンしてから、ワークステーションと外部デバイスの
電源を切り、ワークステーションと外部デバイスの電源コードを電源コンセントから抜きます。

2. キーボード、モニタ、およびワークステーションに接続されている外部デバイスのケーブルを取
り外します。

3. アクセス パネルを取り外します。

4. パスワード ヘッダーとジャンパーを探します。

パスワード ヘッダーは E49 です。パスワード ジャンパーは緑色なので簡単に分かります。

5. AC 電源コードが電源コンセントに接続されていないことを確認してください。

6. ピン 1 とピン 2 からジャンパーを取り外し、ジャンパーを交換します。

注記： 再度シャットダウンし、ジャンパーを交換してパスワードをクリアするには、少なくと
も映像が表示されるポイントまで再起動する必要があります。

7. アクセス パネルを再び取り付けます。

8. 外部装置のケーブルを接続します。
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9. ワークステーションを AC 電源に接続して電源を入れてから、コンピュータ セットアップ (F10)
ユーティリティからブートします。

10. 新しいパスワードを作成するには、手順 1 ～ 8 を繰り返し、コンピュータ セットアップ (F10)
ユーティリティを使用して新しいパスワードを作成します。

CMOS のクリアと再設定
このセクションでは、CMOS のクリアと再設定を正しく行う手順を説明します。ワークステーション
の CMOS には、パスワード情報とワークステーションの設定情報が保存されています。

CMOS ボタンの使用

[Clear CMOS] (CMOS クリア) ボタンを使用して CMOS をクリアするには、以下の手順を実行しま
す。

警告！ 感電したり、高温部品に触って火傷をしないように、必ずコンセントから電源コードを抜
き、システムの内部コンポーネントの温度が下がるまでは触らないでください。

注意： ワークステーションの電源コードが接続されているときは、ワークステーションの電源が切
れていても、電源装置からシステム ボードに電圧がかかっています。電源コードを抜いておかない
と、ワークステーションが損傷することがあります。

静電気によって、ワークステーションやオプティカル装置の電子コンポーネントが損傷することがあ
ります。作業を始める前に、接地された金属に軽く触って静電気を放電させてください。

1. オペレーティング システムをシャットダウンしてから、ワークステーションと外部デバイスの
電源を切り、ワークステーションと外部デバイスの電源コードを電源コンセントから抜きます。

2. キーボード、モニタ、およびワークステーションに接続されている外部デバイスのケーブルを取
り外します。

3. アクセス パネルを取り外します。

注意： [Clear CMOS] (CMOS クリア) ボタンを押す前に、ワークステーションの CMOS 設定
のバックアップを作成してください。

[クリア CMOS] ボタンを押すと、CMOS の値が工場出荷時のデフォルト値に戻り、パスワー
ド、アセット タグ、特別な設定情報を含むカスタマイズ情報は消去されます。

CMOS の設定情報をバックアップするには、コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティ
を実行して、[File] (ファイル) メニューの [Save to Diskette] (フロッピー ディスクに保存) オプ
ションを使用します。

4. [CMOS] ボタンを 5 秒間押し続けます。

注記： AC 電源コードが電源コンセントに接続されていないことを確認してください。

電源コードが接続されていると、CMOS ボタンを押しても CMOS はクリアされません。

CMOS ボタンとその他のコンポーネントの位置については、138 ページの 「CMOS のクリアと
再設定」を参照してください。

5. アクセス パネルを再び取り付けます。

6. 外部デバイスを接続します。
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7. ワークステーションを電源に接続して、電源を入れます。

8. ワークステーションのパスワードおよびシステム日時などの設定情報を再設定します。

ワークステーションは 3 ～ 4 秒間電源が入った後、電源が切れます。

コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティによる CMOS のリセット

コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティを使用して CMOS を再設定するには、以下の手順
を実行します。

1. コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティにアクセスします。

2. コンピュータ セットアップ ユーティリティのメッセージが画面の右下に表示されたら、 [F10]
キーを押します。必要に応じて、[Enter] キーを押してタイトル画面をスキップします。

メッセージの表示中に [F10] キーを押せなかった場合は、ワークステーションを再起動して、こ
のユーティリティにアクセスする必要があります。

3. コンピュータ セットアップ (F10) ユーティリティのメニューで、[File] (ファイル) → [Default
Setup] (デフォルト設定) を選択します。

これで、起動順序と他の工場設定情報を含む設定情報が復元されます。ただし、ハードウェアの
再検索は行われません。

4. [Restore Factory Settings as Default] (工場出荷時の設定をデフォルト値として復元) を選択
し、[F10] キーを押して承認します。

5. [File] (ファイル) → [Apply Defaults and Exit] (デフォルト値を適用して終了) を選択し、[F10]
キーを押して承認します。

6. ワークステーションのパスワードおよびシステム日時などの設定情報を再設定します。

注記： この手順を実行しても、パスワードはクリアされません。
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A コネクタのピン

ワークステーション キーボード ピン番号 信号名

1

2

3

データ

未使用

グラウンド

4

5

6

+5 VDC

クロック

未使用

ワークステーション マウス ピン番号 信号名

1

2

3

データ

未使用

グラウンド

4

5

6

+5 VDC

クロック

未使用
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ワークステーションのイーサネット ピン番号 10/100 Mb 信号 1000 Mb 信号

1

2

3

4

(+) 送信データ

(-) 送信データ

(+) 受信データ

未使用

TX/RX

TX/RX

TX/RX

TX/RX

0

0

1

2

+

–

+

+

5

6

7

8

未使用

(-) 受信データ

未使用

未使用

RX/RX

TX/RX

TX/RX

TX/RX

2

1

3

3

–

–

+

–

ワークステーションの USB ピン番号 信号名

1

2

3

4

+5 VDC

- データ

+ データ

グラウンド

マイク ケーブル (1/8 インチ) ピン番号 信号名

1 (チップ)

2 (リング)

3 (シール

ド)

オーディオ

電源

グラウンド

ヘッドフォン ケーブル (1/8 インチ) ピン番号 信号名

1 (チップ)

2 (リング)

3 (シール

ド)

オーディオ左

オーディオ右

グラウンド

オーディオ ラインイン ケーブル (1/8 インチ) ピン番号 信号名

1 (チップ)

2 (リング)

3 (シール

ド)

オーディオ イン

左

オーディオ イン

右
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オーディオ ラインイン ケーブル (1/8 インチ) ピン番号 信号名

グラウンド

オーディオ ラインアウト ケーブル (1/8 インチ) ピン番号 信号名

1 (チップ)

2 (リング)

3 (シール

ド)

オーディオ アウト

左

オーディオ アウト

右

グラウンド

SATA ドライブ  

ピン番号 信号名 ピン番号 信号名 ピン番号 信号名  

データ ケーブル 電源ケーブル 電源ケーブル  

S1 グラウンド P1 3.3V 電源 P8 5V 電源

S2* A+ P2 3.3V 電源 P9 5V 電源

S3* A- P3 3.3V 電源 P10 グラウンド

S4 グラウンド P4 グラウンド P11 予約

S5** B- P5 グラウンド P12 グラウンド

S6** B+ P6 グラウンド P13 12V 電源

S7 グラウンド P7 5V 電源 P14 12V 電源

* S2 と S3 の差動信号ペア

** S5 と S6 の差動信号ペア

P15 12V 電源

142 付録 A   コネクタのピン JAWW



SAS ドライブ

セグメント ピン番号 バックプレー

ン ソケット

プラグおよび

ケーブルのソ

ケット

プライマリ信号セグメント S1 信号グラウンド

S2 TP+ RP+

S3 TP- RP-

S4 信号グラウンド

S5 RP- TP-

S6 RP+ TP+

S7 信号グラウンド

セカンダリ信号セグメント S8 信号グラウンド

S9 TS+ RS+

S10 TS- RS-

S11 信号グラウンド

S12 RS- TS-

S13 RS+ TS+

S14 信号グラウンド

電源セグメント P1 V33
c

P2 V33
c

P3 V33
c プリチャージ c

P4 グラウンド

P5 グラウンド

P6 グラウンド

P7 V5
c プリチャージ c

P8 V5
c

P9 V5
c

P10 グラウンド

P11 レディ LED d

P12 グラウンド

P13 V12 プリチャージ c

P14 V12
c

P15 V12
c
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ワークステーションの VGA

ピン

番号

信号名 ピン
番号

信号名 ピン

番号

信号名

1

2

3

赤アナログ

緑アナログ

青アナログ

6

7

8

グラウンド

グラウンド

グラウンド

11

12

13

モニタ ID

DDC シリアル データ

水平同期

4

5

モニタ ID

グラウンド

9

10

+5 VDC

グラウンド

14

15

垂直同期

DDC シリアル クロック

DVI-I ケーブル

ピン

番号

信号名 ピン

番号

信号名

1 T.M.D.S データ 2- 16 ホット プラグ検出

2 T.M.D.S データ 2+ 17 T.M.D.S データ 0-

3 T.M.D.S データ 2/4 シールド 18 T.M.D.S データ 0+

4 T.M.D.S データ 4- 19 T.M.D.S データ 0/5 シールド

5 T.M.D.S データ 4+ 2 0 T.M.D.S データ 5-

6 DDC クロック T.M.D.S データ 5+

7 DDC データ 22 T.M.D.S クロック シールド

8 アナログ垂直同期 23 T.M.D.S クロック +

9 T.M.D.S データ 1- 24 T.M.D.S クロック -

10 T.M.D.S データ 1+

11 T.M.D.S データ 1/3 シールド C1 アナログ赤

12 T.M.D.S データ 3- C2 アナログ緑

13 T.M.D.S データ 3+ C3 アナログ青

14 +5V 電源 C4 アナログ水平同期

15 グラウンド C5 アナログ グラウンド
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DisplayPort

ピン番号 信号名 ピン番号 信号名

1 ML レーン 0(p) 11 グラウンド

2 グラウンド 12 ML レーン 3(n)

3 ML レーン 0(n) 13 グラウンド

4 ML レーン 1(p) 14 グラウンド

5 グラウンド 15 補助チャンネル (p)

6 ML レーン 1(n) 16 グラウンド

7 ML レーン 2(p) 17 補助チャンネル (n)

8 グラウンド 18 ホット プラグ検出

9 ML レーン 2(n) 19 DP 電源リターン

10 ML レーン 3(p) 20 DP 電源

メイン電源ケーブル、P1

1 12

13 24

ピン

番号

信号名 ピン

番号

信号名 ピン

番号

信号名

1 +3.3V 9 +5 Vaux 17 グラウンド

2 +3.3V 10 +12 V-B 18 グラウンド

3 グラウンド 11 +12 V-B 19 グラウンド

4 +5V 12 12 V-D 20 グラウンド

5 グラウンド 13 +3.3V 21 +5V

6 +5V 14 –12V 22 +5V
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メイン電源ケーブル、P1

1 12

13 24

7 グラウンド 15 グラウンド 23 12 V-D

8 POK 16 PS_ON_L 24 グラウンド

CPU 電源ケーブル、P3 ピン番号 色 信号名

1 黒 グラウンド

2 黒 グラウンド

3 白 12V CPU

4 白 12V CPU

注意： PCIe x16 グラフィックス カードに接続する電源コードと、システム ボ
ードに接続する電源コードを区別できるようにしてください。これらの 2 本の

ケーブルは、ピン数と色が異なっています。PCIe 電源ケーブルには 6 ピンの黒

いコネクタが付いており、CPU 電源ケーブルには 4 ピンの白いコネクタが付い

ています。電源が入っているときは、絶対に PCIe 電源ケーブルをシステム ボ
ードに接続しないでください。接続すると、システム ボードが損傷する恐れが

あり、保証は無効になります。PCIe ケーブルの図と接続先は、78 ページの

「拡張カード」を参照してください。

注記： 6 ピン電源 (PCIe 補助電源) は、高電力グラフィックス カードを使用す

るときのみ必要です。

グラフィックス補助電源ケーブル、P12 ピン番号 信号名 色

4 6

31

1 V12-D 黄色

2 V12-D 黄色

3 V12-D 黄色

4 グラウンド 黒

5 グラウンド 黒

6 グラウンド 黒
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内部 USB 1 2x5 ピン番号 信号名

1 +5V

2 +5V

3 USB6#

4 USB9#

注意： 装置が故障する可能性がありま

す。

2x5 コネクタは、ワイド 2x5 オプション

ケーブル コネクタまたはナロー 1x5 オプ

ション ケーブル コネクタのいずれか一方

に接続できます。

コネクタの損傷を防ぐため、ナロー 1x5 オ
プション ケーブル コネクタを必ず 2x5 コ
ネクタのピン 1、3、5、7 のみに接続して

ください (コネクタにはピン 9 の穴があり

ません)。

5 USB6

6 USB9

7 グラウンド

8 グラウンド

9 (キー穴なし)

10 検出

内部 USB 2 2x5 ピン番号 信号名

1 +5V

2 +5V

3 USB7#

4 USB8#

注意： 装置が故障する可能性がありま

す。

2x5 コネクタは、ワイド 2x5 オプション

ケーブル コネクタまたはナロー 1x5 オプ

ション ケーブル コネクタのいずれか一方

に接続できます。

コネクタの損傷を防ぐため、ナロー 1x5 オ
プション ケーブル コネクタを必ず 2x5 コ
ネクタのピン 1、3、5、7 のみに接続して

ください (コネクタにはピン 9 の穴があり

ません)。

5 USB7

6 USB8

7 グラウンド

8 グラウンド

9 (キー穴なし)

10 検出

JAWW 147



ワークステーションのリア システム ファンピン番号 信号名

1 グラウンド

2 +12V

3 Tach

4 PWM

ワークステーションの CPU ファン ピン番号 信号名

1 グラウンド

2 +12V

3 TACH1

4 PWM

5 TACH2

ワークステーションの FDD ピン番号 信号名 ピン番号 信号名

1 グラウンド 18 FLP_DIR#

2 FLP_LOWDEN# 19 グラウンド

3 Tach 20 FLP_STEP#

4 FLP_WDO 21 グラウンド

5 MT 22 FLP_STEP#

6 未使用 23 グラウンド

 7 グラウンド 24 FLP_WRTEN#

 8 FLP_INDEX# 25 グラウンド

 9 グラウンド 26 FLP_TRACK#

 10 FLP_MOTOR# 27 グラウンド

 11 グラウンド 28 FLP_WP#

 12 未使用 29 グラウンド

 13 グラウンド 30 FLP_RD_D#

 14 FLP_SEL_A# 31 グラウンド

 15 グラウンド 32 FLP_HD_SEL#

 16 未使用 33 グラウンド

 17 グラウンド 34 FLP_DSKCHG#
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ワークステーション内部シリアル ピン番号 信号名 ピン番号 信号名

1 DTR1# 9 +5V

2 RXD1 10 +3.3V AUX

3 CTS1# 11 RTS1#

4 DSR1# 12 通信検出

5 TXD1 13 DCD21#

6 RI# 14 -12V

7 グラウンド 15 +12V

8 グラウンド
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B システム ボードのコンポーネント名

この付録では、このワークステーション用システム ボードのコンポーネント名を示します。

コンポーネント名 シルク スクリーン コンポーネント

MTG1 – MTG10 該当しない。 取り付け穴

E15 E15 障害回復ヘッダー/ジャンパー

E49 E49 PSWD クリア パスワード ヘッダー/ジャンパー

J9 J9 RJ/USB LAN/DUAL USB

J10 J10 QUAD USB クワッド リア USB

J20 J20 SLOT6 PCI PCI スロット

J21 J21 SLOT5 PCI PCI スロット

J31 J31 SLOT1 PCIe2 x8(4) PCIe2 x8(4) スロット

J32 J32 SLOT3 PCIe x8(4) PCIe x8(4) スロット

J41 J41 SLOT2 PCIe2 x16 75W PCIe2 x16 スロット

J42 J42 SLOT4 PCIe2 x16 75W PCIe2 x16 スロット

J68 J68 PS2 KBD_MSE スタック キーボード/マウス コネクタ

J83 J83 AUD トリプル スタック オーディオ ジャック

J86 J86 スロット 2 PCIe x16 固定クリップ

J87 J87 スロット 4 PCIe x16 固定クリップ

SW50 SW50 CMOS クリア CMOS スイッチ/プッシュ ボタン

P1 P1PWR 電源装置コネクタ (24 ピン)

P3 P3 PWR CPU CPU 電源コネクタ (4 ピン)

P5 P5 PB/LED 電源ボタン/HDD LED/電源 LED スイッチ/サイ

ド アクセス パネル センサー/温度ヘッダー

P8 P8 REAR FAN リア システム ファン

P10 P10 FLPY フロッピー ディスク ドライブ コネクタ

P24 P24 FRONT USB フロント パネル USB ヘッダー

P25 P25 USB2 シングル USB ヘッダー

P26 P26 DASH/USB1 DASH/デュアル内部 USB

P29 P29 HDD LED ハード ディスク ドライブ LED コネクタ
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コンポーネント名 シルク スクリーン コンポーネント

P60-P63 P60-P63

SATA0-SATA3

SATA コネクタ

P66-P67 P66-P67

SATA4-SATA5

SATA コネクタ

P70 P70 CPU0 FAN プライマリ CPU ファン ヘッダー

P93 P93 FRNTFAN フロント ファン ヘッダー

P94 P94 IOH FAN IOH ファン ヘッダー

P124 P124 HLCK サイド アクセス パネル ソレノイド ロック ヘ
ッダー

XBT1 XBT1 BAT バッテリ ホルダー

XMM1 - XMM6 XMM1 - XMM4

DIMM1 - DIMM4

メモリ スロット

XU1 XU1 CPU0 プライマリ CPU ソケット
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C 日常のお手入れ

一般的な清掃に関する安全上の注意事項
● ワークステーションは、溶剤や可燃性の溶液で拭かないでください。

● 部品を水やクリーニング溶液に浸さないでください。清潔な布に液体をしみ込ませて、部品を拭
いてください。

● 必ずワークステーションの電源プラグを抜いてから、キーボード、マウス、または通気孔を清掃
してください。

● キーボードを清掃する場合には、必ずケーブルを外してください。

● キーボードを清掃するときは、側面に覆いのある安全眼鏡をかけてください。

ワークステーションの筐体の清掃
● ワークステーションを清掃するときには、前述した安全上の予防措置 (51 ページの 「保守上の

考慮事項」) に従ってください。

● 少しの染みや汚れは、汚れのない柔らかい布または綿棒を水で湿らせて取り除いてください。

● 汚れがひどいときは、食器用洗剤を水で薄めて使用します。その後、きれいな水で湿らせた布ま
たは綿棒でよく拭き取ってください。

● 頑固な汚れには、イソプロピル (消毒用) アルコールを使用します。アルコールはすぐに蒸発して
何も残らないので、拭き取る必要はありません。

● 清掃が終了したら、汚れのない柔らかい布でワークステーションを拭いてください。

● ワークステーションの通気孔を時々清掃してください。糸くずや異物によって通気孔が塞がれ
て、通気が妨げられていることがあります。

キーボードの清掃
注意： キーの下からごみを取るときには、側面に覆いのある安全眼鏡をかけてください。

● ワークステーションを清掃するときには、前述した安全上の予防措置 (51 ページの 「保守上の
考慮事項」) に従ってください。

● キーの下や間にある目に見えるごみは、掃除機を使うか振り落として除去します。

● キーの下のごみは、エアー クリーナーを使って取り除きます。空気圧が強過ぎると、長いキー
の潤滑油が吹き飛ばされることがあるので、注意が必要です。
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● キーを取り外す場合は、キーを破損しないように専用のキー リムーバーを使用してください。
この工具は、一般的な電気部品販売店で入手できます。

注意： 横長のキー (スペース バーなど) は、キーボードから取り外さないでください。これら
のキーを取り外したり取り付けたりすると、キーボードが正しく動作しなくなることがありま
す。

● キーの下は、イソプロピル アルコールを綿棒にしみ込ませ、絞ってから清掃します。キー動作
に必要な潤滑油を拭き取らないよう注意してください。部品は、組み立てる前に空気乾燥させて
ください。

● 狭い場所にある繊維やごみはピンセットで取り除いてください。

モニタの清掃
● ワークステーションを清掃するときには、前述した安全上の予防措置 (51 ページの 「保守上の

考慮事項」) に従ってください。

● モニタを清掃するには、モニタ清掃用のぬれナプキンまたは水で湿らせた汚れのない布で画面を
拭きます。

注意： 画面に直接スプレーやエアゾールを吹きかけないでください。液体がハウジングの隙間
から内部にしみ込んで、コンポーネントが損傷することがあります。

ディスプレイまたはハウジングが破損する恐れがあるので、溶剤や可燃性の液体は絶対に使用し
ないでください。

マウスの清掃
1. ワークステーションを清掃するときには、前述した安全上の予防措置 (51 ページの 「保守上の

考慮事項」) に従ってください。

2. 固定プレートを外し、ハウジングからマウスのボールを取り出します。

3. マウスのボールを清掃します。

4. ボール ソケットからごみを取り出し、汚れのない乾いた布でボールを拭きます。

5. マウスを再度組み立てます。
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D HP リソースの参照場所

ここでは、ワークステーション用の次の HP リソースに関する情報を提供します。

トピック

155 ページの 「製品情報」

● HP Cool Tools

● 規制に関する情報

● アクセサリ

● システム ボード

● シリアル番号ラベルと COA (Certificate of Authenticity) ラベル

● Linux

156 ページの 「製品サポート」

● 追加情報

● テクニカル サポート

● ビジネス サポート センター

● IT リソース センター

● HP サービス センター

● HP ビジネス 及び IT サービス

● 保証に関する情報

157 ページの 「製品ドキュメント」

● ユーザ マニュアル、サードパーティ ドキュメント、およびホワイト ペー

パー

● 製品に関する通知

● QuickSpecs

● 顧客アドバイス、Security Bulletin、通知

158 ページの 「製品の診断」

● Documentation and Diagnostics CD

● 診断ツール
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トピック

● ビープ音と LED エラー コードの意味

● Web ベース サポート ツール

158 ページの 「製品のアップデート」

● ソフトウェア、BIOS、およびドライバのアップデート

● オペレーティング システムの再インストール

● オペレーティング システム

製品情報
表 D-1  製品情報

トピック 場所

HP Cool Tools ほとんどの HP Microsoft Windows ワークステーションに

は、追加ソフトウェアがプリロードされています。ただ

し、これらのソフトウェアは、最初にブートしたときに、

自動的にインストールされるわけではありません。また、

ワークステーションにプリインストールされているいくつ

かの有用なツールを使うと、システムのパフォーマンスを

向上させることができます。これらのアプリケーションへ

のアクセスまたは詳細については、次のいずれかのオプシ

ョンを選択してください。

● デスクトップの [HP Cool Tools] アイコンをクリック

するか、

● [スタート] → [すべてのプログラム] → [HP Cool
Tools] の順に選択して、[HP Cool Tools] フォルダを

開きます。

アプリケーションの詳細を確認するには、[HP Cool Tools]
→ [Learn More] (詳細を見る) の順にクリックします。

アプリケーションをインストールまたは起動するには、そ

のアプリケーション アイコンをクリックします。

規制に関する情報 製品のクラス情報については、Documentation and
Diagnostics CD の『Safety & Regulatory Information 』(安
全と規制に関する情報) ガイドを参照してください。ま

た、ワークステーションのシャーシにあるラベルにもクラ

ス情報が記載されています。

アクセサリ サポートしているアクセサリとコンポーネントの最新情報

については、http://www.hp.com/go/workstations をご覧く

ださい。

システム ボード サイド アクセス パネルの内側にシステム ボードのレイア

ウト図があります。また、Web の http://www.hp.com/
support/workstation_manuals/ にある『Maintenance and
Service Guide』(メンテナンスおよびサービス ガイド) に
も追加情報が記載されています。

シリアル番号ラベルと COA
(Certificate of Authenticity) ラベル

(該当する場合)

シリアル番号ラベルは、上部パネルまたはユニット後部の

側面にあります (ワークステーション モデルによって異な

ります)。COA ラベルは通常、上部パネルかサイド パネル

のシリアル番号ラベルの近くにあります。一部のワークス
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トピック 場所

テーションでは、このラベルはユニットの底面にありま

す。

Linux HP ワークステーションでの Linux の実行については、

http://www.hp.com/linux/ をご覧ください。

製品サポート
表 D-2  製品サポート

トピック 場所

追加情報 テクニカル サポートの情報とツールにオンラインでアクセ

スするには、http://www.hp.com/go/workstationsupport を
ご覧ください。

サポート リソースには、Web ベースのトラブルシューテ

ィング ツール、技術情報ベース、ドライバやパッチのダウ

ンロード、オンライン コミュニティ、障害予測通知サービ

スなどがあります。

以下のコミュニケーション ツールと診断ツールも利用でき

ます。

● Instant Chat

● Instant Support

● Diagnose Problem

サポートを受ける方法の詳細については、96 ページの

「Instant Support および Active Chat」を参照してくださ

い。

テクニカル サポート テクニカル サポートに電話をかける場合は、その前に

91 ページの 「テクニカル サポートへのお問い合わせ」の

リストを参照し、サポートへの連絡で必要となる情報を確

認しておいてください。

世界各地のテクニカル サポートの電話番号を調べるには、

http://www.hp.com/jp/websupport/ にアクセスして国/地域

を選択し、左上の[お問い合わせ] をクリックしてくださ

い。

ビジネス サポート センター (BSC) ソフトウェア/ドライバのダウンロード、保証に関する情

報、1 つのトピックのドキュメント、ユーザ マニュアル、

またはサービス マニュアルについては、

http://www.hp.com/go/bizsupport をご覧ください。

IT リソース センター (ITRC) IT プロフェッショナル向けの検索可能な知識ベースについ

ては、http://www.itrc.hp.com/ をご覧ください。

HP ビジネス 及び IT サービス ビジネスおよび IT 関連の情報については、

http://www.hp.com/hps/ をご覧ください。

HP ハードウェア サポート サービス ハードウェア サービスに関する情報については、

http://www.hp.com/hps/hardware/ をご覧ください。

保証に関する情報 保証に関する基本情報については、http://www.hp.com/
support/warranty-lookuptool をご覧ください。

表 D-1  製品情報 (続き)
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トピック 場所

既存の Care Pack に関する情報については、

http://www.hp.com/go/lookuptool をご覧ください。

標準の製品保証を延長するには、http://www.hp.com/jp/
carepack_fixed をご覧ください。HP Care Pack サービス

は、標準の製品保証を延長および拡張する、アップグレー

ドされたサービス レベルを提供します。

製品ドキュメント
表 D-3  製品ドキュメント

トピック 場所

HP のユーザ マニュアル、ホワイ

ト ペーパー、サードパーティのド

キュメント

最新のオンライン マニュアルは http://www.hp.com/support/
workstation_manuals から入手できます。そこには、この

ユーザ ガイドと『Maintenance and Service Guide』(メン

テナンスおよびサービス ガイド) もあります。

製品に関する通知 Subscriber's Choice は HP プログラムの 1 つで、ドライバ

とソフトウェアに関する警告、障害予測通知 (PCN)、HP
ニュースレター、顧客アドバイスなどを受けるための登録

ができます。http://www.hp.com/go/subscriberschoice/ で
登録してください。

顧客アドバイスや製品変更通知も、http://www.hp.com/go/
bizsupport/ で入手できます。

ワークステーションの QuickSpecs Product Bulletin には HP ワークステーションの QuickSpecs
が含まれています。QuickSpecs は、ご使用の製品全体の

仕様の概要について説明します。オペレーティング システ

ム、電源、メモリ、CPU やその他多くのシステム コンポ

ーネントの情報や機能が含まれます。QuickSpecs にアク

セスするには、http://www.hp.com/go/productbulletin/ をご

覧ください。

顧客アドバイス、Security
Bulletin、および通知

アドバイス、Bulletin、および通知を検索するには、次の手

順を実行します。

1. http://www.hp.com/go/workstationsupport にアクセス

します。

2. 目的の製品を選択します。

3. [Resources] (リソース) セクションから、[See
more...] (参照情報...) を選択します。

4. スクロール バーを使用して、[Customer Advisories,
Customer Bulletins, or Customer Notices] (顧客ア

ドバイス、Customer Bulletin、または顧客通知) を選

択します。

表 D-2  製品サポート (続き)
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製品の診断
表 D-4  製品の診断

トピック 場所

Documentation and Diagnostics CD
の内容

Documentation and Diagnostics CD には以下のものが含ま

れます。

● Warranty Booklet (保証ブックレット)

● ユーザ ガイド

● Maintenance and Service Guide (メンテナンスおよび

サービス ガイド) (Web のみのリンク)

● Safety and Comfort Guide (安全性と快適性ガイド)

● Safety & Regulatory Information Guide (安全性と規制

に関する情報ガイド)

● ユーザー タスクに固有の説明

診断ツール HP Vision Field Diagnostics ユーティリティは、HP Web
サイトからダウンロードできます。このユーティリティを

使用するには、109 ページの 「HP Vision Field Diagnostics
を使用したセルフ トラブルシューティング」を参照してく

ださい。

ビープ音と LED エラー コードの意

味

ワークステーションに適用されるビープ音と LED エラー

コードの詳細については、117 ページの 「診断 LED とビ

ープ音の意味」を参照してください。

製品のアップデート
表 D-5  製品のアップデート

トピック 場所

ソフトウェア、BIOS、およびド

ライバのアップデート

http://www.hp.com/go/workstationsupport にアクセスして、

最新のドライバがインストールされていることを確認してく

ださい。

使用している Microsoft Windows ワークステーションの現在

のワークステーション BIOS を調べるには、[スタート] → [ヘ
ルプとサポート] → [作業を選びます] → [ツールを使って...]
→ [ツール] → [マイ コンピュータの情報] → [コンピュータに

関するシステム情報全般...] を選択します。

オペレーティング システム HP ワークステーションでサポートされているオペレーティ

ング システムについては、http://www.hp.com/go/wsos をご

覧ください。
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